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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「うわぁぁぁぁ！　助けてくれーっ」

　闇やみ夜よに包まれた港町に悲鳴が響ひびいた。小こ舟ぶねに乗っていたジャリスははっとして顔を上げる。

「何？　今の悲鳴……あっちから聞こえたわ！」

　ジャリスの声に頷うなずいたのは、彼女が船長を務めるバルク号の乗組員、コダートだ。

「ああ、行ってみよう。ジャリス、摑つかまってろよっ」

　コダートは力強く手こぎの舟を操あやつり、悲鳴の聞こえた方角に進ませた。

　ここはネイレス国の首都、ドフィーランだ。水の都とも呼ばれるドフィーランでは、街中に運河が流れ込み、昼間なら建物のすぐ側を小舟が行き交かう美しい光景が見られる。しかし夜よ更ふけの運河には人一人おらず、ジャリスとコダートが乗る小舟だけが狭せまい水路を進んでいた。

　緩ゆるい角を曲がると、小舟が何艘そうか停とめられた船着き場が見えてくる。すぐ脇わきにある歩道には、ずぶ濡ぬれの男が座り込み、がたがたと震ふるえていた。その目は見開かれ暗い運河を凝ぎよう視ししている。

「ゆ、幽ゆう霊れい船せんだ！　やっぱりこの街は、呪のろわれてるっ」

　やっとジャリス達に気付いたのか、男が真っ青な顔で叫さけんだ。しかし彼が指さす方には、船どころか人の姿も見あたらない。ジャリスはコダートに合図して、船着き場に小舟を寄せてもらう。そして男から話を聞くため、立ち上がろうとした時だった。

（あ、熱いっ。なに、これ……！）

　ジャリスは胸の辺りで生まれた不思議な熱に、慌あわてて手をやった。どうやらそれは、鎖を通して首から提げた、金の指輪から発せられているようだ。ジャリスは、やけどしそうな程ほど熱くなったそれを慌てて取り出す。服の下から出てきた金の指輪は眩まぶしい光を放ち、辺りを煌こう々こうと照らし出した。

「ジャリスッ、見ろ！」

　困こん惑わくしていたジャリスは、コダートの驚きよう愕がくした声に顔を上げる。それとともに雲に隠かくれていた丸い月が顔を見せ始めた。月明かりに照らされるようにぼんやりと、とてもこの運河に入り込めるはずのない大型船が、突とつ然ぜんジャリス達の目の前に現れる。帆ほは所々破れ、船体にはいくつも穴が空いていた。それでも悠ゆう然ぜんと進む船は、まるで幻まぼろしのように透けていた。船が進むたび歩道には大きな水しぶきが上がり、停てい泊はくしている小舟が次々と押しつぶされていく。

「歩道にあがれっ、こっちに来るぞ！」

　コダートに手を引かれ、慌ててジャリスは小舟から歩道に飛び移った。その瞬しゆん間かん乗っていた小舟が、バキバキと音を立てて船の下した敷じきとなる。

　あまりの事に言葉を失ったジャリスのすぐ目の前を、船は悠ゆう々ゆうと通り過ぎていった。

「い、一体……どういう事？」

　光り輝かがやく金の指輪と船を交こう互ごに見たジャリスは、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたのだった。
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　アクラブ号は、ゆっくりと航海を続けている。船室の窓から見える夜の海を眺ながめながら、副船長のリンドは小さく息をついた。

「コダートは必ず捕まえる。お前は手を出すな」

　背後で低い声を上げたのは、リンドと同じシャイ悪ターン魔のハジだ。彼は台座に置かれた水すい晶しように向かって話をしていた。その先にいる男の事を思いだし、リンドはそっと唇くちびるを嚙かむ。

　振ふり向くと、ハジの側に跪ひざまずいて控ひかえている船長のカッサラが目に入った。いつもは精せい悍かんな彼の表情は、今はまるで人形のようだ。その黒い瞳ひとみには何も映っていない。

『だが時は迫せまっている』

「判わかっている。早そう急きゆうに手を打つ。それで文句はないだろう」

　珍めずらしく興奮した様子のハジに、水晶の向こうで男が一つ息をついた。

『今までも捕とらえる機会は何度でもあったはずだ。それを逃のがしたのは、まさか……』

　男の声にハジは目をつり上げた。人間の姿をしているのに、その瞳が爛らん々らんと赤く光る。

「くだらない。何を勘かん違ちがいしているのか知らないが、まだ傷が完全に治っていないからだ。我々の崇すう高こうな目的の為ためなら、私は手段を選ばない。余計な口出しをするなっ」

　いい捨てたハジは、眉を逆立てて水晶に手をかざした。水晶には何も見えなくなり、ハジは赤い瞳のままでリンドを見据える。

「バルク号は故障している。ジャリス達は、ネイレス国の首都に滞たい在ざいしていると情報が入った。今度こそ必ず指輪を取り戻もどし、コダートを捕まえる」

　リンドに向かって言うと、ハジは肩かたを怒いからせたまま船室から出ていった。バン、と大きく扉とびらの閉じる音がして、リンドは思わず首を竦すくめる。そのまましばらく扉を見つめ、彼が帰ってこないことを確かめると、跪いたままのカッサラに近寄った。

「おい、船長……カッサラ！　いい加減目を覚ましてくれよ。乗組員達も心配してるぞっ」

　必死の言葉にも、カッサラの黒い瞳が動くことはなかった。コスタルの港を出て以来、彼は完全に自じ我がをなくしている。その原因が、水晶に映った男にある事をリンドは知っていた。

　このままの状態が続けばどうなるか、リンドはそれを想像すると、震えがくる程の恐きよう怖ふを感じる。こんな気持ちは初めてだった。

『リンド』

　そこへ再び男の声が聞こえて、リンドはびくりとした。もう既すでに通信は途と絶だえていると思っていたのだ。

「な、なんだよ」

　慌てて台座の水晶を見ると、先程消えたはずの男の顔が映っていた。男が薄うすく笑ったのを見て、リンドは嫌いやな予感を覚える。

『一つお前に頼たのみがある』

　それが何であるか、大体の予想がリンドにはついていた。
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　朝の太陽が寝ね不ぶ足そくの目に痛い。ジャリスは青い瞳を瞬またたかせながら、手で日差しを遮さえぎった。バルク号の甲かん板ぱんでは、コダートが昨夜の不思議な出来事を、副船長のシャルマに説明していた。

「本当に幽霊船だったんですか？」

　片かた眼鏡めがねを押し上げて、訝いぶかしそうにシャルマが聞いた。整いすぎて冷たく感じる程の美び貌ぼうを持つ彼は、更さらにコダートに視線を向ける。

「本当だよ。確かに透けてた。それにあの破損状態じゃ普ふ通つうなら動かせないはずだ。バルク号よりひどかったんだぞ」

　コダートはバルク号の帆ほ柱ばしらを指さした。折れた部分を補強してあるが、これ以上は航行できないと、ドフィーランの船大工に宣言されていた。

「ですが信じられませんね、幽霊船なんて。そんな非現実的な」

「じゃあアブウは非現実的じゃないのか？」

　コダートの声に反応するように、ジャリスの腰こしにぶら下げた水差しから、アブウが姿を現した。宙に浮うかんであぐらをかいた、銀ぎん髪ぱつ銀目の水差しの精霊ジヤーンアブウは、ぷるぷると首を振る。

「ア、アブウは生きてますよー。幽霊とは違ちがいますぅ」

　慌てた様子のアブウに、シャルマはため息をついた。そしてコダートに向かって、更に疑問を投げかける。

「ですが透けているのに、水しぶきが上がるというのは変でしょう？　それに小舟がつぶされたという事は、実体があるのではありませんか？」

　シャルマの言う事も尤もつともだった。ジャリスは昨夜の船を思い出そうとして、思わず背筋がぞっとする。それを振り払はらうようにコダート達の方を向いたジャリスは、引きつり気味の笑え顔がおを浮かべた。

「そ、そうね。きっとあれは見み間ま違ちがいよ。幽霊なんているわけないわ」

　だがコダートは不満そうだ。眉まゆ根ねを寄せ、ジャリスを見つめた。

「お前も見ただろう？」

「み、みたけど……でもドフィーランに現れる幽霊船なんてただの言い伝えよ。絶対そう。あれはきっと誰かが巧こう妙みように幽霊船に見せているだけだわ。同盟支部からの特別任務は、運河に現れる謎なぞの船の探たん索さくよ。そんないたずらする奴やつは、わたしが捕まえてやるわっ」

　拳こぶしを握にぎりしめたジャリスは、気持ちを奮い立たせるように声を上げた。

　ジャリス達は所属する海かい賊ぞく同盟からの特別任務を受けて、この街に滞在していた。同盟支部から聞いた情報では、ドフィーランにはある言い伝えがあるのだという。数年に一度、街の運河に現れては消える幽霊船。出現すると運河に波が押し寄よせ、被ひ害がいがでるそうだ。噂うわさではそれが現れた年は、国に疫えき病びようが流行はやったり、天候が悪くなって農作物に影えい響きようがでるのだという。

　その幽霊船の目もく撃げき情報が、最近になって同盟支部に多数寄せられていた。謎の船の正体を調べることが、ジャリス達の特別任務だった。

　ジャリスは言い伝えを聞いた時の事を思いだし、再び背筋に寒気を覚えた。唇がかすかに震ふるえ、顔が強こわばっているのが判る。ジャリスはそっと心の中で呟いた。

（ううっ、正直、ゆ、幽霊って苦手なのよね。考えるだけでもぞっとする……。ああ、やっぱり断ればよかった。でも依い頼らい料がないと船が修理出来ないし……）

　そんなジャリスを訝しげに見ていたコダートが、ふいに口元に笑みを浮かべた。

「あ、ジャリス、お前まさか幽霊が……」

　からかうような口調に、ジャリスは慌てて首を振る。

「ち、違ちがうわよ！　わ、わたしはただ、現実的に論理的に物を考えてるだけよっ」

　毅き然ぜんと言ったつもりだったが、コダートの疑いの目が緩ゆるむことはなかった。

「ふーん、全然論理的じゃないが、まあいい。とりあえずあの船を見付ければ謎は解けるはずだ。早く任務を達成しないと修理もできないぞ」

　コダートの言葉に、ジャリスははっとしてバルク号を見回した。所々に空いた穴は、応急処置で塞ふさいである。先日参加したアラバーナ大陸最速船決定戦の時に、紆う余よ曲きよく折せつあって壊こわれてしまったのだ。早く修理したいのは山々だが、先立つものがない。

「ええ、船が直らないことには、旅もできないし、旗だって集められないわ……」

　ジャリスは思わず本音を漏もらした。ジャリス達は、〝海賊〟として同盟に認めて貰もらう為アラバーナ大陸を旅している。それには各国の国王スルタンが出す試練を乗のり越え、その証しよう拠こである旗を集めなければならない。バルク号の帆柱に翻ひるがえっている旗には、現在三枚の旗が縫ぬいつけられていた。あと五枚集めれば、正式な〝海賊〟になれるのだが、船が故障していては旅が出来ない。

「しかし昨日の船を捕つかまえるには、小こ舟ぶねじゃ無理だな」

　気を取り直したように言ったコダートに、ジャリスは頷うなずいた。バルク号に備え付けてある小舟は二隻せき。その内の一つは昨日壊されてしまった。

　シャルマが、港から見える街並みに目をやりながら口を開く。

「歩道を走って船を追うのは難しいでしょう。このドフィーランは、運河が迷めい路ろのように入り組んでますから」

　それはジャリスも痛感していた。ドフィーランに到とう着ちやくしたばかりの頃ころ、ジャリスは街まち中なかを見物していて、みんなとはぐれて迷ってしまったのだ。目的地が見えているのに、そこまで行くには、いくつもの石橋を渡わたりぐるぐると遠回りしなければならない。散々迷ったあげく、アブウに頼んでみんなに連れん絡らくを取ってもらい、迎むかえに来てもらった。

「バルク号は壊れてるし……。あ、そうだ。同盟支部に船を貸して貰えるよう頼めないかしら」

　そんなジャリスの提案に、シャルマは静かに首を振る。

「すぐには無理でしょう。支部は隣となり町まちのブシャカです。連絡を取るにも時間がかかりますよ」

　ジャリスは再びどうするべきかと考え込んだ。しかし寝不足の頭は、かすみがかかっているようで、うまく考えがまとまらない。

「ジャリス、昨日の幽霊船の事で、ネイレス国の軍に事情を聞きたいと言われてただろう？　何とか船を貸して貰えるように頼めないかな」

　思いだしたように言ったコダートに、ジャリスははっとして顔を上げた。

「幽霊船じゃなくて、〝謎の船〟！……でもそれはいい考えかも。正式な同盟からの特別任務だもの。各国は協力する義務があるはずよ」

　希望の光が見えた気がしたジャリスは、目が覚めるようにと大きくのびをして、大好きな潮の匂においを胸むね一いつ杯ぱいに吸いこんだのだった。




「わあ、いつ見ても綺き麗れいな街並みね」

　乗り合いの小舟にコダートと二人で乗っていたジャリスは、思わず感かん嘆たんの声を上げた。見み渡わたす限かぎり白い石で造られたドフィーランの街並みには、何度見ても圧あつ倒とうされる。石橋に石の建物、歩道も船着き場も石で舗ほ装そうされていた。石せつ灰かいを含ふくんだこの白石は海水に強く、ネイレス国の特産品でもあるという。

　昨夜と違い明るい太陽の下では、小舟に乗った人々が街の中を行き来していた。

　ジャリスは全身を覆おおうような頭覆いを身につけていた。異国の容姿を持つジャリスは、やはりこの街でも目立つ。いらぬ面めん倒どうは起こしたくなかった。だがそのおかげで、周りを気にせず小舟からの景観を楽しむことができた。

　低い石橋をくぐる時は頭をぶつけそうな気がして、思わず身を屈かがめた。だが乗りあった人々は慣れているのか、そのままの姿勢でくつろいでいた。狭せまい運河に入りこむと、手が届きそうな所に歩道がある。家の窓から洗せん濯たく物を干す人達と目があって、ジャリスは思わず手を振ふった。

「おい、ついたぞ」

　コダートに言われて初めて、ジャリスは目的地の港についた事を知った。

「ああー、もう少し乗ってたかった、凄すごいわよね。あんな細い運河で船がすれ違っても、絶対にぶつからないの。あの操船技術は見習わなくっちゃ。それに家の窓から釣つり糸垂らしている人もいたわ。あんなの見たの初めて！」

　ジャリスは嬉き々きとして声を上げる。色んな国を旅すると、こうして新しい経験ができるのが嬉うれしい。興奮さめやらぬジャリスは、そのまま海に目を向けた。さすがにドフィーランでも一番大きな港だけあって、数え切れない程ほどの船が浮かんでいる。街まち中なかを行き交かうのは小舟だが、ここにあるのは大型船がほとんどだ。ジャリスはその中でも一ひと際きわ大きな軍ぐん艦かんに、ネイレス国の紋もん章しようである梟ふくろうの旗が掲かかげてあるのに気付くと、頭覆いを脱ぬいで近付いた。見張りの男が、目を見開いてジャリスの金きん髪ぱつを見ている。

「あのー、昨日現れた〝謎の船〟の事で……」

　それでもジャリスは気にせず話しかけた。見張りはジャリスがここに来た理由を聞くと、慌あわてて軍艦に入っていく。しばらくして、軍艦の甲かん板ぱんへ続く階段を小太りの中年男が下りてきた。こちらを見て訝いぶかしそうな視線を向けた男に、ジャリスは身分を名乗り昨夜の事と自分達の事情を話した。すると、男はどんどんとその表情を歪ゆがめていく。

「……同盟の人間に船を貸すことはできない」

　黒い長衣に身を包んだ男にきっぱりと言われて、ジャリスは慌てて口を開く。

「で、でもわたし達あの船を追って……」

「我々ネイレス国の軍が幽霊船の探索を行っている。よそ者がしゃしゃり出るんじゃない」

　ぴしゃりと言われたが、ジャリスは負けずに言い返した。

「わたし達はネイレス国の同盟支部から、正式な依頼を受けています。謎の船を探すなら協力した方が得策のはずです」

　だが男は表情一つ変えなかった。虫でも追い払うように、ジャリスに向かって手を振る。

「よその国がどうかは知らないが、我が国では自分達の事は自分達で解決する」

　男はそのまま、きびすを返して軍艦に戻もどろうとする。どういうことかと目を丸くしたジャリスに、コダートがそっと囁ささやきかけた。

「どうやら俺達は、招かれざる客のようだな」

　辺りをちらりと見たコダートに、ジャリスも頷いた。軍艦からじろじろとこちらを見る視線には気付いていた。どうやらそれは、自分の金髪や青い瞳ひとみが珍めずらしいからだけではないようだ。

「この国が同盟に非協力的だという噂があるのは知ってたけど、ここまでとはね……」

　ネイレス国は同盟の賛同国だが、最近はその協力関係が怪あやしくなっているというのは、ジャリスも風の噂うわさで知っていた。本来首都の港にあるはずの同盟支部も、現在は隣町のブシャカに移転している。それは国王の命令らしいが、詳くわしい事はジャリスも知らなかった。

（ここまで邪じや険けんに扱あつかわれるとは思わなかった……。でも諦あきらめないわっ）

　気持ちを奮い立たせたジャリスは、軍艦に戻ろうとする男を追いかけようとした。だがコダートがふいに何かを思いついたように顔をあげ、ジャリスの腕うでを摑つかんだ。

「ジャリス、ちょっと指輪を貸してみろ」

「えっ、でも……」

　ジャリスは思わず口ごもる。彼女が首からぶら下げている金の指輪。それはただの指輪ではなく、魔ま力りよくを増ぞう幅ふくさせる物だった。この指輪は全部で四つあり、その不思議な力のせいで魔物ジン達に狙ねらわれていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、直接指輪には触さわらないから」

　その言葉に、ジャリスは戸と惑まどいつつも首から鎖くさりを外して、コダートに渡した。

　コダートは魔物の血を引いているのだという。先日金の指輪をはめた時、彼の魔物としての力が暴走してしまい、あやうく大災害を引き起こす所だった。それ以来、彼は金の指輪を身につけることを嫌きらい、今はジャリスが預かっていた。

　コダートは、受け取った金の指輪に触ふれぬよう慎しん重ちように鎖を持つと、足早に男に近付いた。

「何だ？　何かまだ用が……」

　階段の途と中ちゆうでコダートに追いつかれた男が、憮ぶ然ぜんとした表情を浮うかべた。そんな男にコダートは、辺りをちらちらと窺うかがいながら、声を潜ひそめる。

「アラバーナ大陸一の呪じゆ術じゆつ師し、ミシャーフが作りだした幽ゆう霊れい探知機、必要じゃありませんか？」

　こっそりと囁くコダートに、彼を追いかけてきたジャリスは、思わず心の中で叫さけんだ。

（ミ、ミシャーフって誰!?）

　それは男も疑問に思ったようだ。訝しげな視線をコダートに送っている。しかしコダートは逆に驚おどろいたような顔をしてみせた。

「まさかミシャーフをご存じない？　ははっ、そんな馬ば鹿かな。アラバーナ大陸に住む人間なら誰でも知ってる方ですし。海かい賊ぞく同盟の創立者であるシンリクット船長と同じくらいの知名度を持つ同盟お抱かかえの呪術師、あのミシャーフです。あなたのように博識そうでご立派な軍人が、まさか知らないはずはない」

　さも当たり前だと言わんばかりのコダートに、男は慌てたように大きく頷いた。

「も、もちろん知っているさ。あのミシャーフだろう？」

　自信ありげに答えた男に、コダートはにっこり笑って指輪を見せた。

「実はこれ、そのミシャーフが作った幽霊探知機なんです」

　小声で話すコダートに、男は意表をつかれたのか息を吞のんだ。

「ゆ、幽霊探知機……！」

「しっ、静かに。これはあなただけに教える情報です。同盟でもこれはまだ極ごく秘ひなんですから」

　コダートは、再び辺りをちらちらと窺う。その様子を見た男も、慌てて声を落とした。

「ほ、本当なのか？」

「ええ、昨日俺達があの船を見付けたのも、これのおかげです。まさか偶ぐう然ぜん出会えるはずがないでしょう。あなた達ネイレス国の優ゆう秀しゆうな軍人が、血ち眼まなこになって探しても見つからないのに」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、男の目の色が変わった。食い入るようにコダートを見つめたのだ。それを見たコダートが、わずかにほくそ笑えむような表情をしたのを、ジャリスは見み逃のがさなかった。

「いいですか？　あなただけに教えるんです。俺達もこの話を同盟の人間以外に漏もらせば処しよ罰ばつされるんです。あなただけに特別に教えるんです。その代わり秘密は守ってください」

　あなただけ、という所をコダートは強調している。ジャリスは以前コダートに教えて貰もらった交こう渉しよう術を思いだした。人間は自分だけ得をすると思うと、うさんくさい話にでもつい乗ってしまう傾けい向こうがあるらしい。どうやら男もその言葉に弱いようだ。

「お、俺だけか？」

　小声でそう聞く男は、コダートの話をすっかり信用しているようだ。辺りを見回して人がいないのを確かめている。そんな彼にコダートは大きく頷うなずいた。

「ええ、あなただけ。……この指輪は幽霊が近くにいると光るんです。うまく使えばいつ現れるか判わからないあの船を捕つかまえる事ができるかもしれません」

（そ、それは噓うそじゃないけど……）

　ジャリスは思わず心の中で呟つぶやいた。そして昨夜の事を思い出す。あの船と出くわした時に、この指輪は確かに光を放った。それがなぜなのかは判らないが、偶然だとは思えない。

「ほ、本当か？」

　金の指輪を半信半疑の表情でみつめた男に、コダートは自信満々な笑顔を浮かべて頷いた。

「ええ、本当です。船を貸してくだされば、幽ゆう霊れい船せんの位置を俺達が教えます。俺達は幽霊船の正体が摑めればいいんです。捕ほ獲かくはあなたに任せますよ。あなたもあの幽霊船を捕まえれば、出世できるんじゃないですか？」

　男は考え込むように眉まゆ根ねを寄せた。そこへコダートは、やや目を伏ふせ気味に声を落とす。

「駄だ目めならば仕方ありません。この話は忘れてください。他ほかの方に相談しますので……」

　迷っている風の男に、コダートは背を向け立ち去ろうとする。相手が迷ったら引いてみろ、ジャリスはそれもコダートに教わっていた。目の前で実演され、ジャリスはハラハラしながら二人の様子を見守る。だがコダートの見事な演技は、男を慌てさせるには十分だったようだ。

「ま、まて、うおっほん。しょうがない。本来同盟への協力は最低限だと命令が出ているが、お前達がそこまで言うのなら……。但ただしいいか？　探知機の事は誰にも言うんじゃないぞ」

　男の言葉を背中で聞いたコダートは、目の前のジャリスに笑みを向け片目を瞑つぶってみせた。

（こ、これって、交渉術っていうより詐さ欺ぎなんじゃ……）

　ジャリスは元商人だったコダートが、若くして巨きよ万まんの富を築いた理由が、少しだけ判ったような気がした。
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　夜の帳とばりが下りて、家々には明かりが灯ともっている。しかしまだ宵よいの口くちだというのに、外を歩いている者はいなかった。幽霊船が現れるようになってから、人々は恐おそれおののき夕方には家路に急ぐのだ。ジャリス達は軍の男に借りた帆はん船せんを使い、人気のない運河を航行していた。小型だが速さは抜ばつ群ぐんで、狭せまい運河でも楽々と進むことができる。

「しかし、本当に幽霊船なんてでるのかね」

　船医のナッシルが酒さか瓶びん片手にそう言った。無ぶ精しようひげに手をやりながら、だらしなく甲板に座っている。本来バルク号で留守番している事の多い彼だが、今回は船の探たん索さくに人手がいるためかり出されたのだ。

「いるさ、この目で見た」

　彼の隣となりで腕うで組ぐみしていたコダートが、自信満々に答えた。すると怪かい力りき自じ慢まんのリクが、少年らしく目をきらきらとさせる。

「楽しみだぁー。俺幽霊に会ってみたい！」

「えーっ、でも幽霊なんて怖こわいですよぅ。だって人間じゃないんですよー」

　ふわふわと宙に浮くアブウの怯おびえた声に、ナッシルが呆あきれたように目をやった。

「お前だって、人間じゃないだろっ。大体幽霊船……」

「幽霊じゃなくて〝謎の船〟！」

　みんなの会話を聞いていたジャリスは、舵かじを握にぎったままきっぱりと叫んだ。それを聞いたコダートが彼女に近付き、からかうような笑みを浮かべる。

「お前頑かたくなだな。そんなに幽霊がこわ……」

　みなまで言わせず、ジャリスは慌あわててコダートを見上げた。

「怖くないわよ！　みんなもっと現実的に物を考えましょうよ。幽霊なんているわけないのっ」

「私もその意見に賛成です。自分の目で見てみない事には信じられません」

　いつも冷静沈ちん着ちやくなシャルマが味方してくれたおかげで、ジャリスは俄が然ぜん勢いづいた。

「ほら、シャルマだってそういってるじゃない。絶対誰かのいたずらなの。そうに決まってる」

　引きつった笑みを浮かべたジャリスに、コダートが皮肉そうに口元を歪ゆがめる。

「だが金の指輪は幽霊船に反応したぞ。あの船に何か不思議な力が存在する証しよう拠こだと俺は思う。だったらあの船は、普ふ通つうの船じゃないって事だ」

　なぜか楽しそうなコダートに、ジャリスは再び背筋に悪お寒かんを覚えた。

（コ、コダートってば、絶対面おも白しろがってるわね。ううっ何か言い返したい……！）

「それは……そう、魔物ジンよ。きっと魔物が操あやつってるんだわっ」

　ジャリスは、強気にそう言い切った。胸を張ってはいるが、顔色は真っ青なジャリスに、コダートが呆れたようにため息をつく。

「魔物ジンはよくて、幽霊は駄目なのか？　どういう基準で物を言ってるんだ」

　ジャリスはうっと言葉に詰つまったが、再び言い返そうと口を開こうとした。その時ジャリスは、ふいに胸に奇き妙みような熱さを感じて、慌ててそこに手を当てる。それと同時に、突とつ然ぜん船がぐらりと大きく揺ゆれた。

「きゃぁぁっ」

　ジャリスは必死で舵にしがみついた。転てん覆ぷくは免まぬかれたが、立っているのが難しいほどぐらぐらと船が揺れている。見ると大きな波が運うん河が縁べりに打ち寄せていた。歩道にも波があがり、石いし畳だたみは水みず浸びたしになっている。

　為なすすべもなくそのままでいると、ようやく波が収まりだした。船の揺れも止まり、やっと一息ついたジャリスは辺りを見回す。運河は何事もなかったように、静かに水を湛たたえていた。

「何だったの、今の波。一体どこから？……あっ」

　ジャリスは突然胸に熱さを感じて、慌てて金の指輪を服の下から取り出した。

「光ってるわっ。もしかしてまたあの船が……」

　はっとしたジャリスは、正面に目を向ける。そして舵を操って石橋をくぐり、ゆっくりと街並みに従って角を曲がった。しかしそこには何もない。先さき程ほどの波が噓のように、穏おだやかな運河が続いているだけだ。だが金の指輪の輝かがやきは、どんどんと増している。

「あれは……っ」

　そこへシャルマの驚いたような声が聞こえ、ジャリスは慌てて彼の指す背後を振ふり返る。

「そ、そんな……！」

　ついさっきまでは何もなかったはずだ。両りよう脇わきに並ぶ白い石造りの家々、その真ん中に流れる運河に、到とう底てい入り込めるはずのない大きな船が突然現れた。しかもみるみるうちに、ジャリス達の船のすぐ近くまで迫せまってくる。月明かりの下で、うっすらと透すけている船は、桟さん橋ばしに停められた小こ舟ぶねを次々と押しつぶしていた。

「ぶ、ぶつかるぞっ」

　帆ほも船体もぼろぼろの船は、昨日見た時と寸分変わらない。呆ぼう然ぜんとその船を見ていたジャリスだが、ナッシルの声を聞いてはっとする。

「……リク！　あの船に矢をかけてっ。縄なわ付つきのやつ」

　ジャリスの言葉にリクは素す早ばやく、自分の背にある青銅の弓を取り出し、腰こしに下げた矢や筒づつから矢を引き抜ぬいた。そしてコダートが矢や尻じりに縄なわを掛かける。

「打って！」

　それを合図にリクの矢は、目前まで迫った船の甲かん板ぱんに向かって大きく放たれた。矢は大きな弧こを描えがいて、割れた船体の中に入りこむ。船から垂れた縄に手をかけて、強度を確かめたリクが、ジャリスに向かって大きく頷いた。

「大だい丈じよう夫ぶだよっ、ジャリス！」

　それを聞いたジャリスは、乗組員達に号令をかけた。

「急いで縄に摑つかまって！　つぶされるわよっ」

　声を合図にジャリス達は次々と縄に摑まった。しんがりをつとめたシャルマが縄を登り始めた時、ジャリス達の乗っていた船がバキバキと音を立てて、大きな船体に押しつぶされる。

　粉々になった船を見下ろしたジャリスは、その恐ろしさに目を見開き身を竦すくませたのだった。




　縄を登るといくつもの穴が空いた甲板に辿たどり着く。ジャリスは全員が無事に乗り込んだことにほっとした。そして何度か足あし踏ぶみをして床ゆか板いたを確かめる。黒く変色し、歩くとぎしぎし音がなるが、何の変へん哲てつもない普通の板だった。外から見た時は透けているように見えたが、乗り込んでみるとただの古い船だ。ジャリスは現実にこの船が存在する事が判わかって、胸をなで下ろす。

「ほら、やっぱり幽霊船なんかじゃないわ」

　思わず笑えみを浮うかべたジャリスに、コダートは不満そうな声を漏もらした。

「でもさっきは透けてたぞ。どうみたって普通の船じゃないし、それに幽霊はいるんだぜ」

（まだ言ってる。本当に強ごう情じようなんだから……っ）

　それでもジャリスはそれを口にはしなかった。足で踏ふみしめた確かな床板の感かん触しよくが、彼女に余よ裕ゆうを与あたえていた。そこへナッシルが、酔よっているのかふらふらした足取りで、コダートとジャリスの間に入りこむ。

「まあまあ、とりあえず調べてみれば判る事さ。……あれ、ジャリス。指輪光らなくなったな」

　ジャリスは慌てて金の指輪に目をやった。先程まで煌こう々こうとしていたのに、今はまるでそれが噓うそだったかのように大人おとなしくなっていた。

「ほら、指輪が光ったのは、やっぱり偶ぐう然ぜんだったのよ。この船は普通の船。誰か乗ってるはずよ。手分けして探しましょう」

　ジャリスが強気に言うと、コダートは肩かたを竦める。だがそれ以上は何も言わなかった。

「それにしても何だか楽しげな展開じゃねぇか。こういうのちょー久しぶりだ。いっつも留守番ばっかりだったからなー」

　船室に続くぼろぼろの扉とびらを見ながら、嬉き々きとして声を上げたのはナッシルだ。彼は片手に持った瓶から、酒をぐびりと飲んで、更さらに相好を崩くずした。

「よしっ、じゃあ誰と組むか、くじ引きな」

　浮かれた様子のナッシルは、いつのまにか右手に持っていた六本のこよりをみんなに見せた。

「な、何よ、突然……。大体何でくじ引きなの？」

　彼の行動の意味が判らずジャリスが聞くと、ナッシルは片目を瞑つぶる。

「特に意味はないけど、面白そうだから。おい、アブウ。お前も人数に入ってるんだぞ！」

「えーっ、アブウは嫌いやですぅ。怖いです」

　水差しから器用に首だけだしたアブウを、ナッシルは有う無むを言わせず引きずり出す。どう見てもこの状じよう況きようを楽しんでいるナッシルに、ジャリスは思わずため息をついた。

「よーし、用意はいいか？　それではバルク号乗組員全員参加、肝きも試だめし大会かいさーい！」

　ウキウキとしながら、高らかに声を上げたナッシルに、ジャリスは頰ほおを引きつらせる。

「あ、遊びじゃないんだけど……」

「お前真面目まじめ過ぎだよ。人生も仕事も楽しまなきゃ」

　そんなナッシルの姿が、常に周りに迷めい惑わくをかけまくる彼の養父と重なったが、ジャリスはあえて深く考えないことにした。

「さあさあさあ、誰から引く？」

　ナッシルのかけ声に、リクが目をきらきらさせながら一番に両手を挙げた。

「俺俺俺っ。いっきまーすっ」

「あ、引いたやつは隠かくしとけよ。後で一いつ斉せいに見るんだから」

　やる気満々のリクはナッシルの言葉に頷うなずいて、引いたこよりを素早く隠した。次に呆あきれ顔がおのシャルマ、そして怯おびえるアブウに肩を竦めたコダート、戸と惑まどい気味のジャリスがひいて、残った一本はナッシルだった。

「よーし、みんな見せるぞ」

　ただの遊びなのに、ジャリスはドキドキしていた。これからこの恐おそろしい船の探たん索さくをするのだ。できれば頼たよりになる人と組みたい。

（だ、誰でもいいけど、でもでもでも、できたらナッシルかシャルマ！）

　そう願いながら、ジャリスはみんなが一斉に出したこよりを、薄うす目めを開けて見た。そして落らく胆たんしたようにため息をつく。

「あっ、俺シャルマとだ」

　赤い印のついたこよりをぶんぶんと振り回したリクに、シャルマが軽く頷いた。

「あなたとなら、探索も進むでしょう。ただしちゃんとまっすぐ歩いてくださいね。目を引いた物にすぐ近付いていくんですから」

　その隣となりで、青いこよりを持ったアブウが、一気に泣き崩れる。

「いやーっ、アブウはナッシル様とは嫌ですぅ。ご主人様がいいーっ」

　泣なき叫さけぶアブウに目もくれず、ナッシルはジャリスの腰にぶら下げた水差しに手をかけた。

「くじ引きに物言いはなし。ジャリス、水差し借りるぜ。これがなけりゃアブウは魔ま法ほうも使えないただの役立たずだからな」

　何の印もないこよりを見つめたジャリスは、憮ぶ然ぜんとした表情で口を尖とがらせた。

「それはいいけど……わたしコダートと？」

　その声に含ふくまれた落胆の色に、コダートがむっとしたように目を眇すがめた。

「何だよ、その不満そうな声」

「だってコダート、からかうんだもの」

　ジャリスが頰を膨ふくらませると、ナッシルがにやりと笑った。

「まあいいじゃねぇか。婚こん約やく者同士。頑がん張ばってくれよ」

　からかう口調のナッシルに、ジャリスは一気に顔を赤くした。ジャリスの祖父が勝手に決めてしまったコダートとの婚約。しかし寝ね耳みみに水みずの話で、少しも実感はない。

「そ、それは関係ないでしょ！」

「そそそうだぞ！　それは全然まったく少しも関係ないっ。俺とジャリスがけけ結けつ婚こんなんて！」

　慌あわてたのはコダートも同じようだった。目を瞬またたかせてそう叫ぶ。

「……誰もそこまで言ってねぇよ」

　ナッシルの冷静なつっこみに、コダートは慌てて咳せき払ばらいを一つした。そして気を取り直したように口を開く。

「と、とにかく今はそれどころじゃない」

「そうよ、それどころじゃないわっ」

　二人で声を揃そろえると、ナッシルが落ち着けとばかりに手で制した。

「判った、判った。じゃあ、とりあえず行こうぜ」

　吞のん気きなナッシルの言葉に、ジャリスはコダートと二人で、足取り重く壊こわれかけた木の扉をくぐったのだった。

　　　　[image: ]

　船内は暗く、少し歩くにも足元を確かめなければならない。コダートは用心しながら、狭せまい廊ろう下かを進んでいた。コダート達がいるのは、甲板のすぐ下の階だ。狭い廊下にはいくつかの扉があった。壁かべには何が描かれているのか判らない程ほどぼろぼろになった絵が掛けられている。床ゆかはコダートの体重を受けて、ぎしぎしとしなった。床に積もったほこりは厚く、コダートが歩くと足あし跡あとが残った。

「見ろ、ちょっと触さわっただけで崩れる。これはちょっとやそっとの古さじゃないぞ」

　コダートが壁を触ると、ぼろぼろと木くずが落ちて空中に舞まった。

「……ジャリス？」

　返事がないことに気付いたコダートは、背後にいるはずのジャリスに振ふり向いた。しかしついてきていると思った彼女の姿がない。

「な、なにコダート？」

　声がしたのは廊下の角だ。見るとジャリスがちょっとだけ顔を出し、恐る恐るこちらを窺うかがっていた。

「何やってるんだよ。お前」

「な、何でもないわ。す、すぐ行くから」

　ジャリスが慎しん重ちような足取りで、辺りを見回しながらこちらに来る。びくびくとしたその様子に、コダートはため息をついた。

「だから怖こわいなら怖いって言えば……」

「怖くないわよ！　あ、足元が暗いから、用心してるだけ」

　引きつった顔と震ふるえる声で、しかし威い勢せいだけはよくジャリスは叫んだ。

（頑がん固こだな……。どうみたって怖がってるだろ。まったく、怪かい物ぶつも魔物も自分から飛び込んで行くくせに、どうして幽ゆう霊れいが怖いんだ）

　呆れ顔のコダートを見て、ジャリスははっとしたように歩みを速めた。

「さあ、行きましょう！　こんないたずらする奴やつを捕つかまえてやるんだからっ」

　無む駄だに大きな足音を立てて、ジャリスはコダートを追い越し前へ進む。意地っ張りなジャリスに、コダートは肩を竦すくめた。

　だがしばらくして、先を歩いていたジャリスが急に立ち止まった。

「ちょっと、コダート、引っぱらないでよ。歩きにくいじゃない」

　怒おこったような声に、コダートは慌てて顔を上げる。コダートは彼女から少し離はなれた位置にいた。壁のくぼみに置いてあった壺つぼが年代物だと気付いて、足を止めていたからだ。

「えっ？　俺は何にもしてないぞ」

　コダートが困こん惑わく気味に言うと、ジャリスはぴたりと動きを止める。恐る恐る振り向いて、コダートが手の届く範はん囲いにいない事に気付くと、みるみるその表情を恐きよう怖ふに歪ゆがませた。そこへゴゴゴォと何かが動く音がする。辺りに響ひびく音が段々と大きくなり、二人は周りに目をやった。

「き、気のせいよね。この音……」

　顔面を蒼そう白はくにさせたジャリスに、コダートは慌てて駆かけ寄った。

「……そう思いたいが、俺にもはっきり聞こえる」

　コダートは、その音が足元から聞こえるのに気付いて下を向く。そこであり得ない光景を見てしまった。床がぐにゃりと歪んだのだ。割れたのでもなく、崩れたのでもない。まるであり地じ獄ごくのようにぐるぐると、床がとぐろを巻いている。そしてその中心に人の顔のような物が現れた。よくみるとそれは女のようで、腰こしの剣けんに手をやったコダートを見てにやりと笑う。

「な、何これっ！」

　ジャリスも同じく下を向いて叫んだ。壁に手をつくと、そこも床と同じようにぐにゃりと歪んで腕うでが入りこむ。

「ジャリスッ」

　コダートが慌ててジャリスの手を摑つかみ、力ずくで身体からだを引き寄せ、何とか壁に吞のみ込まれるのを阻そ止しした。だが二人の身体はゆっくりと、床に沈しずんでいく。

「きゃぁぁぁ！　これって、何っ。お、落とし穴じゃないわよねっ」

　暴れるジャリスの叫び声もむなしく、どうやっても歪んだ床からは逃にげ出せない。コダートがどうにか足を踏ふみ出そうとするが、まるで底なし沼ぬまにはまったように動かないのだ。

「ジャリス、絶対手を離すなよっ」

　コダートは、ジャリスの細い手を握にぎりしめて叫んだ。

　そして二人の身体は、どこまで続くか判わからない暗くら闇やみへと落ちていったのだった。
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　ナッシルは煙けむり姿のアブウを肩かたに置いて、船の真ん中ほどに位置する階層を、のんびりと探索していた。天てん井じようは低く、狭い廊下の左手には扉とびらが並び、右手には小さな窓がいくつもある。足元にはさびついて壊れた大たい砲ほうと、鉄の砲ほう弾だんが散らばっていた。

「広いなぁ。この船。外からは考えられねぇや」

　ランプを手にしたナッシルは、いくつかある扉を開いてみるが、壊れかけた家具が散乱しているだけで誰もいなかった。

「ナッシル様ぁ。怖いですぅ」

　びくびくしているアブウに、ナッシルは声をあげて笑う。

「馬ば鹿かだなぁ、幽霊なんて死んでるんだぜ。生きてる人間の方がよっぽど怖いぜ」

　豪ごう快かいな返事に、アブウはしゃくり上げて涙なみだを浮うかべた。

「ナッシル様……昔は繊せん細さいな学がく者しや肌はだだったのに。好きな女性に声もかけられないお人だったのに、一体何があったのですか？」

「……昔の話はするんじゃねぇ」

　ナッシルは低い声で呟つぶやくと、目を眇めた。睨にらまれたアブウが更さらに泣き声を上げる。その声を無視して再び辺りを見回したナッシルは、頑がん丈じようそうな両開きの扉を見付けた。そこには骸がい骨こつが描えがかれた旗が、入り口に飾かざってある。

「あれ、これ昔、海うみ蜥蜴とかげがまだ海かい賊ぞくと呼ばれてた頃ころに使われてた旗じゃないか」

　今では海賊といえば海賊同盟の事だが、数十年前までは海蜥蜴と呼ばれる海の無法者達の事を海賊と呼んでいた。その頃の海賊達が、好んで旗に描いたのが骸骨だ。

「本当ですねー。懐なつかしいですぅ」

　当時の事を知っているらしいアブウも頷うなずく。ナッシルは旗が飾られた両開きの扉に手をかけた。ギィィと嫌いやな音を立てて開いた扉をくぐると、中は他ほかの部屋よりもずっと広かった。

「うわぁぁぁぁぁ！　ゆ、幽霊っ」

　中を見回したアブウが悲鳴を上げる。ナッシルはそのあまりのうるささに耳を塞ふさいだ。

「……ただの骸骨だろ」

　ナッシルは部屋の中に目をやった。中央にある大きな机。その向こうにある椅い子すに、誰かが腰こし掛かけていた。こちらに背を向けているので顔は判らないが、それは生きている人間ではないようだ。ぼろぼろの服の袖そでから見える手は、真っ白な骨だった。

「この船の傷いたみ方からすると、相当昔の船だ。骸骨くらいあるだろうよ」

「ああ、ナッシル様ぁ、近付いちゃ嫌ですぅ」

　アブウの泣き声に動じる事なく、ナッシルは机を回り込んで骸骨の正面に立った。

　骸骨は男のようだ。破けた服から見える骨格をみれば、医者のナッシルには一目で判る。

「んっ？　これはっ」

「ど、どうしたんですか？」

　目を輝かがやかせたナッシルは、アブウの問いかけを無視して、机にある瓶びんを凝ぎよう視しした。

「見ろ！　この酒。これはアラバーナ大陸でも有名なゴスカの酒だっ」

　ゴスカ地方は、ネイレス国のはずれにある田舎いなか町で、名酒の生産地として有名だ。

「し、しかも、酒に貼ってある札を見ろ。こんな古いの見たことねぇ。かなりの年代物だっ」

　ナッシルは嬉き々きとして酒を手に取り、封ふうを開けようとした。

「ナ、ナッシル様ぁ。駄だ目めですよぅ。お腹なか壊こわしますぅ」

「馬鹿っ、こんな上等の酒二度と飲めねぇぞ。売ったらすんごい値段がつくんだぞ」

　それを聞いたアブウが、ぽわんと煙を上げて人ひと形がたになった。そして両手を組んで、銀色の瞳ひとみを輝かせる。

「えっ、すんごい値段っ……？　じゃ、じゃあ誰かに売りましょうよぅ。アブウはそのお金で、ご主人様に何か贈おくり物を……」

「それは素す晴ばらしいね。恋こい人びとへの贈り物？」

「はいーっ。いつか必ずそうなる運命……」

　そこまで調子よく言ったアブウがいきなり言葉を止める。ナッシルも自分達以外誰もいないはずのこの部屋で、何者かが会話に加わったのに気付いた。

　そして声がした方を見て、さすがにナッシルも目を見開く。

　先さき程ほどまでは確かにそこに座っていたのは骸骨だった。しかしぼろぼろだった服は、いつのまにか買ったばかりのように綺き麗れいになっている。長い髪かみで半分隠かくれてはいるが、こちらから見える左側の顔は十分に整った男の顔だ。年はまだ若いだろう。しかし肌はだが妙みように青白い。それがなぜなのか、ナッシルはすぐに気付いた。

「あ、あれ？　もしかして、透すけてる？」

　ナッシルが顔を引きつらせて呟くと、男がにっこりと笑った。それとともにどこからともなく生ぬるい風が吹ふいてくる。そのせいで、髪で隠れた男の右側の顔が見えた。

「ぎゃぁぁぁぁ！　やっぱりがいこつーっ」

　アブウの叫さけんだ通り、男の右側半分は真っ白な骸骨だった。
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　シャルマはリクと二人で最下層にある船倉にいた。樽たるがいくつもあって歩きにくく視界も悪い。シャルマは片かた眼鏡めがねをかけた右目を瞬またたかせた。実は右目の視力がほとんどないのだ。

「シャルマ、見える？　俺、夜目がきくから先を歩くよ」

　リクは何も考えていないようだが、その実一番気が利きくとシャルマは思う。ちょっとした事でも見み逃のがさずに先回りしてくれるのだ。

「すいません、リク」

「いいよー。じゃあついてきて」

　リクの声に頷いたシャルマは、辺りを観察しながら、ゆっくりと歩みを進めた。

「でも誰もいないねー。幽霊に会えると思って楽しみにしてたのに」

　前を歩くリクが、残念そうな口くち振ぶりをする。

「誰もいないはずないでしょう。船が動いている以上、誰かが操あやつっているんです。たとえそれが幽霊だろうと捕まえますよ。依い頼らい料は半はん端ぱな額ではありませんからね」

　シャルマはきらりと目を光らせた。頭の中で船の修理代と乗組員の生活費を即そく座ざに計算する。何度も何度も計算したが、やはりこの依頼を達成しなければ到とう底てい捻ねん出しゆつできない。ジャリスの旅が円えん滑かつに進むよう取りはからうのは、シャルマにとって何よりも大事な使命だ。

「そうだね。このままじゃ旅が続けられないもんね。まあ、もしそうなっても俺はジャリスについていくけど……。ねっシャルマ」

　振ふり向いたリクに、シャルマは微笑ほほえんだ。家族が既すでにいないのはリクもシャルマも同じだ。奴ど隷れいとして働かされていた故郷は辛つらい思い出が多すぎる。先の見えない暗闇からリクと自分を救ってくれたジャリス。彼女と旅をすると決めた時、二人はある誓ちかいを立てた。

「ええ、何があっても彼女と行動を共にし、命に代えても彼女を助ける。あなたとの誓いを破ったりしませんよ」

　優やさしい声こわ色いろのシャルマに、リクは嬉うれしそうに無む邪じや気きな笑え顔がおを浮かべた。

「さあ、その為ためにもこの船の謎なぞを解きましょう。そしてバルク号を修理して旅を続けなければ」

　片眼鏡の奥の瞳を光らせたシャルマに、リクが大きく頷いた。

　しばらくそのまま歩いていると、ふとリクが足を止めた。そして急にくんくんと鼻を鳴らし始める。何事かとシャルマが思っていると、辺りに香こうばしい匂においが漂ただよい始めた。

「肉の匂いだーっ」

　リクが目を輝かせて声を上げる。その匂いが、倉庫の奥にある扉からだとシャルマが気付いた時には、彼はもうそちらに向かって走り出していた。そしてリクは、少しだけあいた扉から中をのぞくと歓かん声せいを上げた。

「凄すごいよっ。ごちそうだ！　はやくはやく、シャルマッ」

　その声に、シャルマは注意深く近付いた。そしてリクと一いつ緒しよに扉とびらの中を覗のぞき見みる。広い部屋には十人は座れる長机があり、その上にはできたてほやほやの料理が所ところ狭せましと並んでいた。

「すげぇ！　湯気が立ってる。うまそうっ」

　今にもよだれを垂らしそうになりながら、リクが部屋に入っていく。部屋全体はぼろぼろなのに、机に置かれた肉に野菜に魚、それらを使った料理はどれも作りたてだった。

「食べてはいけませんよ。リク」

　大きな肉のかたまりに手を伸のばしかけたリクに、シャルマが冷静に声をかけた。

「えーっ、だって凄い美味おいしそうだよ」

「よく考えてください。ここはバルク号ではないんです。誰が作ったのか判わからない料理なんて口にしてはいけません」

　ぴしゃりと言われ、リクは伸ばしかけた手を引っ込めた。

「ちぇっ、腹減ってたのに……」

　リクが恨うらめしそうに料理を見つめる。シャルマが一体どういう事かと考えていると、反対方向にあるもう一つの扉が突とつ然ぜん開いた。身構えたシャルマと背中の弓に素す早ばやく手をやったリクは、現れた人物が誰なのか判ってほっと息をつく。

「ジャリス、どうしたんです、コダートは？」

　青い瞳を潤うるませたジャリスに聞くと、彼女はそのままシャルマに駆かけ寄った。

「は、はぐれちゃったの！　この船やっぱり何かおかしいわっ。わたし怖こわい！」

　叫んだジャリスは、涙なみだを流しながらシャルマにしがみついた。細い腕うでにぎゅっと抱だきしめられ、シャルマは眉まゆ根ねを寄せる。

「大だい丈じよう夫ぶ？　ジャリス、俺達ついてるから安心して」

　リクの心配そうな声に、ジャリスは泣きながら何度も頷く。両腕はシャルマの胴どうに回されたままだ。ジャリスはシャルマを見あげると、震ふるえながら声を上げた。

「ここにいましょう。怖くてもう動けないわ。朝まで待ちましょうよ。食料だってあるし……」

　ジャリスは、ちらりと机の上にある料理に目をやった。それを見たリクが何度も頷く。

「うんっ美味しそうだよね。……でも食べたら駄目だって」

　しょんぼりとしたリクが、シャルマを窺うかがうように見上げた。

「あら、大丈夫よ。だってすごく……」

　抱きついたまま何事か言おうとしたジャリスの身体からだを、シャルマはゆっくりと引き離はなした。そして右手をそっと握にぎり、ゆっくりと顔を近づける。右手に口づける寸前で、シャルマの顔が止まった。

「え、何？　どうしたの？」

　突然の行こう為いに驚おどろいたのか、ジャリスが青い瞳を瞬かせて、シャルマを見つめた。

「……あなた、名前は？」

　顔を上げたシャルマが冷静に聞くと、ジャリスが目を丸くした。

「何言ってるの？　わたしは……ジャリスよ」

「名字は何ですか？　それと私達二人の名前を言ってください。私達が乗る船の名前も」

　詰きつ問もんするようなシャルマの口調に、ジャリスがふいに表情をなくす。口を開く気配のない彼女に、シャルマは冷たい視線を投げかけた。

「答えられないんでしょう？　なぜなら、あなたはジャリスじゃないから」

　断言したシャルマに、ジャリスはすっと視線をそらした。

「な、何言ってるんだよ。どうみたってジャリスだろ？」

　きょとんとしているリクに、シャルマはゆっくりと首を振る。

「ジャリスは怖いからといって、混乱する事はあっても人前で泣いたりしません。それにいくらなんでも、こんな妙な船の食料を食べようなんて言いませんよ。それからもう一つ、これが確実な証しよう拠こですが、本物のジャリスには右手に傷があります。よくみないと判わからないほどの小さな物ですが」

　シャルマが指し示した右手に、リクが慌あわてて目をやった。

「あっ、本当だ、傷がない！　あれは昔タバラン国で、ジャリスがシャルマを庇かばった時にできた傷だよ。まだ消えてないはずだっ」

　頷うなずいたシャルマは、憮ぶ然ぜんとしてこちらを睨にらみつけるジャリスを見つめた。

「うまく化けても私の目はごまかせませんよ。……どうやら本当に幽ゆう霊れいは存在するようですね」

　片眼鏡の奥の瞳ひとみを光らせたシャルマに、ジャリスはふいに笑みを浮うかべた。冷たくあざ笑うような表情は、本物のジャリスなら決してしないものだった。

「……にがさねぇ」

　地の底から響ひびくような声とともに、ジャリスの姿が一いつ瞬しゆんで変わる。そこにいたのは、見あげる程ほどの大男だった。そして彼の周りには、いつのまにか現れた数十本もの包丁が宙に浮いている。その切っ先はシャルマ達に向いていた。

「俺の料理をくわねぇ奴やつは皆みな殺ごろしだ！」

　大男の声を合図に、包丁は一いつ斉せいにシャルマ達目がけて飛んできたのだった。
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「ジャリス、大丈夫か？」

　コダートの声に目を覚ましたジャリスは、何度か頭をふってから辺りを見回した。そして先程起こった事を思いだし、悲鳴を上げる。

「ゆ、床ゆかがぁーっ。あれって、幽霊の仕し業わざなの!?　怖いーっ」

　座り込んだまま頭を抱かかえて叫んだジャリスに、立ち上がったコダートが腕うで組ぐみした。

「やっぱり怖いんじゃないか」

「そ、そうよ。怖いわよ。生きてるならどんなに大きな怪かい物ぶつでも魔物ジンでも平気だけど、幽霊は怖いのよーっ。だって死んでるのよ！」

「……どんな理り屈くつだよ、それ」

　呆あきれ顔がおのコダートに、ジャリスはぶるぶると震えながら声を上げた。

「だってだって、子供の頃ころナッシルがすごーく怖い幽霊話をしたのよっ。ああっ今思いだしてもぞっとする。湖で死んだ幽霊が人を呪のろい殺すの。水のある所ならどこでも現れて、そしてじわじわと生気を吸い取って……最後は身体がひからびちゃうんだからっ」

　ナッシルの話す寝ね物もの語がたりは、楽しくて面おも白しろくて、ジャリスは大好きだった。だがまだジャリスが十歳にもならない頃ナッシルが話してくれたのは、身の毛もよだつような幽霊話だ。ナッシルの巧たくみな話術は、幼いジャリスを震え上がらせるには十分だった。怖さのあまり一人で眠ねむれなくなったジャリスは、毎晩ナッシルの寝しん台だいに潜もぐり込むようになってしまったくらいだ。

　その様子を見たナッシルは、あれはおてんばなジャリスが、立ち入り禁止の湖に入りこんで遊んでいたのを、諫いさめるための作り話だと告白した。まさかそんなに怖がると思っていなかったと。

　だがそう聞かされても、ジャリスの幽ゆう霊れい嫌ぎらいは治らなかった。脳のう裏りにくっきりと〝幽霊は恐おそろしい〟という言葉が刻み込まれてしまっていたのだ。自分の寝台で眠れるようになるまで、随ずい分ぶんとかかったのを覚えている。

　混乱したように頭を抱えたジャリスに、コダートがため息をつきつつ、その細い肩かたに手を置いた。そしてぽんぽんと数回叩たたく。

「落ち着けって。どうやらここには何にもないようだ。よくみてみろ」

　コダートの優しい声に、ジャリスは薄うす目めを開け、怖こわ々ごわと周りを見回した。狭せまい部屋には家具一つなく、唯ゆい一いつあるのは正面の扉だけだった。落ちたはずなのに、天てん井じようには穴一つない。

「とりあえずこの部屋を出よう。この船に何かあるのは間ま違ちがいないようだし。みんなと合流した方がいいかもな」

　扉を指し示したコダートに、ジャリスはうんうんと頷いた。そして彼に促うながされて立ち上がろうとしたジャリスは、そのまま動きを止めた。

「どうしたんだ？」

　コダートの訝いぶかしげな視線に、ジャリスは引きつった笑みを浮かべ、おずおずと口を開いた。

「た、大変な事になったわ。コダート……」

「どうした？　何が……」

　慌てて近付いたコダートに、ジャリスは思わず情けない顔をしてしまう。

「こ、腰こしが抜ぬけちゃった」

　それを聞いたコダートが、再び大きなため息をついた。

（あ、呆れてる……でもでもでも、この際、意地を張ってはいられないわっ）

　ジャリスは心の中で呟つぶやくと、両手を組んでコダートを見あげた。

「お、置いていかないでっ。今までの事はみんな謝るわっ。確かにここは幽霊船よ。認めるから、だからお願い！」

　ジャリスの必死の叫さけびに、コダートが肩を竦すくめるのが判った。彼はそのままジャリスに背を向ける。その背中が自分を拒きよ絶ぜつしていると思ったジャリスは、心の中で悲鳴を上げた。

（うそーっ置いてかれる！）

　ジャリスがそれだけはやめてと願った時だった。コダートが背を向けたまましゃがみ込む。

「ほら、おぶってやる」

　目の前にコダートの広い背中があって、ジャリスは目をぱちくりとさせた。

「い、いいの？　わたしてっきり置いて行かれるかと……」

「そんな薄はく情じような事しない。俺は……」

　そこまで言ったコダートが、急に咳せき払ばらいを一つした。ちらりとジャリスを見ると、すぐにまた正面を向く。

「とにかく早く乗れ。……それにお前をおいてったら、シャルマに殺される」

　口早に言うコダートに、とにかく助かったと感謝しつつ、ジャリスは彼の背に摑つかまった。大きな背中は温かくて、それだけで安心する。ジャリスはやっと深く息を吐はき出した。

「怖かったら目を瞑つぶってろ。ちゃんと連れていってやるから」

　ぶっきらぼうだが、何より頼たよりになる言葉だった。ジャリスは彼の背中に頰ほおを埋うずめる。

「ごめんね。コダート……」

　目を瞑ったジャリスは、素す直なおに心の声を口にした。

「ああ、そう思うならもう少し軽くなってくれ」

　いつもの憎にくまれ口にジャリスは口を尖とがらせたが、結局何も言わなかった。口では色々言うが、本当はコダートが優しいと知っている。彼から伝わる体温は、深い安心感をもたらした。

　コダートは扉とびらを開け、ジャリスを背負ったまま、しっかりとした足取りで廊ろう下かを進み始める。

　しばらくすると、耳のいいジャリスはふと人の話し声に気付いた。

「んっ、何か聞こえるわ。これってリクの声みたい……」

　ジャリスが指し示す方にコダートは足を向ける。そこには崩くずれかけた階段があった。慎しん重ちようにコダートが階段を下りると、リクの声は更さらにはっきりと聞こえた。

「奥の扉から聞こえるわ……」

　ジャリスが囁ささやくと、コダートはそのまま扉に近付き中を覗のぞいた。ジャリスも背負われたまま伸のび上がって見てみる。そして思わず喉のどの奥で小さな悲鳴を上げた。そこでは信じられない光景が繰くり広ひろげられていたのだ。

「もう一丁！　どんとこーい！」

　叫んでいるのはリクだ。彼は部屋の中央にある長机の前に座っていた。そんなリクの前に、どんっと大皿が載のせられる。そこには揚あげた魚にたれをかけた料理が、皿からこぼれんばかりに盛ってある。リクは豪ごう快かいにその料理を食べ始めた。

「ううっ、この俺の料理をこれほど食い尽つくすとは。生きている人間に物を食わすなど何十年ぶり……。ああ、腕うでがなる。この超ちよう巨きよ大だい魚ぎよを再び料理できるとは……」

　唸うなり声を上げたのは大皿を持った大男だ。顔に傷のある男を見て、ジャリスは悲鳴を上げた。

「きゃぁぁぁ！　す、透すけてるっ」

　見み間ま違ちがいでなければ、大男の身体からだはその背後にある壁かべを見ることができるほど透けていた。

「あ、ジャリスーっ。一いつ緒しよに食べよう。ちょー美味おいしいよ」

　ジャリス達に気付いたのか、リクが元気よく声をあげた。だがジャリスはそれどころではない。ぶるぶると震ふるえながら、コダートの背にしがみつく。

「ジャリス、大だい丈じよう夫ぶですよ。リクが食べている間は危害を加える様子はないみたいです」

　シャルマの声が聞こえて、ジャリスは少しだけ目を開けた。見ると、彼が壁かべ際ぎわで腕組みをして立っている。

「どういうことだ？」

　コダートが目を丸くしてそう聞いた。机の料理は、見ているだけで胸焼けするほどの量だ。しかし大食いのリクはどんどん平らげていく。

「料理を食べないと包丁が飛んでくるんです。食べている間は大丈夫ですよ」

　冷静なシャルマの言葉を聞いても、ジャリスはまだ目の前の状じよう況きようが信じられなかった。

　そこへ扉が開いて、ナッシルと見知らぬ男が肩を組んでやってきた。千鳥足の二人はぷんぷんと酒の匂においを漂ただよわせている。

「おーい、イーファ。この人生きてるからぁ、つまみ作ってくれよ。いやーっこんなうまい酒は幽霊になってから初めてだよ。あんた面白いなーっ」

　見知らぬ男が、満面の笑えみでナッシルの肩を叩いた。

「ラカダこそー、死んでるのがーもったいねぇよぅ。うちの船はさぁ、酒飲まない奴やつばっかりでー。つまんねぇったら。やっぱり酒飲みは酒飲みとー飲むべきだよなっ」

　ナッシルも同じく上じよう機き嫌げんだ。二人ともろれつがかなり怪あやしい。段々と何を話しているのか判わからなくなっていた。そんな時、ラカダと呼ばれた青年が髪かみを搔かき上げた。その顔を見て、ジャリスは悲鳴を上げる前に、気を失いそうになる。

「が、骸がい骨こつ……半分骸骨……。なのに喋しやべってる」

　右半分がごつごつした骸骨であるラカダは、服から見えている右手も骨なのだ。彼はその骨の手をぶらぶらさせて、ナッシルと話し込んでいた。

「しっかりしろ、ジャリス」

　コダートが背中のジャリスを揺ゆさぶった。ジャリスは遠くなる意識を必死で保とうとする。

「お、可愛かわいいおねえちゃんだね。ナッシルの彼女ー？」

　こちらを指さした陽気なラカダに、ナッシルは大きなため息をついた。

「違ちがうよー。姪めいなんだけどさ。聞いてくれよ。昔俺、こいつの母親に惚ほれててさー」

　座り込んでへべれけの状態でナッシルが話し出す。それを同じく酔よいどれたラカダが聞いている。ジャリスはとりあえず状況を把は握あくして、落ち着こうと息を吐いた。

　そんな時、ジャリスは先さき程ほどと同じように、床ゆかが突とつ然ぜんぐにゃりと歪ゆがんだのに気がついた。

（ひーっ、もうこれ以上はやめてーっ）

　叫びは声にならなかった。ジャリスは顔から血の気が引くのが自分でも判った。

「やべぇっ、船長だ！」

　酔っていたはずのラカダが、急に青白い顔を更に青くした。イーファと呼ばれた大男も大皿を持ったまま動きを止める。

「あんたら、何やってるんだいっ」

　部屋中に響ひびくかすれた女性の声に、ラカダとイーファが直立して顔をひきつらせる。

「ごめんなさいーっ。船長！」

　声を揃そろえて頭を下げた二人の前に、歪んだ床から黒い雲のような物が現れる。もわもわとした雲は、やがて人の姿へと変わった。

　黒いつばの広い帽ぼう子しに無造作に一つに結んだ長い髪、身体を包むほっそりとした黒い船服。つり上がった漆しつ黒こくの瞳ひとみが、ジャリス達を睨にらみつけている。船長と呼ばれているが、まだ若く整った顔立ちはどうみても女性だ。しかしその姿はラカダとイーファ同様透けていた。

「いやぁぁぁ！　やっぱり幽霊ーっ」

　叫んだジャリスは、今度こそ本当にコダートの背中で気絶してしまったのだった。
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　ジャリスが目を覚ますと、そこは見覚えのない薄うす暗ぐらい部屋だった。冷たい空気が辺りに漂い、ジャリスは思わずぶるっと身体を震わせる。小さいが寝ね椅い子すもあり、そこに横たわっていたジャリスは、ここがどこか判らなくて目を瞬またたかせた。

「気がついたかい？」

　かすれた女性の声が聞こえ、ジャリスはそちらに目をやった。丸い大きな机にコダートが座っている。彼の正面には、黄色いランプの明かりに照らし出されているラカダ、そして先程船長と呼ばれた女性が座っていた。ジャリスは、やはりどう見ても透けている二人を見て、再び悲鳴を上げた。

「きゃぁーっ、す、すけて……」

「ちょっと、あたし達は幽霊じゃないよ。あたしはキャルリ、このドゥハーン号の船長だ。こんな姿だけど、ちゃんと生きてるんだから」

　ため息混じりの声で、キャルリはジャリスの叫びを遮さえぎった。年は恐おそらく二十代中なか頃ごろだろう。怯おびえたように震えるジャリスを見て、キャルリは呆あきれたようにコダートに目を移した。

「この子が本当に船長かい？　海かい賊ぞく同盟の見習いだって言ってたけど、それが本当なら、同盟もよっぽど人手が足りないんだね」
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　肩かたを竦めたキャルリに、ジャリスは一いつ瞬しゆん恐きよう怖ふ心しんを忘れた。

「わ、わたしが船長です！　この子じゃなくてジャリスよっ。あなたこそ幽霊じゃないの？」

　勢いよく起きあがったジャリスに、キャルリはふっと笑みを浮うかべた。男装しているが、華はなやかな笑みが彼女の美しさを際きわだたせている。気の強そうな黒い瞳がジャリスに向けられた。

「生きてるよ。触さわってみな。心臓が動いてるから」

　キャルリは立ち上がって寝椅子に近付き、黒い船服を開いた。下衣からかすかに隆りゆう起きしている胸が、ジャリスに突き出される。

（さ、触るって……、身体の向こう側が透けて見えるんですけどっ）

　ジャリスは思わず心の中で叫さけんだ。座ったまま、寝椅子の奥まで後ずさったジャリスに、キャルリはにやりと笑う。

「幽霊が怖こわいなんてまだまだ子供だね」

　その一言はジャリスの闘とう志しに火をつけた。気持ちを奮い立たせて寝椅子から立ち上がると、キャルリと向かい合う。そして恐る恐る彼女の胸に触ふれてみた。ひんやりと冷たいが柔やわらかい胸の感かん触しよくが確かにある。ドクドクと心臓が脈打つ音が、ジャリスの手に伝わった。

「ほ、本当だ……」

　身体は透けているが、触ると実体があって心臓が動いている。一体どういう事かと、不思議そうに首を傾かしげたジャリスに、キャルリは肩を竦すくめる。

「まあ幽霊かと問われれば違うとも言えないけどね。この船で彷徨って何十年も経たつし」

　その言葉にジャリスは目を見開いた。しかし先程までの恐きよう怖ふは既すでになくなりつつある。

（し、心臓が動いてるんだもの。この人達生きてるのよ、幽霊じゃない！）

　自分に言い聞かせるように心の中で唱えると、不思議と心も落ち着いてきた。

　やっと息を整えたジャリスを見て、コダートが隣となりの椅い子すを促うながした。

「ジャリス、今彼女から事情を聞こうとしてたんだ。とりあえずお前も座れよ」

　ジャリスはキャルリ達をじっくりと観察しながら、彼の隣に腰こしを下ろした。正面にはキャルリが座り、その横には半分骸骨のラカダがいる。

「可愛いね、俺の好みだ」

　片目を瞑つぶったラカダだが、頰ほお杖づえついている右手は骨だった。その姿には、さすがにジャリスも愛あい想そ笑いする気になれない。

「み、みんなは？」

　ジャリスは隣にいるコダートに顔を向けた。ラカダを凝ぎよう視しする勇気はまだない。

「船の探たん索さく中。船長の許可も下りたし」

　コダートはキャルリに目を向け微笑ほほえんだ。どうやら彼は、この異様な状況に順応しつつあるらしい。平常心を失わないコダートを、ジャリスは思わず尊敬した。

「何にもない船だけど、調べたきゃ好きにしな。妙みような小細工すればすぐに判るけどね。この船はもうあたしの一部なんだから」

　キャルリは余よ裕ゆうの表情だ。ジャリスは大きく深呼吸して意を決すると、彼女に視線を向けた。キャルリもラカダも恐ろしいが、それでもここに来た目的を忘れてはならない。

「わ、わたし達は海賊同盟の依い頼らいでこの幽ゆう霊れい船せんを調べています。あなた達は一体何者なの？　それにあなた本当に船長なの？　女の人よね」

　その問いにキャルリは苦く笑しようした。そしてジャリスを見返すと、彼女を顎あごで指した。

「あんただって女の子じゃない」

（お、女の子？　どうして子供扱あつかい？）

　その言葉に引っかかって、ジャリスが口を尖とがらせようとすると、キャルリは声をあげて笑う。

「感情をすぐ表にだすようじゃまだまだ子供さ。大体あんた、船長って何か判ってるかい？」

　からかうように言われて、ジャリスはぐっと言葉に詰つまった。

「何の下調べもせずに、見知らぬ船に乗り込むなんて無む鉄てつ砲ぽうもいいところだ。いつもそんな調子なのかい？　もしそうなら随ずい分ぶんと強ごう引いんだね。あげくに腰こし抜ぬかして乗組員に背負われて、最後は気絶。大した船長だよ」

　肩を竦めて苦笑するキャルリに、ジャリスは口を開こうとした。しかし言葉は出てこない。そのまま唇くちびるを嚙かむジャリスを見て、コダートが助け船を出してくれる。

「キャルリ、そういじめないでくれ。うちの船長は確かにまだ子供な所もあるけど、これでも一いつ生しよう懸けん命めいだ」

「一生懸命なだけじゃ船長は務まらない。あんた、一人になったら何もできないんじゃないのかい？」

　そう問われて、再びジャリスは言葉に詰まる。一々尤もつともなキャルリの言葉に、反論できなかった。

（そ、そりゃ確かに、幽霊船を探すための船はコダートが調達してくれたし、この船に乗れたのはリクのおかげだし……。いつもシャルマに細かいことはまかせきりだし、ナッシルには相談にのってもらってばかりだし……。あれ、わたし今回、何もしてないんじゃ……？）

　ジャリスはそう気付いて思わず項うな垂だれた。そんなジャリスにキャルリが畳たたみかける。

「どうせ船長なんて肩かた書がきだけなんだろう？　見たところ、あんたの方が向いてそうだ」

　コダートを流し目で見たキャルリに、彼は微笑を返す。その目はマハル王国で大金を動かし商売していた頃ころの彼に戻もどっていた。

「お誉ほめの言葉ありがとう。でもうちの船長はジャリスだ。彼女の質問に答えてくれないかな」

　キャルリの言葉をあっさりとコダートが受け流す。その様子に彼女はふっと笑えみを浮かべた。

「あんたみたいに口のうまい男はごまかせないね。顔は笑ってても欲しい物を得るまでは絶対に相手に食いついて離はなれないだろう？　死肉に食くらいつくカラスみたいに」

　明らかに侮ぶ蔑べつの混じった口調だったが、コダートの表情は変わらなかった。少しも動じず質問を続ける。

「品定めは終わりかな？　だったら答えてくれ」

　微笑んだままのコダートに、キャルリは急に高らかに笑い声を上げた。

「ああ、あんたは気に入ったよ。あんたになら話してもいい」

　ひとしきり笑ったキャルリは、ゆっくりと椅子にもたれた。

「あたし達は〝海賊〟さ」

　それを聞いたジャリスは、思わず身を乗り出した。

「え？　もしかして、同盟の……」

「違ちがうよ。今は海うみ蜥蜴とかげって言うらしいけど、あたし達がちゃんと生きてた頃は、海で暴れ回ってるのは海賊って呼ばれてた」

　キャルリは壁かべを顎で示した。そこには、剣けんが二本交差した上に骸がい骨こつが描えがかれた旗がある。それは昔海を荒あらす者達が、海賊と呼ばれた頃に好んで使っていた旗だ。

「で、でも同盟が設立されてもう五十年にもなるのよ。同盟が出来てからは、海賊って言葉は同盟の使者として……」

「あたし達はもう、六十年近く透すけたまんま海を彷徨さまよってるよ」

　遮るように言われて、ジャリスはコダートと目を見合わせた。

「信じられない……」

　思わず呟つぶやいたジャリスに、キャルリは肩を竦めた。

「信じたくなきゃ信じてくれなくてもいいさ。別にあたし達は、あんたにどう思われようと構わない」

　キャルリは肘ひじまである黒い手て袋ぶくろに包んだ手で頰杖をつく。

「こっちも質問したい事があるんだ。あんた達、どうしてこの船に乗れるんだい？」

　何もかも見み透すかしてしまうような鋭するどい視線が、ジャリスを射い貫ぬいた。

「どうしてって……？」

　思わず口ごもったジャリスに、キャルリは視線を緩ゆるめないまま口を開く。

「この船に生きてる人間が乗ってくるなんて滅めつ多たにないことだ。彷徨い始めてから、あたし達以外でこの船に乗れた奴やつは一人だけ。それにさっきコダートに聞いたけど、あんた達同盟の依頼でこの船を探してたんだろう？　どうやって探し当てたんだい？」

　ジャリスは一いつ瞬しゆん考え込んだが、自分の首からぶら下げた金の指輪を取り出した。

「この指輪が光ったのよ。そうしたらこの幽霊船が現れて……」

　それを見たキャルリが、眉まゆをぴくんと跳はね上げた。

「それ、ターラが持ってた指輪じゃない？」

　突とつ然ぜん出てきたその名に、ジャリスは思わず目を見開いた。そして慌あわててキャルリに聞き返す。

「ターラの事、知ってるの？」

　ターラこと、イジュタラ・シンリクット船長。海かい賊ぞく同盟の初代盟主。ジャリスの祖父でもある彼は、魔物ジンに呪のろいをかけられ不老不死になってしまったという。この金の指輪は元々彼が持っていた物だった。

「知ってるよ、ねぇ」

　キャルリが意味ありげに隣にいるラカダに目をやる。すると、彼は恐おそろしそうに身み震ぶるいした。

「ああ、俺達が生きてた頃、その名を知らぬ者はいなかったぜ。冷れい酷こく非道の〝海賊〟。欲しい物の為ためなら手段は選ばない、有名な極ごく悪あく船長さ」

　その言葉にジャリスは更さらに驚おどろいた。ターラは確かに良い人間だとは口が裂さけても言えない。彼を知っている人間なら、口を揃そろえて彼がふざけた男だと言うだろう。しかしキャルリ達が話すターラはまるで別人だ。

「あんた達もターラの知りあいかい？」

「え、ええ、わたしはジャリス・シンリクット。ターラは……イジュタラ・シンリクット船長はわたしの祖父よ」

　今度はキャルリとラカダが顔を見あわせた。そしてキャルリは何事か考え込んだ後、おもむろに右手の黒い手袋を外した。

　それと同時に、ジャリスの胸にある金の指輪が反応した。薄うす暗ぐらい船室を照らし出すように、光を放ったのだ。

「えっ、どういう事？」

　驚いて声を上げたジャリスに、キャルリは右手を差しだした。

　見るとキャルリの指に光っているのは、なんの飾かざりもついていない赤い指輪だった。だがジャリスの持つ金の指輪同様、眩まぶしい煌きらめきを放っている。そしてキャルリの身体からだと同じように透けていた。

　キャルリはその眩しさに目を細めながら、すぐに手袋をはめる。すると金の指輪の輝かがやきがおさまり、辺りは再び薄暗くなった。

「そ、それって、もしかして……」

「緋石の指輪、とターラは呼んでた。大事な物らしいんだけど、あたしの指からはずれないんだよ。身体と一いつ緒しよですけちまっててね。実はね、あたし達がこのドフィーランをふらふら彷徨さまよってたら、突然この緋石の指輪が光り出したんだ。それと同時に、いつもならあたしの命じたようにしか動かないこの船が、勝手に動き始めた。様子を見てたら、あんた達がこの船に乗ってきたんだよ」

　キャルリの話を聞いて、ジャリスは金の指輪を見つめた。

（も、もしかして、この指輪のせいで船に……？）

　ジャリスが考えていると、同じ結論をキャルリも導き出したようだ。

「どうやら、指輪に不思議な力があるっていうのは本当らしいね。この指輪はまだあたし達が生きていた頃、ターラから頼たのまれて探し当てた物なんだ。ターラが不思議な指輪だって言うから、試ためしに身につけてみたけど何にも起こらなかった。これをターラに渡わたしに行く途と中ちゆうで、嵐あらしにあって船が沈しずんでね。乗組員はみんな死んじまった」

　目を伏ふせたキャルリの言葉をつなぐように、ラカダが口を開いた。

「嵐のせいで突とつ風ぷうが起こって船が転てん覆ぷくしたんだよ。その時船長がはめてた緋石の指輪が光って、そして気付いたら、船長と一緒の部屋にいた俺とイーファだけが、沈んだはずの船の中でこんな姿になってた。それ以来船から下りることもできず、昼間は完全に姿が消えちまう。動けるのは夜だけなんだ」

　指輪に不思議な力があるというのはジャリスも知っている。今までもそれは何度か目もく撃げきしていた。キャルリ達の話は、噓うそだとは思えなかった。

「でもあたし達は死んでないよ。こうやって心臓は動き続けてる。人間に戻る方法だってある」

　顔を上げたキャルリの言葉に、ジャリスは目を見開いた。

「本当に？」

「ああ、さっきも言った、一人だけこの船に乗れるっていうのは、ターラのことなんだ。あいつは指輪が無事かどうか確かく認にんするために、たまにふらりとこの船にやってくる。人間に戻れれば指輪がはずれるかもって、そうターラは言ってたよ。でもあいつはその方法が判わからないって嘆なげいてたんだけどね……」

　キャルリはそこで言葉を句切ると、急に真しん剣けんな表情になる。

「……実はあたし達は、最近その方法を見つけだしたんだ」

　黒い瞳ひとみを光らせたキャルリに、ジャリスは身を乗り出して話の続きを促うながしたのだった。
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「王宮に幽霊船を誘ゆう導どう……ですか？」

　ジャリスはドゥハーン号の食堂で、壁かべ際ぎわに立っているシャルマに先さき程ほどの話を聞かせていた。目の前では料理を作るイーファと、それを食べ続けるリクとの戦いがまだ続いている。床ゆかにはナッシルが気持ちよさそうに酔よっぱらって寝ねころんでいた。船の探たん索さくをしていたはずなのに、結局彼らはずっとここにいたらしい。

「ええ、キャルリ達が人間に戻もどる為には、ネイレス国に代々伝わる〝生命の杯さかずき〟が必要なんですって。その杯にネイレス国の王族の血を引く人間が水を注ぎ、それを飲み干せば人間に戻れるそうよ」

　そんなジャリスの話を、酔っぱらってはいるがナッシルは聞いていたようだ。片手を枕まくらにしたナッシルは、そのままジャリスに向き直る。

「本当なのか、それ。何だかうさんくせぇ話だな。それに生命の杯といえば、ネイレス国の国宝だ。ネイレス国の初代国王スルタンが、サウルナ国にある大だい神しん殿でんから拝領したっていう有名なお宝だぞ。王宮の中に大事に保管されてるって話だ。お目にかかることだって難しいぞ」

　ナッシルはとろんとした目をしているが、言葉は意外とはっきりしていた。ジャリスはそんな彼に、キャルリ達に聞いた話の続きを伝える。

「キャルリ達はこの船で長い間旅をしながら、人間に戻る方法を調べたんですって。それでその生命の杯が必要だって判ったけど、彼女たちはこの船から出られないそうなの。それで時々ネイレス国に現れては、王宮に続く運河に入ろうとしたけど、駄だ目めだったそうよ」

　そこへ野菜と肉を炒いためた料理を載のせた大皿を持ったまま、イーファがこちらに顔を向ける。

「……ああ、そうだ。俺達は閉じられた門の中には、その屋や敷しきの主人から招き入れられないと入れない。それに王宮の門は夜になると閉まってしまうんだ」

　イーファは俯うつむくと、皿の料理を見る。

「俺も人間に戻って、現実の食材を使って料理を作りたい……」

　呟つぶやくような言葉に、骨付きの巨きよ大だいな肉にかぶりつこうとしていたリクが顔をあげる。

「えっ、じゃあこれは？」

「この船の物はみんな幻まぼろしさ。この料理もな。外にでれば途と端たんに夢が覚める。今は腹はら一いつ杯ぱいでも、外に出ればすぐに腹が空く」

　それを聞いたリクは、目の前に並んだごちそうを見て、泣き出しそうに顔を歪ゆがめた。

「……そんな、こんなにうまいのに」

「ちょっと待て、じゃあ、俺が飲のんだ酒も？」

　ナッシルが慌てて立ち上がると、すまなそうにイーファが頷うなずいた。

「ああ、外に出れば一発で酔いもさめる。なにせ幻なんだから」

　その言葉に、ナッシルもがっくりと項うな垂だれた。

「もう一度、ちゃんとした材料で料理を作りたい。そして生きてる人間を本当に腹一杯にさせたいよ。俺は自分の料理をうまいって言ってもらうのが一番嬉うれしいんだ」

　大おお柄がらな身体に似合わず、イーファがはにかむように微笑ほほえんだ。それを見たリクが椅い子すから立ち上がる。

「絶対絶対、人間に戻れるよ！　俺、イーファが作った現実の料理食ってみたいっ。その為ならなんでもするよ。ね、ジャリス、みんなが人間に戻れるようにするんだよね」

　駆かけ寄ったリクに、ジャリスは大きく頷いた。

「ええ、難しいけどやってみましょう。幽霊船の正体を突つき止とめて退治するのが任務だけど、みんなが人間に戻れれば、幽霊船じゃなくなるわ。それにキャルリが言ってたけど、人間に戻れれば、緋石の指輪がはずれるかもしれないの。あの指輪が何なのかまだ判らないけど、重要な物なのは確かだから」

　決意の表情を浮うかべたジャリスに、イーファが顔を曇くもらせる。

「俺達にはあんまり時間がない。できれば急いでくれると助かるよ」

　沈んだ声に、ジャリスは首を傾かしげて彼を見つめた。

「どういう事？」

「俺達は長い間海を彷徨ってきた。昔はもっとはっきりした姿だったのに、最近身体がどんどん透すけていくんだ。油断すると、夜でも完全に透とう明めいになっちまう。頭もぼんやりとして、意識が朦もう朧ろうとする事も多い。船長は口にしないけど、恐らく近い内に俺達は消しよう滅めつするだろう」

　それを聞いたジャリスは、何と言っていいか判らず唇くちびるを嚙かみしめた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ！　絶対に人間に戻れるって。そしたら俺に現実の料理を食わせてくれよ。俺、頑がん張ばるから！」

　リクが必死でいうと、イーファの顔に穏おだやかな笑みが浮かんだ。

「ああ、そういってくれると嬉しいよ。俺もお前みたいにがんがん食う奴やつは大好きだ」

　イーファの言葉に、リクが大きく頷いた。

　二人の様子を見ていたジャリスは、必ずキャルリ達を人間に戻す事を、心に誓ちかったのだった。
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　バルク号に戻ってきた時、既すでに夜は明けていた。幽霊船はジャリス達が下りた後、どこかに消えてしまった。連れん絡らくしたい時は、夜に船の名を呼べば現れるという。それがどういう理り屈くつかジャリスには判らない。

　白々と明けていく朝の港を甲かん板ぱんから見つめたジャリスは、両手を上げ大きく伸のびをした。

「ああ、眠ねむいーっ」

　リクの言葉にジャリスは頷いた。結局徹てつ夜やしてしまったジャリスは、疲つかれた顔の乗組員達を見て声をかけた。

「みんな、とりあえずちょっと休みましょう。午後から王宮へ行ってみるわ。海かい賊ぞく同盟の見習いとして正式に申しん請せいすれば、国王スルタンへの謁えつ見けんができるはずだもの。何とか水門を……」

「おいっ、ジャリス、まずいぞ」

　ジャリスの言葉を遮さえぎるように、コダートが声をあげた。何事かと彼の指さす方を見ると、バルク号の停てい泊はくした桟さん橋ばしに、見知った男がやって来るところだった。ネイレス国海軍の黒い制服を着た中年男は、昨日ジャリス達が船を借りた人物だ。

「怒おこられるわね……」

　ジャリスは思わず呟いた。幽霊船の探索で借りた船は、昨日ドゥハーン号につぶされて粉々になってしまった。キャルリを人間に戻すと約束した以上、彼に幽霊船の情報を渡わたす訳にはいかない。どう言い繕つくろおうかと考えていると、隣となりにいたコダートが肩かたを竦すくめた。

「しょうがないな、何とかごまかそう」

　コダートは自信ありげだが、もし弁べん償しようだと言われたら、ジャリス達には到とう底てい費用を捻ねん出しゆつできない。ただでさえバルク号の修理の為ために、切りつめて生活しているのだ。

　男がこちらを見あげて手を振ふったのをみて、ジャリスはどう切り抜ぬけるか頭を悩なやませた。しかし結局良い案は浮かばない。無視するわけにもいかず、渋しぶ々しぶコダートと二人で桟橋に降り立った。男と相対したジャリスは、怒ど鳴なられる事を覚かく悟ごして口を開いた。

「す、すいません、実はわたし達、船を壊こわしてしまって……」

　しかしそれを聞いた男は、昨日とはまったく違ちがった態度で、にこにこと愛あい想そ笑いを浮かべた。

「やあやあやあ、そんな事どうでもいいですよ」

　身体からだを丸めた男は、丁てい寧ねいな口調でそう言い、揉もみ手てまでしている。

「え、えっと、あの……でも船は……」

　戸と惑まどっているジャリスに、男は顔の前で右手を何度も振った。

「いいんですって、あんな小さな船。元々海軍で廃はい棄きする予定だったんですから」

　男のあまりの変わり様に、ジャリスとコダートは顔を見あわせた。

「あ、あの、どうしたんですか？」

　思わず聞いたジャリスに、男はにんまりと笑った。

「どうしたなんてものじゃありませんよ。あなたがあのタスヒーフ号を救ったと、どうして言ってくれなかったんです？」

　男が口にした名前に覚えがある。ジャリスは必死で記き憶おくの糸をたぐった。そしてぽんと手を打つ。

「あ！　タスヒーフ号って、アラバーナ大陸最速船決定戦の時に、座ざ礁しようしてた……」

　ジャリスが言うと、思いだしたのかコダートも頷いた。

「ああ、あの時の……。そういえばあの船、ネイレス国の紋もん章しようがついてたな」

　ジャリス達が先日参加したアラバーナ大陸最速船決定戦。その時ジャリス達は、座礁した船を救助した。確かあの船の名前はタスヒーフ号だった。

「実は昨日、あなたが私と話している所を見た者に聞いたとかで、タスヒーフ号の船長から問い合わせがあったんです。金きん髪ぱつの海賊見習いなんて他ほかにいませんからね」

　男はそこまで言うと、声を潜ひそめた。

「その船長が、もうすぐ我が軍ぐん艦かんにいらっしゃるんです。あなた達に会いたいとね。タスヒーフ号の船長で、この国の貿易大臣でもあるカリーフ様が。ですから私がお迎むかえにあがった次し第だいで……。どうか一つ、ここは我が軍艦におこし頂けませんか？　ああ、申もうし遅おくれました。私の名前はモサドです。モサド、モサドをカリーフ様によろしくお伝えください」

　満面の笑えみを向けたモサドは、抜け目なくそう言って、深々と頭を下げたのだった。




　ジャリスはモサドに案内され、コダートと二人で港に停泊している軍艦へとやってきた。疲れていたが、彼の誘さそいを蹴ける訳にもいかない。もしそんな事をして船を弁償だなどと言われたら困るからだ。

「さすがに軍艦は広いわね」

　軍艦の甲板に立ったジャリスは、辺りを見回して思わず呟いた。三本の帆ほ柱ばしらを持つ軍艦は木造船ではあるが、銅と鉄で板金され、何百本もの縄なわが頭上に張はり巡めぐらしてある。バルク号とは比べ物にもならない広さの甲板には、数十人の男達が立ち働いていた。

「さあさあ、こちらです」

　モサドが案内したのは、船せん尾びにある最上後甲板だった。主に士官が使うとされる甲板から廊ろう下かへ入ると、一番奥の行き止まりに扉とびらが見えた。

「しかしカリーフ様とお知り合いとは、本当に凄すごいですな。あの方は我が国最年少で大臣になられたお方なんですよ。お父上の跡あとを継つがれたんですが、大臣になる前は色んな国を回られて勉強されましてねぇ。今でも自ら船に乗って他国との貿易に出かけられたりするんです。我が国だけでなく他国からの信しん頼らいも厚い方なんですよ」

　自じ慢まんげなモサドは、背筋をぴんと伸ばしてジャリス達を案内する。奥まで進んだモサドは、もったいぶった様子でゆっくりと扉を開いた。

「カリーフ様、お連れしました」

　モサドが声をかけると、中にいた男が椅い子すから立ち上がる。男はジャリスを見て、目を見開いて指さした。

「ああっ、やっとみつけたーっ。あんただ、あんた！」

　叫さけんだ男の顔には見覚えがある。船が座礁して、足を板に挟はさまれ身動きが出来なかった男だ。ジャリスとリクが泳いでいき、救助した。あの時は必死だったので、男の跳はねたような短い茶色の髪かみしか印象には残っていなかったが、よくよく見るとまだ若いようだ。三十歳には達していないだろう。髪と同じ薄うすい茶色の瞳ひとみが、ジャリスを見て細められた。

「会えてよかったぜ。ずっと捜さがしてたんだ！」

（え、えーと、大臣って言ってたわよね。でも随ずい分ぶんとくだけた大臣なのね……）

　精せい悍かんな顔を綻ほころばせているカリーフを見て、ジャリスは思わずそんな感想を抱いた。大おお柄がらな身体と腰こしに差した大振りの剣けんはまるで軍人のようだ。身につけている茶色のクマーシュにも何の飾かざりもない。

　両手を広げて歓かん迎げいの意を表したカリーフは、ジャリス達を椅子に促うながした。

「あんたに礼が言いたくて、ずっと捜してたんだ。悪いが色々と調べさせてもらったぜ。プス船長が女性だなんて思わなかった」

「お、お礼なんていいです。船乗りなら当然の事なので」

　戸惑い気味のジャリスが、まじまじとカリーフを見つめると、彼はふっと笑った。

「俺の顔に何かついてるかい？」

「あ、いえ……随分お若い大臣だなぁと」

　ジャリスが素す直なおに答えると、カリーフは豪ごう快かいに笑う。

「ああ、よく言われるよ。若くて礼れい儀ぎ知しらずだってな」

「そ、そんな事……」

　あるかもしれないと、ジャリスは口にできなかった。ぞんざいな口調も身につけた質素な衣装も、とても一国の大臣とは思えなかったからだ。

　だがカリーフは気にした様子はないようだ。ジャリス達が椅子に腰こし掛かけるのを見て、対面に座る。そして大きく足を組むと、親しげにジャリスに話しかけた。

「いやー、あの時は混乱してて、見苦しい所をみせちまったな。しかしあんた達が救助してくれたおかげで本当に助かったよ。死人も出なかったし。それにあのままだったら俺はどうなってたか判らない。あんたが泳いで助けにきてくれた時は、マジで天女様かと思ったよ」

　その言葉に隣にいたコダートがぷっと吹ふき出した。

「……失礼」

　じろっと睨にらんだジャリスに、コダートは咳せき払ばらいをする。そんな二人に目を細めたカリーフは、にこやかに話しかけた。

「さっきモサドに聞いたけど、この国には同盟の依い頼らいできたそうだな。俺に手伝える事があったら何でも言ってくれ。この国は……ちょっと色々とあって同盟の人間に厳しくてさ」

　ジャリスは思わず顔をあげる。昨日モサドが言っていた、同盟には最低限の協力しかするなと命令が出ているという言葉を思いだしたのだ。

「どういう事なんです？　何か事情でも？」

　ジャリスが聞くと、カリーフは困こん惑わくしたように眉まゆ根ねを寄せる。

「支部長から聞いてないか？　五年前の国王暗殺未み遂すい事件」

　ジャリスはコダートと目を見あわせた。そんな話は初めてだった。

「国王の暗殺……？」

「ああ、暗殺しようとしたのは、海かい賊ぞく同盟の人間なんだ」

　ふいに真しん剣けんな表情を浮うかべたカリーフに、ジャリスは目を見開いた。

「そんなっ。本当なんですか？」

「ああ、しかも男は海賊見習いだったんだ。元々は陛下の乳ち兄きよう弟だいだったんだが、旅から帰ってきた時に、陛下を暗殺しようとしたのが発覚してな。陛下はいたく心を痛められた。それ以来、陛下は海賊同盟に否定的になってしまったんだ。同盟支部も元々は首都のドフィーランにあったのに、隣となり町まちのブシャカに追いやられてしまった」

　隣に座ったコダートが、訝いぶかしげな表情で口を開く。

「本当にその男が暗殺を？」

「本人は否定したがな。ただ証しよう拠こがあるし」

　渋しぶい顔で腕うで組ぐみをしたカリーフは、小さく息をつくと話を続けた。

「それがあったせいで、陛下から同盟への協力は必要最低限だと命令が出ているんだ」

「じゃ、じゃあ、陛下が同盟の人間に会ってくれたりなんて事は……？」

　慌あわてて身を乗り出したジャリスに、カリーフが眉まゆをぴくんと跳ね上げる。そしてぶんぶんと首を振ふった。

「それは無理だ。絶対無理。特に見習いは門もん前ぜん払ばらいだ。今までも試練を受けようと何人もの見習い達がこの国を訪おとずれたが、結局陛下は会う事さえしなかった。この五年の間、ネイレス国の旗を手に入れた見習いはいないぜ。見習いに与あたえる旗だって、陛下は怒いかりのあまり全部燃やしてしまったくらいだ」

　きっぱりと言われて、ジャリスは額に手を当てた。そんな様子を見たカリーフが、頰ほおを引きつらせた。

「も、もしかして、陛下に会いたいのか？」

　困惑気味のカリーフに、ジャリスはうんうんと何度も頷うなずいた。

「色々と切せつ羽ぱ詰つまった事情が……」

　ジャリスの必死な様子に、カリーフは椅子にもたれたまま天てん井じようを仰あおぎ見みた。

「うーん、それは……かなり無理な話だな。何とかしてやりたいが、試練を受けるのは到とう底てい……」

「試練じゃないんです。実は王宮の水門を開けて貰もらえないかと……」

　とにかく水門を開けなければ話にならない。だがジャリスの願いを聞いたカリーフは、考え込むように眉根を寄せ、大きなため息をついた。

「……ここ数年、昼夜関係なく王宮の水門は開いた事がない。陛下は暗殺騒さわぎからすっかり人を信じられなくなってしまってな。王宮に入れるのは、身元のはっきりしている大臣やその家族、それに古くからいる使用人達だけだ。他国の使者も陛下に会うには身元確かく認にんを徹てつ底ていされる」

　カリーフが、申し訳なさそうな表情でジャリスを見つめた。

「すまない……。それ以外ならいくらでも力を貸すが、陛下に会うのは無理だ」

　ジャリスは肩かたを落として項うな垂だれた。これでは打つ手がない。

「何とか……何とかならないかしら。人の命がかかっているの」

　頭を抱かかえたジャリスは、思わず小声で呟つぶやいた。カリーフはそれを聞いて、ふっと顔をあげる。そして穏おだやかな笑みをジャリスに向けた。

「あんたはいつも、人を助けているんだな……」

　優やさしい眼まな差ざしのカリーフは、何事か考えるように、ゆっくりとその瞳を閉じたのだった。
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　カリーフからこの国の事情を聞いて数日が経たっていた。ジャリスはバルク号の船長室で大きなため息をつく。集まっているのは、甲かん板ぱんで見張りをするリク以外の全員だ。彼らは寝ね椅い子すに座ったジャリスを見つめている。

「やはり王宮に行くのは無理なんですね」

　確認するように隣となりに立ったシャルマに聞かれ、ジャリスは小さく頷く。

「ええ、カリーフから聞いた話はこの間みんなにしたわよね。でも何とかならないかと思って、正式に同盟の見習いとして、国王スルタンへの謁えつ見けんの手続きをしに王宮に行ってみたの。そうしたら追い返されちゃった」

　ジャリスはその時の事を思い出す。同盟の人間は門前払いされるとカリーフが言った通り、国王に会うどころか、王宮の中にも入れて貰えなかった。

「ですが、国王は見習いの謁見に応じる義務があるはずです。試練を与える為ために」

　シャルマの言葉に、ジャリスは首を横に振る。

「ネイレス国では同盟から脱だつ退たいしようという動きがあるらしいわ」

　カリーフから得た情報は、ジャリス達にとって厳しいものばかりだった。

「支部長から正式に申し込んで貰おうかとも思ったけど、それも無理らしいわ。支部長のハディス様も暗殺未遂事件があって以来、国王には会っていないらしいし。それに国王は知らない人間には絶対に会わないらしいの」

　みんなの話を聞いていたナッシルが、椅子に浅く腰掛け足を投げ出したまま、首を傾かしげた。

「そりゃまた随ずい分ぶんと変わっちまったな。ネイレス国のムスタシャール王はすげぇいい人だったんだぜ。昔アラバーナ大陸最速船決定戦で会った事がある。親おや父じに負けて地じ団だん駄だふんでたのを覚えてるよ。国王なのに俺達にも普ふ通つうに話しかけてくれる気さくな人だったんだが……」

「そうですねぇ。アブウも覚えてますよー。ムスタシャール様は、精霊ジヤーンなんて初めて見たっていって、アブウの事も可愛かわいがってくれましたぁー」

　人ひと形がたで浮かんでいたアブウもしゅんとする。ジャリスは顔をあげて彼らを見つめた。

「とにかく、何とか国王に会えるよう考えてみるわ。まずは話だけでも聞いて貰わないと……」

　話を続けようとしたジャリスの目の前で、アブウが突とつ然ぜん身体からだをびくんとさせて直立不動した。そしてきょろきょろと辺りを見回している。

「どうしたの？　アブウ」

「通信が入ってますっ。ぶるぶる入ってます！　水鏡を用意しないとぉっ」

　焦あせった様子で身体を震ふるわせたアブウに、ジャリスは目を丸くした。

「水鏡ですぅ。はやくはやくー」

　泡を食ったアブウが、部屋中をぱたぱたと飛び回る。ジャリスは慌てて扉とびらの前に立っていたコダートに頼たのんで、大皿に水を満たして作った水鏡を持ってきて貰う。

『遅おそいっ。この役立たず！』

　煙姿になったアブウが水鏡の前で何事か唱えると、真っ先に聞こえてきたのは、よく知った怒ど鳴なり声だった。

「ターラ!?」

　ジャリスが驚おどろいて声を上げると、水鏡に映ったターラが、黒い瞳ひとみでこちらをじとっと睨にらんだ。

『アブウッ。俺が呼んだらすぐに出ろ！』

　叱しかられたアブウが、びくびくと怯おびえて泣き声をあげた。

「うえーん、すいませーん」

「ターラ、一体どうしたの？」

　ジャリスが目を白黒させていると、水鏡の向こうのターラはいつものにやけた表情になった。

『ジャリス、喜べっ。腕うで輪わを直せる奴やつを見つけだしたぞ』

　ジャリスは思わず自分の耳を疑った。四つある指輪を捜さがし出す為に必要な地図。それを見る為の腕輪にひびが入ってしまっていた。ターラはそれを直せる人物を探しに旅に出ていたのだ。しかしターラと別れたのはつい最近の事だ。簡単には見つけだせないと言っていたのに、こんなに早く連れん絡らくがあるとは思っていなかった。

「本当なの!?」

　ジャリスが身を乗り出すと、ターラは大きく頷いた。そして得意げに胸を反らせる。

『もう説得もしたぜ。腕輪を直してくれるそうだ。まあこの短期間でこれだけの事をやり遂とげた俺様は……』

　長々と話し出したターラに、ジャリスはため息をついた。

「その話はまた後で聞くわ」

　冷静に言われ、ターラはむっとしたように口を尖とがらせた。

『なんだとーっ、お前その言い方マラファムそっくりだな』

「当たり前でしょ、親子だもの。それよりこの腕輪、本当に修理できるのね」

　ジャリスは自分の腕うでにはめた、バルク号船長と彫ほられた銀色の腕輪をターラにみせる。ターラが言うには、この腕輪に入ったひびは、そう簡単には直せないそうなのだ。腕輪に宿った魔ま力りよくを修復する作業は、普通の人間では無理らしい。

『ああ、その代わり条件を出されたけどな』

　にっこり笑ったままのターラに、ジャリスは何だか嫌いやな予感を覚えた。

「な、何よ。その条件って……？」

　思わずそう聞いたが、ターラはそれには答えない。

『とりあえず、お前達今ドフィーランにいるんだろう。腕輪を取りに行くから、そこから動くなよ。じゃあなっ』

「えっ、ちょっと待って、ターラ。わたし聞きたいことが……」

　だがジャリスが言い終わる前に、水鏡の中のターラは消えてしまう。いつも言いたい事だけ言ってすぐに去っていくターラに、ジャリスはため息をついた。

（もうっ、キャルリの事を聞こうと思ったのに……）

　ジャリスが口を尖らせていると、甲板にいたはずのリクが、慌あわてて船長室の扉を開けて飛び込んできた。

「ジャリスッ、カリーフって人が来てるよ。何か大切な用事があるんだって」

　つい先日別れたばかりのカリーフの顔を思いだしたジャリスは、首を傾げながらも甲板へと急いだのだった。
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　ドフィーランの中央にある王宮には、丸まる天てん井じようの宮きゆう殿でんを囲むようにいくつもの尖せん塔とうが立ち、庭には運河が流れ込んでいた。しかし今は水門が閉じられており、運河は流れを止めたまま静かに水を湛たたえている。そのせいか水路には藻もが浮うかび、水がよどんでいた。

　ジャリスは、案内してくれるカリーフと一いつ緒しよに、広い王宮の庭を歩いていた。そして隣を歩くコダートとシャルマを見上げながら、あらわになった自分の腹を押さえた。

「お、お腹なか出てないかしら。大だい丈じよう夫ぶ？」

　桃もも色いろの衣装はかろうじて胸が隠かくれているが、腹は丸見えだった。腰こしに巻き付けた布も同じく桃色で、いくつものひだ飾かざりがついている。透すけた素材にはきらきらとした小さな宝石が縫ぬいつけられ、身につけた金こん剛ごう石せきの首くび飾かざりは、ジャリスが歩くたびにしゃらしゃらと小さな音を奏かなでた。カリーフの用意したこの衣装を見た瞬しゆん間かん、ジャリスは今日一日何も食べないでおこうと決意した。おかげで腹は目立たないが、空腹でめまいがしそうだ。

「平気だよ。お前の腹が出てようが誰も気にしないって」

　コダートが着ているのは、黒い腰布と胸を覆おおった衣装だ。綺き麗れいに割れた腹筋がジャリスの目に痛い。それと同じ衣装を着たシャルマも、細身ながら程ほど良よく筋肉のついた身体を見せていた。

（う、うらやましい。何で二人ともお腹が出てないのっ。朝だって普通にご飯食べてたし）

　じとっと見つめるジャリスの視線に、二人は気付かないようだった。

「大丈夫だ、自分が気にするほど他人は見てないし」

「そうですよ。女性はなぜそんな事を気にするんでしょうね」

　コダートとシャルマは、きっとジャリスの事を気き遣づかってくれているのだろう。だがジャリスは思わず声を上げる。

「するわよっ。こういうのは男には判わからないの」

　ジャリスが叫さけぶと、前を歩いていたカリーフが、そっと振ふり向いて指を口元に当てた。

「しっ、静かに。目立っちゃ駄だ目めだ。あんた達は異国の旅芸人。そういって今夜の宴うたげに招いてるんだから。もし同盟の人間だって判ったら、ただじゃすまないぞ」

　ジャリスは慌てて口を噤つぐむ。どうしても国王に会いたいと頼んだジャリスに、カリーフが今日の宴の事を教えてくれたのだ。今夜の宴には珍めずらしく国王も出席するという。選ばれた人間しか出席する事はできないが、カリーフがジャリス達を異国の旅芸人として推すい薦せんしてくれたのだ。宴の準備からか、王宮内はバタバタと動き回る人の姿が目立っていた。

「こんな方法しか思いつかなくて申し訳ないな。それに陛下と話せるかどうか保証できないし」

　すまなそうなカリーフに、ジャリスはとんでもないと手を振った。

「いいの。とりあえず王宮に入れたんだし、あなたには感謝してます」

　改めて礼を言ったジャリスは、ゆっくりと歩きだした。そして王宮に植えられた花々に目をやる。見事に手入れされた色とりどりの花達に、ジャリスは思わず感かん嘆たんの声を上げた。

「でも綺麗な王宮ね。街並みも素す敵てきだったけど、王宮も凄すごく綺麗……」

　ジャリスが呟つぶやくと、カリーフがふと顔を曇くもらせた。

「そう言ってくれると嬉うれしいが。……でもこの王宮は、近い将来なくなるかもしれないんだ」

　辛つらそうな笑えみを浮かべたカリーフに、ジャリスは驚いて顔をあげた。

「え……どういう事？」

「王宮だけじゃない。このドフィーランもそのうち海に沈しずむかもしれない」

　ジャリスは驚いて歩みを止めた。カリーフを見ると、彼は目を伏ふせて言葉を続ける。

「昔はドフィーランに運河なんてなかったらしい。それが出来たのは、百数十年前の地じ震しんの時だ。ここは元々干ひ潟がたの上にできた街でね。だから地じ盤ばんが軟なん弱じやくなんだ。大地震のせいで、アラバーナ大陸が分断しているのはあんた達も知ってると思うけど、それはこの街にも深刻な影えい響きようをもたらした。地震で緩ゆるい土ど壌じようが地割れしてしまったんだ。それと同時に、地下水が吹ふき出した。噴ふん泥でい現象というらしいんだが……そのせいで地盤沈ちん下かが起きてしまったんだ」

　水路を見つめたカリーフに、ジャリスははっとした。

「それって……液状化現象が起こったって事？」

　ジャリスが聞くと、カリーフは目を丸くして頷うなずいた。

「何だ？　その液状化現象って」

　隣となりにいたコダートに問われて、ジャリスは口を開く。

「うーんと、簡単に言うと……そうだ、海岸とかで足あし踏ぶみすると、砂が沈んで水が上がって来るじゃない。あれも一種の液状化現象よ。砂とか泥どろとか地盤の緩い土地で、大きな地震があったりすると、震しん動どうでその地盤の水分が流れ出るの。噴泥現象っていうのは、その水分が噴ふん水すいみたいに一気に地上に吹き出す事よ。それが起こると、その部分は陥かん没ぼつするらしいわ。ようするにでこぼこな土地になっちゃうの」

　ジャリスが昔学んだ知識は、無む駄だではなかったようだ。なかでも先生達は、地震の脅きよう威いについて細かく教えてくれた。

「すごいな。ネイレス国の学者達だって、そうすらすらとは答えられないぞ。さすが世間でも名高いプス船長だ」

　感心したようにカリーフに言われ、ジャリスは自分の教育に力を惜おしまなかったという父のマラファムに感謝した。幼い時はなぜこんな事を学ぶのか判らなかったが、こうやって旅をしていれば、その知識は何より役に立つ。

「じゃあその何とかいう現象のせいで、土地が沈んでいると？」

　理解しているのかどうなのか判らない口調のコダートに、カリーフが頷いた。

「ああ、地震のあった時も王宮は奇き跡せき的に無事だったし、当時の国王スルタンは沈んだ土地を埋うめ立て、街を復興しようとした。その後始まった領土争いの戦争の時も、水深の浅いドフィーランは敵の大型船の侵しん入にゆうを防いだ。だが……最近判ってきた事だが、この街は段々と沈みつつある。俺が子供だった時より港の水位が高くなってるんだ。おかげで街は年に数十回も水害に襲おそわれる」

　ジャリスはそれを聞いて息を吞のむ。それが真実なら、この街は滅ほろび行く運命なのだ。そして乗り合いの小こ舟ぶねで見た光景を思いだす。確かに運河の水位は歩道とそう変わらなかった。もし高潮が発生すれば、街は多大な被ひ害がいを受けるだろう。

「いますぐどうなる訳じゃない。王宮の学者達が頭を悩なやませて、地盤沈下を止める方法を考えている。でも俺は思うんだ。この街は壊こわれたいかだみたいだって。つなぎ合わされた板がバラバラになって、細い板の上だけで俺達はかろうじて生活してる。いつ沈むか怯おびえながらな……。学者達は最悪街を捨てて避ひ難なんする事を考え始めている。でも俺は何とかしたいと思ってるよ。ここは故郷だからな」

　少しだけ微笑ほほえんだカリーフを見て、ジャリスは唇くちびるを嚙かむ。自然現象はどうする事もできない。いますぐ答えが見つかる問題ではないのだ。

「そんな話は初耳ですね」

　シャルマが聞くと、カリーフは苦く笑しようして頷いた。

「あまり外には漏もらさないようにしてるんだ。王宮が沈むかもしれないなんて、他国に知れるとまずいからな。あんた達だから話すんだ」

　いつもなら明るく響ひびくはずのカリーフの声は、この街と同じように沈んでいた。




「陛下がいらっしゃったようだ。みんな跪ひざまずいて、俺が合図するまで頭を上げるなよ。陛下はとても慎しん重ちような方だ。初対面の人間には異常な程警けい戒かいされるからな」

　しばらく庭を歩いていると、カリーフが急に声を潜ひそめた。ジャリス達は慌てて膝ひざを折り頭を下げる。

（そこまでの人って、一体どんな……）

　俯うつむいたままのジャリスが、そっと視線をあげて前を盗ぬすみみる。

「な、何あれ……？」

　そして思わず小声で呟いた。広い庭に十人ほどの屈くつ強きような男達が、まるで壁かべを作るように整列していた。その奥に、四人の男が担かつぐ輿こしが現れる。この体勢ではその上は見えないが、男達は訝いぶかしそうにジャリス達を睨にらみつけていた。

「陛下、お久しぶりでござい……」

「その者達はなんだ？」

　カリーフの挨あい拶さつを遮さえぎった低い声に、ジャリスはびくっとした。まるで罪人でもとがめるような口調は、明らかに敵意に満ちていた。

「異国の旅芸人です。今宵こよいの陛下の四十歳のお誕生日の宴に、余興として連れて参りました」

　カリーフは跪いたまま、背後のジャリス達に目で合図した。ジャリスはゆっくりと顔をあげ挨拶しようとしたが、輿に乗った人物を見て思わず言葉に詰つまる。そこにいたのは、王宮の中だというのに分厚い鎖帷子を着込んだ中年の男だった。こんな恰かつ好こうのジャリスでさえ汗あせを滲にじませるほど暑いのに、頭には兜かぶとまで被かぶっている。頑がん固こそうに引き締しめられた顔には、立派な髭ひげが生えていた。きっとそれほど大おお柄がらではないだろうに、鎖帷子のせいで着ぶくれしている。輿の前に立ちはだかった男達も、腰の剣けんに手をやり、ジャリス達を依い然ぜんとして睨みつけていた。
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　この国の国王スルタンであろう、鎖帷子を着たムスタシャールは、ジャリスを見て渋じゆう面めんを作る。

「身元は？」

「慎重に慎重を重ね調べました。私が保証致いたします」

　だが、ムスタシャールの疑ぎ惑わくに満ちた険しい視線が、緩むことはなかった。

「ふん、だが宴の前にもう一度調べ直せ。よそ者は信用できぬ」

　言い捨てたムスタシャールは、そのまま輿を進ませようとした。

（あ、待って！　せめて挨拶だけでも……！）

　ジャリスが慌あわてて声をあげようとしたが、王宮から飛び出してきた男の声にかき消される。

「陛下、大変でございますっ」

　小走りで駆かけ寄ったのは、年老いた男だ。彼は男達の前で止まると、その場にひれ伏した。

「なんだ？」

「か、海かい賊ぞく同盟支部から使者が……」

　その言葉にジャリスは思わずびくんとした。背後を見ると、コダート達も視線を鋭するどくしている。ジャリスの心臓がどくんと大きく脈打った。

（ま、まさか、わたし達の事がもうばれて……）

「海賊同盟だとっ！」

　ムスタシャールの怒ど声せいが中庭に轟とどろいた。まるで辺りが揺ゆれるのではないかと思うほどの大声に、ジャリスは思わず耳を塞ふさぐ。

「は、はい、支部長のハディスから、親書を預かってきたと……」

　顔を真っ赤にしたムスタシャールの額には、ここからでも判るくらいに青筋が立っている。ぴくぴくと動く青筋が、ムスタシャールの怒いかりの凄すさまじさを表していた。

「同盟の使者など追い返せっ。余は二度と同盟の人間に会うつもりなどない！　もし帰らぬのなら、牢ろうに入れてしまえ！」

　興奮して叫さけんだムスタシャールに、男は慌ててきびすを返した。どうやら彼らの言っている同盟の人間とはジャリス達の事ではないらしい。

（た、助かった……。助かったけど、同盟の使者が来たからってそんなに怒らなくても……）

　ほっとしたジャリスだが、すぐに顔を引き締めて、ムスタシャールを見あげた。

　ムスタシャールは怒りが収まらないらしく、憤ふん怒ぬの形相のまま、ジャリス達を無視して中庭を後にする。結局話を聞いて貰もらうどころか、一言も口を利きけなかったジャリスは、去っていくムスタシャールの背中を見ながら思わず呟つぶやいた。

「……て、手て強ごわそうね」

「ああ、どうしてこういつもいつも、すんなり事が運ばないんだか……」

　ため息をついたコダートの言葉に、片かた眼鏡めがねを押し上げたシャルマが、静かに頷いたのだった。
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　集まった数十人のさざめきが広い部屋に漂ただよっていた。ここは国王スルタンムスタシャールの、誕生の宴うたげが開かれている大広間だ。金色に縁ふち取どられた窓も、赤い絨じゆう毯たんの敷しき詰められた床ゆかも、周りに飾かざられた女性達の彫ちよう刻こくも、煌きらびやかな事この上ない。大広間の中央には噴ふん水すいがあり、辺りには心地ここちよい水音が響いていた。

　ジャリスは盆ぼんに載のせた杯さかずきを招待客に配っていた。旅芸人という触ふれ込みだったが、国王の命で使用人は最低限とされていたために、急きゆう遽きよ手伝うことになったのだ。辺りを見回すと、料理の載った盆を手にしたコダートとシャルマが、忙いそがしそうに立ち働いている。芸をしろと言われても困るので、ジャリスは大人おとなしく仕事をしながら、密ひそやかに笑いあう人々を観察していた。

　ジャリスは、正面の壇だん上じようにいるムスタシャールに目を向ける。相変わらず鎖帷子を着込み輿に乗ったままの彼は、目の前に置かれた数々の料理にも、手を伸のばす事はなかった。

「宴でもあの恰好なのね」

　ジャリスは、そっと近付いてきたシャルマに小声で呟いた。目の錯さつ覚かくでなければ、鎖帷子は昼間よりも更さらに分厚くなっている。あれでは動く事もままならないだろう。一体どれ程ほど着込んでいるのか謎なぞだった。

「ええ、カリーフが先程言ってましたが、寝ねる時もあのままだそうです。食事は毒どく味みした物しか口にしない。国王に近づけるのは大臣とその家族のみですが、それもあの警備の者達の中には入っていけないそうですよ」

　ジャリスはムスタシャールの前に並んだ男達を見て、ため息をついた。ジャリスが人壁と心の中で名付けた男達は、その名の通りムスタシャールのすぐ前で立ちはだかっている。

「折せつ角かく王宮まで来たのに、これじゃ近づけないわ」

　ムスタシャールは笑えみ一つ浮うかべず、渋面のまま宴に集まった何十人という人々を見つめていた。少しも楽しそうではない様子に、ジャリスは何だか可哀かわい想そうな気さえした。

「昔は、こんなんじゃなかったんだがな」

　招待客との挨拶をすませたカリーフが、ジャリス達の許もとに戻もどってきた。彼は昼間とは違ちがい、茶色のクマーシュに宝石を縫ぬい込んで、刺し繡しゆうを施ほどこした衣装を着ていた。髪かみも綺き麗れいに後ろに撫なでつけられ、精せい悍かんな顔立ちを引き立たせている。鍛きたえた大柄な身体からだも相まって、宴に来ている招待客の中でも、彼の美び丈じよう夫ふぶりは一ひと際きわ目立っていた。

「昔の陛下はよく笑う親しみやすい方だった。毎年行われる陛下の誕生の宴は、王宮を開放して一いつ般ぱんの人々も自由に招いたりしてたんだ。みんなに振ふる舞まう料理や酒は、すべて陛下が費用を負担されていたよ。みんなが楽しんでくれるなら自分も嬉うれしいとね。でもあの暗殺未み遂すい事件以来、すっかり人が変わられてしまって、今ではこの宴に招かれるのは選ばれた客だけ。それも来年は中止すると陛下は仰おつしやっているんだ」

　周りを見ると、宴に集まった人々もどこかぎこちない。ちらちらと国王の様子を見ては、遠えん慮りよしたように小声で話をしていた。

「よほど、その暗殺事件が応こたえたのね」

「ああ、しかも相手が一番信用していた乳ち兄きよう弟だいだったからな。……俺たちも陛下がこんな風になってしまうとは思わなかった」

　カリーフは目を伏ふせて小さく呟いた。そしてムスタシャールを沈ちん痛つうな面おももちで見つめる。

「あの事件以来、陛下は王宮の外に出ようともなさらない。俺は陛下に少しでも外に目を向けて頂きたくて、昔からお好きだった大陸最速船決定戦に出たんだ。陛下も若い頃ころは参加されていたらしいし、以前は観戦するのを楽しみにしておられた。……でも、結局陛下が王宮を出ることはなかった。だから俺はせめて、優勝しようと思ったんだ。それを手みやげにすれば、少しは陛下も喜んでくださるかと思ってな。でも焦あせりすぎて座ざ礁しようして、船を駄だ目めにしちまった」

　カリーフは、ふっと自じ嘲ちようしたように口元を歪ゆがめた。そして寂さびしげな色の混じった瞳ひとみを、再びムスタシャールに向ける。

「俺達みんな、昔の陛下に戻って欲しいと思っている。……なかなか難しいんだけどな」

　カリーフの言葉が、心の底からの声のようにジャリスには聞こえた。

　宴も中ちゆう盤ばんにさしかかり、ジャリス達は何とか国王に近付こうとしていたが、警備の男達がそれを阻はばんでいた。まるで兄弟のようにそっくりな彼らは、頑がん丈じような身体の前で揃そろいの盾たてを構えている。一糸乱れず機き敏びんな動作で、招待されているはずの客達が近付くのさえ許さなかった。

（あの人壁達。なかなかやるわね。でもこのままじゃ話もできないわ……。あ、そうだっ）

　壇上を見上げたジャリスは、目をきらりと光らせた。そして腰こしにぶら下げている水差しに目をやる。そっと壁かべ際ぎわに移動すると、水差しに向かって囁ささやきかけた。

「アブウ、ちょっと……」

　ジャリスが思いついた作戦を小声で話すと、水差しがぷるぷると震ふるえる。

〝お任せくださーい、ご主人様！〟

　水差しから聞こえた声に、ジャリスはにっこりと笑った。

「ジャリス、何を考えているんです？」

　それを見ていたシャルマとコダートが、慌ててジャリスに近寄った。心配そうなシャルマがそう言うと、コダートが目を眇すがめる。

「そうだぞ、昼間の国王の怒りを見ただろう。もし正体がばれたら……」

　そんな二人に、ジャリスは決意の眼まな差ざしを向けた。

「駄目で元々よ。陛下と話もできないんじゃ、来た意味がないわ」

　やる気満々のジャリスは、コダートとシャルマ、そして何事かとやってきたカリーフに耳打ちした。

「……うまくいくかな？」

　困こん惑わく気味のコダートに、ジャリスは大きく頷うなずいた。

「とりあえず、話をする事はできるでしょ。顔を覚えて貰わなくっちゃ。それにこの機会を逃のがしたら、次はいつ王宮に来られるか判わからないもの」

　ジャリスは隣となりにいたカリーフに目をやる。彼はしばらく考え込んでいたが、やがて小さく頷くと、ジャリス達を連れて壇上に向かった。人壁達が威い圧あつ的に盾を構えたが、カリーフは慣れているのか少しも動じず、彼らの向こうにいるムスタシャールに向かい膝ひざを折る。

「陛下、お目汚しではございますが、余興などはいかがでしょうか」

　カリーフに倣ならってジャリス達も跪ひざまずいた。するとムスタシャールがこちらに目をやった。そしてジャリスを見て、つまらなそうに口を開く。

「何か、面おも白しろい事ができるのか？」

「はい、ぜひ陛下に見ていただきたく参上しました」

　ジャリスは、青い瞳でムスタシャールを見あげる。そんなジャリスに、ムスタシャールも少しは興味を持ったようだ。渋じゆう面めんのままゆっくりと頷いた。

「いいだろう、退たい屈くつしていたところだ。やってみるがいい」

　ムスタシャールの許可を受けたジャリスは、満面の笑みを浮かべて立ち上がる。そして腰にぶら下げた水差しを手にした。

（行くわよっ、アブウ）

　心の声はアブウに届いたようだ。持った水差しがぷるぷると震える。それを手で感じたジャリスは、水差しを頭上に掲かかげた。

「今からお見せするのは異国渡と来らいの水芸にございますっ。それ！」

　ジャリスが声をかけると、水差しから大量の水が吹き出した。その水は広間の中心にある噴水に向かって放たれている。まるで水の虹にじができたような光景に、人々の歓かん声せいが上がった。

「おおーっ」

　ジャリスはその声に勢いづいて、噴水に向かって手をかざした。

「みなさま、よくご覧ください！　え、えっと……開けごま、じゃなくて、と、とりあえず、変われ、水っ」

　ジャリスがなかばやけくそに呪じゆ文もんもどきを唱えると、噴水の水が一いつ瞬しゆんで赤と青と緑に色を変える。水は色とりどりに輝かがやき、勢いよく吹ふきあがったかと思うと、この国の紋もん章しようである巨きよ大だいな梟ふくろうの形を作り出した。

「おお！　一体、どんなしかけだ、これは素す晴ばらしい！」

　歓声とともに人々のざわめきが聞こえた。ムスタシャールも輿こしから身を乗り出している。だが実際は種も仕し掛かけもない。アブウの魔ま法ほうで水を操あやつっているだけだった。

（よしっ、いける！　陛下だってあんなに不思議そうに見てるわっ。まずはわたし達に興味を持ってもらわないと）

　心の中で、ジャリスが成功を確信した時だった。

〝あ、失敗したっ〟

　水差しから、今一番聞きたくない言葉が聞こえて、ジャリスは思わずびくっとした。その瞬しゆん間かん、噴水が天てん井じようまで吹きあがり、まるで大雨のように辺りに降りそそぐ。

「きゃぁぁぁ！」

「なんだっ、これは！」

　びしょ濡ぬれになったのはジャリスだけではない。被ひ害がいはそこにいた人々をも巻き込んだ。招待客全員がずぶ濡れになり、床ゆかは水みず浸びたしだった。

〝す、すいませーん、ご主人様、ちょっと力加減をまちがえました……〟

　アブウの情けない声に、ジャリスは怖こわ々ごわと周囲に目をやった。辺りから受ける視線が痛い。宴に参加した人々は、精せい一いつ杯ぱいのおしゃれをしてきただろうに、その自じ慢まんの衣装が台無しだ。皆みな一様に、ジャリスをぎろりと睨にらみつけていた。

（う、うわー、これはかなりまずいかも……）

　ジャリスは非難されるのを覚かく悟ごして、びくりと首を竦すくめた。

「ふっ、あははははっ」

　だがそこへ部屋中に響ひびく笑い声が聞こえた。ジャリスが顔をあげると、笑っていたのはムスタシャールだ。壇だん上じようまで水は降りそそいだらしく、彼の鎖帷子も濡れてきらきらと光っている。

「面白いぞ、気に入った。皆もそう怒おこるでない。水の都、ドフィーランにふさわしい余興だ」

　口元を綻ほころばせているムスタシャールを見て、辺りにいた人々が一いつ斉せいに目を瞬またたかせた。

「陛下が笑ってらっしゃるわ」

「なんて珍めずらしい……」

　囁く声がジャリスにも聞こえた。招待客はムスタシャールを見て目を白黒させていたが、やがてその視線を和やわらげる。穏おだやかな雰ふん囲い気きが辺りに満ちた。

「いいじゃないか、ちょっと濡れたくらい。陛下が楽しんでくださるなら」

　笑えみを浮かべ、口々にそう言う招待客達に、ムスタシャールが声をかける。

「さあ、そろそろ時間だ。ここらでお開きとしよう。……旅芸人、名前は？」

　ムスタシャールはすっかり元の渋面に戻っていた。だが彼はジャリスに向かってそう聞く。ジャリスは慌あわてて膝を折った。

「ジャ、ジャリスともうします。申し訳ありませんでした！」

　ムスタシャールは深々と頭を下げたジャリスに、ほんの少しだけ目を細めた。

「そうか、また芸を見せに来るといい。今度は濡れずにすむ物をな」

　ムスタシャールは苦く笑しよう気味に言うと、輿に乗ったまま広間を後にする。

（あれ、も、もしかして、一歩近づけた……かな？）

　ジャリスは心の中で呟つぶやきつつ、ムスタシャールを見送ったのだった。
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　宴から一夜が明けた。太陽が顔を出すとともに街には活気が蘇よみがえり、港には次々と船が入港してくる。ジャリスはバルク号の甲かん板ぱんに立ち、コダートとシャルマと三人で昨夜の事について話し合っていた。

「陛下はそんなに悪い人に見えなかったわ。あれってわたしを庇かばってくれたんだと思うの」

　ジャリスの言葉に、コダートが肩かたを竦めて頷いた。

「ああ、じゃなかったら俺達きっと牢ろう獄ごく行きだった」

　それを聞いたアブウが、床に膝を抱かかえて座ったまま、半泣きの顔をあげる。

「す、すいませーん」

「アブウのせいじゃないわ。一いつ生しよう懸けん命めいやってくれたんだもの。それにまた王宮に来てもいいって言ってたから、何とか陛下ともう一度話せるように頑がん張ばってみましょう」

　ジャリスが言うと、甲板の端はしにいたリクが海を見つめて声をあげた。

「ねえっ、あれってテリス号じゃない？」

　ジャリスは驚おどろいて、青い海に視線を向けた。目のいいリクが指す方向には何もみえないが、しばらくすると見慣れた船が姿を現す。

「おーい、ジャリスッ」

　カトゥーナ国の商人フィクルが船長を務めるテリス号。その船首で手を振ふっているのは、羽根付きの黒い帽ぼう子しを被かぶったターラだった。

　バルク号の隣にテリス号が停船すると、ターラは縄なわを使って、器用にジャリス達のいる甲板に飛び移った。

「よう、元気だったか？　船はまだ直ってないらしいな」

　手を挙げたターラは、相変わらずのにやけた表情で、壊こわれたバルク号を見回した。普ふ段だんよりもずっと機き嫌げんがいいらしく、にこにことしている。

「ええ、ちょっと色々とあって……それよりターラ、腕うで輪わを修理できる人をみつけたの？」

「ああ、何とかな。お前達まだ動けないみたいだから、腕輪を預かっていくよ」

　ターラに言われて、ジャリスは自分がしている腕輪に手をかけた。

「ええ、でもよかったわ。これで地図が見られる」

　ジャリスが腕輪を外そうとすると、ターラはちらりと膝を抱えているアブウに目を移した。

「……それと水差しもよこしてくれ。アブウが必要なんだ」

　珍しくターラの口調が優やさしかった。アブウは慌てて立ち上がり、きらきらと目を輝かせる。

「ア、アブウが必要？　もんの凄すごく長いおつき合いですが、船長からそんな言葉を聞いたのは初めてですぅ。いっつもいっつも、穀ごく潰つぶしとか役立たずとかはた迷めい惑わくだとかしか言わないのに……。ああ、感無量ですぅ。アブウがお役に立てるんですかぁ？」

　嬉うれしそうなアブウに、ターラはにっこり微笑ほほえんだ。

「ああ、修理してくれる奴やつが、どうしてもお前に会いたいそうだ。本当にお前愛されてるなぁ」

　それを聞いたアブウが、ふと動きを止める。そしてみるみるうちに顔色が真っ青になり、唇くちびるがわなわなと震ふるえだした。

「せ、船長、つかぬことをお聞きしますが……それってもしかして……？」

　顔を引きつらせたアブウに、ターラはにやりと人の悪い笑みを浮うかべた。

「そう、ランプの精霊ジヤーンルーレル。お前に会えるなら腕輪だろうが何だろうがすぐに修理……」

「ひぃぃぃぃぃぃ！」

　ターラに最後まで言わせず、アブウは悲鳴を上げてジャリスの背中に隠かくれる。そして彼女の服をしっかりと握にぎりしめた。

「嫌いやですっ。絶対に嫌！　だってルーレルに捕つかまったら最後、二度と太陽は拝めませんっ」

「大げさな事言うなよ。ちょっと監かん禁きんされるくらいだろ。それだってお前の事を愛してるからこそだよ。あんないい女ならお前だってまんざらじゃ……」

「絶対死んでもいやーっ」

　ジャリスの背後で泣なき叫さけぶアブウに、ターラは宥なだめるような猫ねこなで声を出した。

「ちゃんとそのうち助けに行ってやるから。言うこと聞いてくれよ、アブウ」

「嫌ですーっ、そんな事言って、絶対来てくれないくせに。助けてーっ、ご主人様ぁ！」

　アブウの絶ぜつ叫きようが甲板に響き渡わたる。ジャリスは思わず心の中で呟いた。

（こ、こんなにアブウが怯おびえるなんて、ランプの精霊って一体……）

「ちょ、ちょっと待って。こんなに嫌がってるわ。どうしてもアブウが行かなきゃ駄だ目め？」

　ジャリスがアブウを庇うように両手を広げると、ターラは大まじめに頷うなずいた。

「ああ、絶対行かないと駄目だな。大体ルーレルは他人の頼たのみを聞くような奴じゃないんだ。アブウと引き替かえだから、修理をしてくれるって言ったんだぜ。連れて行かなきゃ絶対に修理は無理。……なっ、アブウ。ちゃんと頃ころ合あいを見計らって助けに行ってやるから」

　最後の言葉はアブウに向けられていた。だが彼はぶるぶると首を振る。

「船長は信用できませんっ。そんな事言っていつもいつも見捨てるじゃないですか！　アブウはご主人様と絶対に離はなれません！」

　まるで小さな子供が親に縋すがるように、アブウはしっかりとジャリスの服を握っている。ジャリスは、彼を捕まえようとにじり寄るターラを、両手で押しとどめた。

「ねぇ、ターラ。ちょっと待って貰もらえない？　実はわたし達、もう一つ指輪を見付けたの」

　それを聞いたターラが、目をぱちくりとした。

「え？　マジで」

「ええ、緋石の指輪よ」

　ターラは、すぐに何かを思いだしたように、ぽんと手を打った。

「あっ、それってもしかして、幽ゆう霊れい船せんのキャルリか？」

　ターラと知りあいだと、キャルリから聞いていたジャリスは、それに頷いた。そして今までの経けい緯いを彼に話す。

「……なるほど。あの指輪の事は俺も知ってた。でもどうしてもキャルリの指からはずれないから、様子をみてたんだ。……しかしそんな簡単にはずれるはずないんだがなぁ」

　首を捻ひねるターラに、ジャリスはキャルリに聞いた人間に戻もどる方法を説明する。

「生命の杯さかずきね……。あいつらいつの間にそんな情報つかんだんだ？　まあ最後に会ったのは、かれこれ二十年近く前だからな」

　魔物ジンに呪のろいをかけられて不老不死になってしまったというターラ。彼には時間の感覚があまりないようだ。二十年前の事も、まるで昨日のことのように話すのだから。

「とにかく、今陛下に近づけるよう計画を立ててるから動けないの。これがすんだらわたしも一いつ緒しよにそのランプの精霊の所にいくわ。それでどう？」

　ジャリスは、ターラとアブウを交こう互ごに見てそう提案した。二人とも不満げな様子だったが、結局は仕方なさそうに頷いた。

「ご、ご主人様はアブウを見捨てませんよね？」

　両手を組んだアブウに、ジャリスは頷く。それを見ていたターラがため息をついた。

「しょうがねぇな。じゃあ俺はしばらくドフィーランに滞たい在ざいするよ。それとキャルリに会ったら、俺に連れん絡らくするよう言ってくれ。指輪がはずれる情報があったら必ず俺に教えるように言っといたんだ。まったく無視しやがって。海かい賊ぞく女王は相変わらずだな」

「か、海賊女王って……キャルリの事？」

　驚いたジャリスに、ターラは肩を竦すくめた。

「ああ、船は襲おそうが人は殺さないって有名な女海賊でさ。生きてた頃ころはアラバーナ大陸でも一、二を争う大海賊だった。情に厚くて面めん倒どう見みが良くて豪ごう快かいで、でも常に冷静な判断力を持っていた。仲間達に慕したわれて、他ほかの海賊たちからも一目置かれててな。それでついたあだ名が、海賊女王。……でもその名前はあいつに似合ってるよ。あいつは、俺が今まで会った中で一番、船長と呼ばれるにふさわしい奴だ」

　ジャリスは思わず目を丸くした。ターラが誰かを誉ほめることなど初めてだったからだ。

「凄い人なのね……」

　ジャリスが呟くと、ターラは苦く笑しようした。

「まあな。一番多いときで、キャルリの仲間は数百人いたよ。船も何隻せきかあったみたいだし。女王の艦かん隊たいなんて呼ばれててな。何より凄かったのは、その男達を纏まとめ上げていた手しゆ腕わんだ」

　息を一つついたターラは、再び縄にしがみつくと、ジャリスに視線を移した。

「ま、とりあえずキャルリを人間に戻す方法があるなら、そっちが優先だ。ムスタシャール王に俺が直接会って説得してもいいけど、それだけ同盟に拒きよ絶ぜつ反応を示してるなら、逆効果になるかもしれない。正体が知られてない分、お前達の方が説得しやすいかもな。どうしても駄目だった時は連絡くれよ、じゃあなーっ」

　その言葉を残して、ターラは勢いよくバルク号の甲かん板ぱんから飛び出した。

「あっ、ちょっと待ってよ！　ターラ」

　ジャリスが声を上げた時には、既すでに彼はテリス号の甲板の上だった。

「もうっ、聞きたいことは山ほどあるのよ！　ターラ」

　ジャリスは叫んだが、ターラは何も言わずにひらひらと手を振っているだけだ。

　ターラが立っているテリス号の甲板には、本来の船長であるフィクルもいた。優しい面もちでこちらを見たフィクルが、ジャリス達に向かいすっと頭を下げる。その様子に、ジャリスは思わず頰ほおを引きつらせた。

（フィ、フィクル、すっごくやせた気がするわ……）

　ここからではよく見えないが、つい最近の最速船決定戦で会った時よりも、フィクルの身体からだが細くなっているように感じた。それが勝手気ままなターラに振り回されているせいではないかと気付いたジャリスは、彼の苦労を慮おもんぱかったのだった。
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「ターラがこの街に来てる？」

　キャルリが綺き麗れいに整った眉まゆ根ねを寄せた。ドゥハーン号の船長室は相変わらず薄うす暗ぐらい。机に置かれた小さなランプだけが唯ゆい一いつの光源だ。しかしランプに積もったほこりのせいで、その灯とう火かも色あせている。夜になるのを待って彼女たちを呼びだしたのはジャリスだった。キャルリと机を挟はさんで向き合ったジャリスは、王宮での出来事とターラからの言こと伝づてを彼女に話す。

「ええ、指輪をはずす方法があるのなら、ちゃんと連絡しろって」

　キャルリは目を伏ふせると、ふっと皮肉そうな笑えみを浮かべる。

「指輪の事になるとターラは相変わらずだ。あんたも祖父があの男じゃ苦労するだろう？」

　ジャリスには返す言葉もない。まったくその通りだからだ。

「でも驚おどろきだ。あんたのはめてる腕うで輪わは、指輪を捜さがすのに絶対必要な物なんだろう？　なのにあいつが他人の提案を受け入れて、ちゃんと〝待て〟ができるなんてね。昔は自分の目的の為ためなら、たとえ誰が死のうと顔色一つ変えなかったのに。まああれほどの精神力がないと、海賊同盟なんて大きな組織を創つくり上げるのは無理だっただろうけどね」

　遠い目をしたキャルリに、ジャリスは顔を上げた。

「キャルリは同盟が出来る前に幽ゆう霊れいになったんでしょう。なのに同盟の事にも詳くわしいの？」

　純じゆん粋すいな疑問だった。幽霊船となった後、誰がキャルリ達に同盟やアラバーナ大陸についての出来事を話したのだろう。

「ああ、ターラが時々やってくるから、その辺りの事は聞いたりするよ。……ねえ、あんた何で、同盟の名前が海賊っていうか知ってるかい？」

　キャルリが口元に笑みを浮うかべて、ふいにそう聞いた。ジャリスは思わず目を瞬またたかせる。知識としては、昔は海賊というのは海を荒あらす無法者達を指していた言葉だと知っている。だがそれが同盟の名前としてつけられたのには、いくつか説があった。たとえば、初代盟主シンリクット船長が元々海賊で、彼の活かつ躍やくでその名が次し第だいに正義の使者として認にん識しきされたからとか。名前をつけるのが面めん倒どうだったシンリクット船長が、そのままそれを使ったのだとか。ジャリスは、シンリクット船長と呼ばれる偉い大だいな祖父の正体がターラだと知ってからは、後者が有力だと思っていた。

「キャルリは知ってるの？」

　ジャリスは思わず身を乗り出して聞いた。現在の盟主である父にも尋たずねた事はあるが、それは誰も知らないのだと言われた。興きよう味み津しん々しんのジャリスに、キャルリはふっと笑った。

「面おも白しろい話をしてあげる、昔々の話。百年以上前、海を荒らし回っていた海賊がいたの。その男は、ある国で大けがをして追われていた。それを助けてかくまったのは、体が弱いせいで王宮を離れ、空気のいい別べつ邸ていで暮らしていた、その国の小さな皇女様」

　キャルリが急に話し始めた内容に、ジャリスは戸と惑まどいながらも耳を傾かたむけた。

「幼い皇女はその男の事を名前じゃなくて〝海賊〟と呼んだそうだよ。病弱で外に出られなかった皇女様は、海を自由に行き来する海賊に憧あこがれてたんだって。そして心優やさしい皇女様は、アラバーナ大陸が大おお地じ震しんに見まわれて、戦争が始まった事に心を痛めていた。手当てしてもらった海賊は、人々が争う姿を見て泣きじゃくる皇女様に、一つの〝約束〟をしたの」

　そこまで聞いたジャリスの頭に、ふとある人物の顔が浮かぶ。

「そ、その約束って……？」

　まさかと思いつつ、ジャリスは話に耳を傾けた。

「〝俺が戦争を止めてやるからもう泣くな〟だったそうだよ。夢みたいな話だろ。でも海賊と皇女様にとっては、馬ば鹿かな約束じゃなかったんだ。現に海賊はその為に動き出した。そして驚いたことに、時間はかかったけど本当に各国を説得して、停戦条約が結ばれる寸前までいったんだ。その間に魔物ジンに呪いをかけられて不老不死になってしまった男は、もうすぐ戦いが終わると皇女様に知らせるために、意い気き揚よう々ようとその国を訪おとずれた。そしたら……」

　キャルリがふと目を伏せた。悲しげに揺ゆれる瞳ひとみは、いつもの気の強い彼女とはまったく違ちがう。

「皇女様はもう既にご高こう齢れいで、今際いまわの際きわだったそうだよ。そして皇女様の最後の言葉は、この大陸がずっと平和でありますように、だった。海賊にとってそれは、新たな〝約束〟になった。皇女様を看み取とった海賊は、それからしばらくして約束通り停戦条約を結ばせた。そして新たな約束を果たす為に創った同盟に、皇女が自分を親しみを込めて呼んだ〝海賊〟という名めい称しようを付けた。……彼女との約束を、必ず果たすと誓ちかいを込めて」

　その男が誰であるか、もうジャリスには判わかっている。同盟の創立者、シンリクット船長。すなわちターラだ。彼の顔を思い浮かべた途と端たん、堪こらえていた涙なみだが一筋あふれ出た。

「そんな話……聞いたことない」

　ジャリスが知っているターラは、ふざけていて調子がよくて人の話を聞かない男だ。そんな過去があるなんて到とう底てい想像もつかなかった。だがジャリスはその話が真実であると確信していた。ジャリスは知っているのだ。彼がこの大陸の為に何かしようとしていることを。

「馬鹿な男ほど思い出を大切にするもんさ。百年も前の約束を、後生大事に抱かかえて生きてるあいつは本当の馬鹿だよ。でも……あたしはそんな馬鹿が気に入ってる」

　吐はき捨てるように言ったキャルリだが、その言葉には優しさが込められていた。ジャリスはターラの今までの行動を思い出す。確かにふざけた事ばかり目立つが、この指輪が何か重要な意味を持つというなら、彼の行動はまた違ちがった意味を見せていた。そして彼は言っていた。

〝約束〟は絶対だと。

　その意味を知った今、ジャリスはまた違った思いで、ターラの行動を見つめ直すことが出来た。そんなジャリスに、キャルリは息を一つついて話を続けた。

「皇女様との約束を守るために、あいつがくぐり抜ぬけた修しゆ羅ら場ばは壮そう絶ぜつなもんさ。あたしが知ってるだけでもね。不老不死なんて世間が思うほどいいもんじゃないよ。仲のよかった友達も、愛した人間もみんな先に死んじまうんだ。その人達の思いを全部受けとめて、それでもあいつは前に進み続ける。あの精神力は並じゃない」

　キャルリはふと目を伏せる。ランプの明かりが彼女の悲しげな横顔を照らした。

「あたしももう長いことこんな姿で彷徨さまよい続けてるけど、あいつの真ま似ねはできないね。自分の事だけで精せい一いつ杯ぱいだ。あたしは……たった一つの約束さえ満足に守れない」

　キャルリの呟つぶやきに、ジャリスは顔をあげた。

「……どういう意味？」

　そう聞くとキャルリも顔をあげ、いつもの強気な笑みを浮かべた。

「何でもないよ。こっちの話だ。……ターラは味方にすれば誰よりも心強い男だ。まあ、目的の為ならどんな手段でも使う所が難点だけどね。でも普ふ通つうのやり方じゃあいつはその〝約束〟を守れない」

　キャルリの言葉に、ジャリスの心が震ふるえた。溢あふれてくる涙を袖そでで拭ぬぐう。

「どうして……キャルリはその事を知ってるの？」

　ターラの義理の息子むすこである父でさえ知らない事情を彼女が知っていることに、ジャリスはふと疑問を覚えた。

「……あたしもあいつの手伝いをしてたからさ。あいつが……あの傲ごう慢まんで冷たい男があたしに頭を下げて頼たのんだんだ。この大陸で起こっている戦いを止めたいってね」

　キャルリは、何か思いだしたのか再び遠い目をした。

「あたし達海賊だって、戦いが起こってるのには困ってた。争いが長く続くと、みんな貧しくなっていくんだ。あたし達は船を襲おそって物を奪うばうけど、もう奪う物もないくらいにアラバーナ大陸は貧ひん窮きゆうしてた。金を持ってるのは各国の王宮と軍ぐらいだけど、戦争のせいでやたらと軍事力が強くなってて、あたし達じゃ太刀たち打うちできなかった。だから戦いを止めるのに異存はなかったよ。だけどあたしはあいつがその理由を言うまでは、絶対に協力しないと言ったんだ。だってそうだろ、あの自分の事しか考えない男が、大陸の為だなんて言うのはおかしいからね。何か裏があるんじゃないかって疑ったんだ。そうしたらあいつ、誰にも言うなよって念を押して、渋しぶ々しぶその約束の事を話したんだ」

　ジャリスは驚いてキャルリを見つめる。彼女の口元には、優しい笑みが浮かんでいた。

「あたしはその約束が噓うそじゃないって判った。あいつは噓つくならもっとマシな事を言うさ。だから停戦させる為の計画に協力したんだ。でももう少しってところで、嵐あらしで船が沈しずんでこんな姿になっちまった。あのまま生きていれば……そう思うことが何度もあるよ」

　キャルリがジャリスに向けた視線が、急に真しん剣けんみを帯びた。

「……あいつは、ターラはいつも一人だ。誰にでも気安いけど、絶対に一線を越えて自分の中に入らせない。でも……そろそろ誰かがあいつの心に一歩踏ふみ入れてもいいのかもしれない。あの皇女様が冷れい酷こくな海かい賊ぞくの心を溶とかしたように」

　キャルリは、ふっとジャリスへの視線を緩ゆるめた。椅い子すの背に凭もたれ大きく息をつく。

「まあ、あたしじゃ無理だったんだけどね……」

　キャルリに言われて、ジャリスは考え込んだ。ターラは〝約束〟の為にこの大陸を平和に導こうとしている。大陸の平和を守ると一口に言ってもそれは並大抵の事ではない。今は停戦しているが、各国が領土を広げようと反目しあっているのはジャリスも知っている。

（今、わたしにできる事、それは……）

「ターラは指輪を集めれば、大陸を平和に導けるかもしれないと言ってたわ」

　ジャリスは思わず呟いた。そう、自分に今できることは、ターラを少しでも助けることだ。ターラの目的はジャリスが目指す〝海賊〟の、そして海賊同盟全体の願いだ。

　正面のキャルリを見つめたジャリスは、意を決して口を開いた。

「わたし、王宮に行って来る。国王を説得して、キャルリ達を人間に戻もどしてみせるわ。そして緋石の指輪を手に入れる。それがわたしにできる事だもの」

　ジャリスが、決意の眼まな差ざしで立ち上がるのを見たキャルリは、ふっと微笑ほほえんだ。

　どうムスタシャールを説得するか考えながら部屋を後にしたジャリスは、すまなそうに目を伏ふせたキャルリには気付かなかった。
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「ドフィーランには明日つくんだな」

　夕暮れのアクラブ号の甲かん板ぱんで、ハジにそう聞かれたリンドは、小さく頷うなずいた。ハジのとなりでは、表情一つ動かさないままカッサラが立っている。このままの状態が続けばどうなるか判っているリンドは、内心で焦あせりを覚えていた。そしてそれは乗組員にも伝わっているようだ。三人の様子を窺うかがうように、甲板にいる乗組員達が見つめている。悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ者、心配そうに見ている者、それぞれ様々な表情をしているが、全員に共通しているのは、この状じよう況きようをほんの少したりとも快く思っていないことだった。

「急ぐように乗組員に伝えろ、カッサラ船長」

　ハジの命令に、カッサラは無表情のまま頷いて、抑よく揚ようのない声をあげた。

「全速前進」

　本来なら、船長の言葉を復唱してすぐに動き出すはずだが、乗組員達はその場で立ちつくしていた。何十人と甲板にいるというのに、誰も一言も喋しやべらず、リンドの耳には激しい波音だけが聞こえている。

「どうした？」

　不ふ穏おんな気配に気付いたのか、ハジが振ふり向いた。背後では、数人の乗組員達がいつのまにか持った大振りの剣けんを振り上げ、ハジを険しい表情で睨にらみつけていた。

「誰がお前の言うことなんか聞くかっ。船長を元に戻もどせっ」

　叫さけんだ乗組員達は、剣を上段に構えてハジに飛びかかろうとした。

「ばかっ、お前ら！」

　リンドが気付いた時にはもう遅おそかった。乗組員達に向かって、ハジの右手に集まった風の渦うずが放たれようとしていたのだ。

「愚おろかな……マー旋シムッ風」

　ハジの言葉とともに、風の刃やいばが乗組員達目がけて襲いかかる。リンドはそのまま彼らの前に飛び出して、両手でその刃を受けとめた。とっさの事で跳はね返すことができず、リンドは呻うめいて膝ひざをつく。鋭するどい風の刃は、リンドの身体からだに幾いく筋もの傷を作り、そこから赤い血が吹ふき出した。しかしリンドはその場から動かずハジをにらみ返す。

「こいつらに手を出すんじゃねぇよ、ハジ！」

　叫んだリンドの瞳ひとみが真っ赤に染まる。攻こう撃げきしようとしたリンドに、ハジは一いつ瞬しゆんでその正体を現した。赤い瞳に口元から覗のぞく鋭い牙きば、そして黒い蝙蝠こうもりのような翼つばさを持つ、シャイターンに。

「お前の教育が悪いのだろう？　我々シャイターンに逆らうとどうなるか、口で言っても判らないなら、身体で判らせてやる」

　ハジが新たな攻撃をしかけようと、右手を出した事に気付いてリンドははっとした。

「わ、判った。俺が悪かった。だからもうやめようぜ。こんな所で争ってる場合じゃないだろ」

　思わず口からついて出た言葉に、リンドは自分でも驚おどろいた。負まけず嫌ぎらいの自分がこんなにあっさりと謝るなんて今までなかったことだ。だがここで二人が戦えば、近くにいる乗組員達にも被ひ害がいが及およぶ。それに気付いたリンドは、降参の意味を込めて両手をあげた。

　それを見たハジの手から風の渦が消えた。そして彼の顔が人間のそれに変わる。

　ハジはカッサラに目を向けると、斬きり掛かかってきた乗組員達を顎あごで指した。

「どこか適当な所に閉じこめておけ」

　カッサラはゆっくり頷くと、乗組員達に足を向けた。船長に手を出すわけにもいかず、乗組員達は剣を下ろす。

「逆らうなよ」
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　リンドの必死の言葉に、乗組員達は力が抜ぬけたようにその場に頽くずおれた。

　彼らの手から滑すべり落ちた剣が、ガランと乾かわいた音をたてて床ゆかに転がった。




「大だい丈じよう夫ぶですか？　副船長」

　リンドは与あたえられた個室の寝ね椅い子すに座っていた。目の前には数人の男達がいる。みんな心配そうに血だらけのリンドを見つめていた。

「ああ、平気だ。それよりあいつらは？」

「船倉に閉じこめてあります」

　ブシュラルが、そばかすの浮ういた顔を辛つらそうに歪ゆがめる。

「そうか……。じゃあ頭が冷えるまでそのままにしとけ。いいか、何度も言うが、お前達は絶対にハジに逆らうな。何したって殺されるだけだぞ。特に今はあいつ、機き嫌げんが悪いからな」

　先日仲間から連れん絡らくがあって以来、ハジの機嫌は相当悪い。見た目はそうでもないが、心の中では何かがくすぶっているようだ。言葉の端はし々ばしも冷たく、触ふれると切れそうな程ほど鋭い気配を全身に漂ただよわせていた。長いつきあいのリンドは、それにいち早く気付いていた。

「みんなにも徹てつ底ていしてくれ。ハジを倒たおしたって船長は元に戻らない。それで戻るなら俺がとっくにやってるよ。あいつは強いけど、今は怪け我がしてる。それなら俺にも勝ち目はあるんだ」

　ハジがマハル王国で受けた傷が、なかなか治らない事をリンドは知っていた。本来の力が出せずにいる今ならば、恐おそらくリンドは勝てるだろう。だがみんなの願いは、それでは叶かなわない。

「ジャリスを……ジャリスを見付ければ、船長を元に戻せるんですよね」

　重い沈ちん黙もくを吹き飛ばすようにムスタファが言うと、乗組員達は一いつ斉せいにお互たがいの顔を見て頷きあう。

「そうだよな。それまでの我が慢まんだよ。みんな頑がん張ばろう」

「おうっ」

　揃そろった声に、リンドは俯うつむいて一瞬顔を曇くもらせた。だがすぐに口元を緩め、顔を上げる。

「とにかくドフィーランに向かおう。ジャリスに早く連絡をとるんだ」

　リンドの力強い言葉に、乗組員達は安あん堵どした表情を浮かべた。リンドは更さらに言葉をつなぐ。

「船長の事は俺に任せとけ。お前達はとりあえず、ハジの言うことには逆らうなよ」

　リンドの言葉に全員が頷く。しばらく今後の対策を練った後、乗組員達はリンドの部屋を後にした。しかし最後に残ったブシュラルが、そっとリンドの側に歩み寄った。

「怪我……本当に手当てしなくていいんですか？」

　血で汚よごれた船服を見て、ブシュラルが聞いた。心配そうな顔に、リンドは苦く笑しようする。

「ああ、すぐに治るよ」

　その答えに、ブシュラルは少しだけ微笑んだ。だがすぐに口元を引き締しめる。

「あの……俺の気のせいかもしれないんですけど、何か悩なやみ事でもあるんですか？」

　リンドは一瞬心の中でびくっとした。しかしそれを顔には出さない。

「悩みならたくさんあるさ、船長の事に、乗組員達おまえらの事に……」

「そうじゃなくて、……うまく言えないけど、あなたの様子が変な気がして。何か隠かくし事とかしてないですよね？」

　戸と惑まどうように聞いたブシュラルに、リンドはふっと皮肉そうな笑えみを浮かべる。

「何にも隠してないぜ。俺が人間じゃないのだって知ってるだろ」

　おどけた口くち振ぶりで、リンドは肩かたを竦すくめる。だがブシュラルは表情を緩ゆるめなかった。

「みんな船長を元に戻したい気持ちは同じです。何かする時は絶対に相談してくださいね。何でも協力します。あなたは……俺達の副船長なんだから」

　親愛の情が精せい一いつ杯ぱい込められたブシュラルの言葉に、リンドの心は波打った。だがそれを表情には出さなかった。

「判わかってるよ、心配するなって。勝手に行動したりしない。お前達こそ乗組員を大人おとなしくさせといてくれよ。これ以上は庇かばいきれないぜ」

　寝しん台だいにごろんと転がったリンドに、ブシュラルはやっと笑みを浮かべた。

「はい、判りました。それじゃゆっくり休んでください」

　部屋から出ていったブシュラルを見送り、リンドはゆっくりと目を伏ふせた。

「人間にも勘かんのいい奴やつがいるもんだ。気をつけないとな……。あいつらは巻き込めねぇよ」

　呟つぶやくと同時にリンドの心に何かが溢あふれてきた。それはシャイターンとして生きてきた何百年もの間、決して生まれたことのない感情だ。

　リンドは赤い瞳から流れる滴しずくを、そっと手で拭ぬぐっていた。
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　ジャリスは再び桃もも色いろの衣装に身を包み、コダートとシャルマと一いつ緒しよに、王宮へとやってきていた。驚いた事に、ムスタシャールがジャリス達を呼ぶよう命じたという。王宮の広い廊ろう下かを案内していたカリーフが、精せい悍かんな顔を緩めた。

「陛下はあの水芸が気に入られたみたいだ。また見てみたいと仰おつしやった。陛下があんなに楽しそうにされているのは久しぶりだ。俺たちも嬉うれしくてな」

　ほくほく顔のカリーフに、何だかジャリスも嬉しくなって、思わず顔を綻ほころばせた。

「あんな失敗芸のどこが気に入ったんだろうな」

　後ろをついてくるコダートがぼそっと呟くと、シャルマも静かに頷うなずいた。

「ええ、広間中水みず浸びたしで後始末も大変だったでしょうに」

　そんな二人の会話が聞こえたのか、カリーフが足を止めて振り返る。

「それがよかったんだろうな。ここ数年陛下は笑うことすら滅めつ多たになかった。あんた達の芸を見て笑顔になられた時、俺は感動すらしたね。陛下が昔のように笑ってくださるなら俺は何でもするぜ」

　力強くカリーフが言った時だった。ふいに頭覆おおいとベールを身につけた見知らぬ女性が、ジャリス達の前に歩み出てきた。

　何事かと驚いたジャリスに、女性は手に持った小さな花束を差し出した。

「あ、あの、頑張ってください！　どうか陛下を楽しませてくださいね」

「えっ、ああ、はい」

　顔を赤らめて、恥はずかしそうにもじもじしている女性から、ジャリスは面めん食くらいつつも花束を受け取る。すると彼女は、足早に廊下を駆かけていった。よく見ると、曲がり角の向こうにいる数人の女性達が、ジャリスを見つめてきゃあきゃあと騒さわいでいた。

（うわっ……何か、凄すごく期待されてるかも）

　異国の容姿を持つジャリスは、普ふ通つうなら訝いぶかしむような視線を送られる。だが今は違ちがっていた。女性達も立ち働く使用人達も、期待に溢れた瞳をジャリスに向けている。

「みんな陛下の事を心配しているんだ。陛下は身分の分わけ隔へだてなくみんなに優やさしくて。今の女性は侍じ女じよなんだが、以前病気になった時、金がなくて医者に診みせられなかったらしい。無理して仕事していたら、陛下が具合が悪そうなのに気付いて、医者と薬を手配してくれたそうだ。そのまま放っておいたら死んでいたと医者に言われたらしい」

　カリーフは、目を細めて侍女達を見つめた。

「わたしも陛下はそんなに悪い人じゃないと思うわ」

　ジャリスは、宴うたげの時に失敗した自分を庇ってくれたムスタシャールを思いだす。それを聞いたカリーフが、嬉しそうに頷いた。

「ああ、陛下は本当に素す晴ばらしい方だ。実はさ、俺も陛下に助けて貰もらった口でね。みんなには若い頃ころ放ほう浪ろう癖へきがあったって話してるが、本当は兄貴達とちょっと揉もめてさ。家出してたんだ」

　苦笑したカリーフに、ジャリスは目を見開いた。

「どうして、そんな事に？」

　ジャリスが聞くと、カリーフは肩を竦めた。

「この国は世せ襲しゆう制だから、貿易大臣だった親おや父じの跡あとを継つぐのは、息子むすこ達の誰かだったんだ。俺はこれでも、子供の頃ころからちょっとばかし勉強や武道に長たけてた。陛下にも可愛かわいがられてたし。でも末っ子だったから、家を継ぐなんて考えもしなかった。だが兄貴達はそうは思わなかったみたいだ。ちょっと洒落しやれにならない嫌いやがらせが続いてな」

　その嫌がらせがどれほどのものなのか、ジャリスには想像がつかなかった。だがすっと目を伏ふせたカリーフの様子から、それがただの兄弟げんかの延長ではないと気付いた。

「旅立ちの挨あい拶さつに王宮を訪おとずれた俺に、陛下は何も事情は聞かず餞せん別べつだと言って旅たび支度じたくを調ととのえてくれた。受け取れないと言うと、陛下はただで渡わたすのではない、これで他国を勉強してこいと仰ったんだ。見聞した知識は必ず国の役に立つだろうと。だから俺はそれを使ってあちこちの国を回り貿易の勉強をした。親父の跡は継げなくても、きっと陛下の役に立てると思ってな。そして八年前、親父が死んでこの国に戻もどってきた俺を、陛下は新しい貿易大臣に任命したんだ。今まで学んだ知識を存分に生かせと言われた。若すぎると反対の声も多かったが、俺を信用して任せるって仰った。俺はその時思ったんだ。陛下の信しん頼らいを裏切る事だけは絶対にしないと」

　カリーフの最後の言葉には、強い意志が感じられた。そんな彼と、目を輝かがやかせてこちらをみつめている使用人達を見たジャリスは、やはりムスタシャールはみんなに愛されているのだと感じたのだった。




　宴の行われた広間にいるのは、ジャリス達と壇だん上じようにいるムスタシャール、そしてその前に立つ男達だけだった。ムスタシャールは不ふ機き嫌げんそうなのは相変わらずだが、ジャリス達を見るとほんの少しだけ目を細めた。何とか側に行こうとしたジャリスだが、整列した男達に阻はばまれる。

（うっ……、人壁かべ達、相変わらず防御力高いわね。でも負けないわっ）

　跪ひざまずいたままのジャリスが一人闘とう志しを燃やしているのに、きっと彼らは気付いていないだろう。そんなジャリスに、ムスタシャールが声をかけた。

「今日は何の芸をみせてくれる？」

　彼の方から話しかけてくれた事が嬉しくて、ジャリスは満面の笑みを浮うかべた。一歩前進、そんな言葉が頭に浮かぶ。ジャリスは今度こそ失敗しないと心で念じ、ゆっくりと顔を上げた。

「陛下、今日は冒ぼう険けん談だんなどいかがでしょう。語かたり部べ達の語るお話は楽しゅうございますよ」

　にこやかに言ったジャリスに、ムスタシャールは軽く目を見開いたが、やがて小さく頷いた。

「たまにはよかろう。何か面白い話でもあるのか？」

　ジャリスは心の中でよしっと拳こぶしを握にぎる。まずは彼と話をする事、それが大事だ。

「その昔、海を荒あらし回っていた〝海かい賊ぞく〟のお話はいかがですか？」

　ジャリスが言うと、ムスタシャールは驚おどろいたように目を眇すがめた。

「海を荒らし回る海賊？　海うみ蜥蜴とかげの事か？」

「ええ、まだ彼らが海賊と呼ばれていた頃のお話です。海賊女王と呼ばれた女海賊のお話」

　ムスタシャールの眉まゆが、ぴくんと跳はね上がる。ジャリスは再びにっこりと笑った。

「女の海賊か、それは面白そうだな」

　ジャリスは頷くと、ゆっくりと話し始めた。

「ある大陸に海賊女王と呼ばれる女海賊がおりました。もちろん海賊ですから、船を襲おそい荷物を奪うばいますが、人を殺さないという信条が彼女にはありました。何百人といる乗組員達もそんな彼女を慕したっておりました……」

　ジャリスの話を、ムスタシャールは目を瞑つぶって聞いていた。ジャリスは自分の経験を交まじえて作った話を彼に聞かせた。

「……彼女が助けた鳥は、ブブ鳥だったそうですよ。人の何倍もある怪かい鳥ちよう。彼女はそれに乗って、空を自由に旅することもできたそうです。船よりもずっと速いけど、難点は水の上にしか着地できないこと。泳げない乗組員はその度たび苦労することになりました」

　ジャリスが身み振ぶり手て振ぶりを加えて話をすると、ムスタシャールが口元に笑えみを浮かべた。背後にいるコダートがむっとしているだろう。泳げない乗組員とは彼の事だ。

（ごめんね。コダート。でも今は陛下の心を摑つかまなきゃならないの）

　ジャリスはそう心の中で詫わびた。壇上のムスタシャールをちらりと見あげると、彼は目を細めて、広間の窓から外を見つめていた。

「空か。余は若い頃船に乗った事はあるが、空は飛んだ事がない。気持ちいいのだろうな……」

「ええ、潮風とはまた違ちがいますよ。少し冷たくて乾かわいた風が吹ふいてるんです。空から下を見ると、建物も豆まめ粒つぶみたいに小さくて……」

　すらすらと答えたジャリスに、ムスタシャールが目を丸くした。

「まるで飛んだことがあるような言い方だな」

「えっ……、あ、いや、そんな感じらしいと話を聞いただけです」

　慌あわてたジャリスは、息を整えて話を続けた。今までの明るい口調とは違い、ぐっと声を落として、辛つらそうに視線を落とす。

「ですが、そんな彼女に海の悪あく魔まが襲いかかりました」

　深刻な様子のジャリスに、ムスタシャールが目を見開いた。

「何だと？　何だ、その悪魔とは……」

「大きな嵐あらしと竜たつ巻まきです。自然の猛もう威いが彼女たちの船を襲ったのです。さすがの彼女も太刀たち打うちできません。彼女は転てん覆ぷくした船から一人でも多くの仲間を助けようとしましたが……」

　ジャリスは沈ちん痛つうな面おももちで目を伏ふせる。その様子を見たムスタシャールは、身を乗り出した。

「ま、まさかそのまま死んでしまったのか？」

　慌てて聞いたムスタシャールに、ジャリスは小さく頷うなずいた。それを見た彼は、額に手を当てて大きなため息をつく。

「そんな物語があるか。主人公が死ぬような話などつまらぬぞ」

　落らく胆たんしたように呟つぶやいたムスタシャールを、ジャリスは顔を上げて見つめた。

「完全に死んだ訳ではありません」

「ど、どういう事だ？」

「女海賊は死ぬこともできず、数人の仲間達と幽ゆう霊れいになってしまったのです。そして幽霊船に乗り、人間に戻る方法を探すため、今でも海を彷徨さまよっているのだと言います」

　ジャリスはそう話を結ぶ。ムスタシャールは、困こん惑わくしたように口を開いた。

「そ、その話はまさか……」

「伝説のお話でございます。ですがその幽霊船は確かに存在するのだと、わたしは聞いております。そして彼女たちを人間に戻す方法があるのだとも」

　ジャリスは再び頭を下げた。これだけ慎しん重ちようなムスタシャールに、いきなり幽霊船を救う為ために協力して欲しいと言うのは、得策ではないと思ったからだ。まずはムスタシャールに幽霊船の事情を話し、理解して貰わねばならない。ドフィーランに現れる幽霊船には、彼も頭を痛めているはずだ。解決する方法があれば、話に乗ってくるとジャリスは踏ふんでいた。

「……人間に戻す方法とは何なのだ？」

　案の定、ムスタシャールが身を乗り出した。その瞳ひとみに今までにない光が宿った事に気付いて、ジャリスは心の中で拳を握る。

（よしっ、ここで事情をはなせば……）

　ジャリスは顔をあげ、ムスタシャールの目を見つめた。

「ある国に伝わる国宝を使う必要があるそうです。そしてその為には王宮の水門を開け、船を王宮の運河に導く必要が……」

「ならぬっ」

　だがジャリスが最後まで言わない内に、ムスタシャールの怒ど号ごうが広間に響ひびいた。ジャリスが驚いて顔をあげると、ムスタシャールは輿こしの上に立ち上がり、顔を真っ赤にさせていた。

「水門は開けられぬっ。誰が侵しん入にゆうしてくるかも判わからぬのだぞ！　余はもう裏切られるのはごめんだっ」

　叫さけんだムスタシャールが、慌てたように口を噤つぐんだ。そして顔を顰しかめ視線をそらす。

「も、もうさがれっ。余は疲つかれた。ジャリスとやら……もうこの王宮に来る事は許さぬ。そんな世よ迷まい言ごとは聞きたくないっ」

　言い捨てたムスタシャールは、そのまま男達に命じて輿を動かした。

「へ、陛下……！」

　ジャリスは立ち上がり後を追おうとしたが、側にいたカリーフに止められた。みると彼は、落胆した表情で首を振ふる。

　ムスタシャールの怒いかりに触ふれてしまったジャリスは、彼が立ち去るのを呆ぼう然ぜんと見送るしかなかったのだった。
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　夜になるのを待って、ジャリスは再びキャルリ達を呼びだした。暗くら闇やみの中から突とつ然ぜん姿を現すドゥハーン号は、何度見ても不気味でジャリスはびくびくしてしまう。キャルリ達とは何とか普ふ通つうに話せるようになったが、幽霊が苦手な事には変わりない。

「陛下を怒おこらせてしまったわ……」

　肩かたを落としたままジャリスは呟いた。船長室の椅い子すに座ったキャルリに、王宮での出来事を話していたのだ。キャルリは困ったように、大きく息をついた。

「今の国王は随ずい分ぶんと人ひと嫌ぎらいだね。乳兄弟に裏切られたのがよほど辛かったんだろうね」

　ムスタシャールを裏切ったという男は、同盟に所属していたという。詳くわしい事情はカリーフに聞いても教えては貰もらえなかった。しかしナッシルやアブウが知っている昔のムスタシャールは、今とはまったく違うという。

「……やっぱり陛下が変わってしまった原因はそれよね」

　ジャリスは呟くと、ふいに浮うかんだ考えに思わず立ち上がる。キャルリは驚いたようにジャリスを見あげた。

「どうしたんだい？」

「同盟の支部長に会って、詳しい経けい緯いを聞いてみる。支部長なら何か知ってるはずだもの」

　ジャリスの言葉に、キャルリが眉まゆ根ねを寄せた。

「一体どうやって行く気だい？　支部は隣となり町まちだ。あんた達の船は動かせないだろう？……また何にも考えずに、思いついたことをやってるだけじゃないの」

　ジャリスは思わずドキッとした。慌ててふり向くと、キャルリの真しん剣けんな視線とぶつかる。

（うっ……反論できない……）

「……ちゃ、ちゃんと、手はあります」

　ジャリスは慌てて言うと、船長室を後にする。隣町に行くためにはどうすれば一番いいのか、ジャリスはぐるぐると考えを巡めぐらせていた。




　ジャリスはドゥハーン号の甲かん板ぱんに出ると、月明かりを見あげて鳥笛を取り出した。

「おい、ジャリス。どこに行くんだ」

　そこへ同じく船室から出てきたコダートが声をかける。

「ちょっとブシャカの同盟支部まで行って来るわ」

　振り向いたジャリスに、コダートが眉み間けんにしわを寄せた。

「何しに行くんだ？」

「陛下を暗殺しようとした男の話を、支部長に聞きに行くわ。陛下があんなに人嫌いになったのは、その事件が原因みたいだし詳しく知りたいの」

「じゃあ俺も……」

　歩み寄ったコダートを、ジャリスは両手で押しとどめた。

「一人で大だい丈じよう夫ぶよ。それにルークに乗って行くのよ」

　空を指さすと、コダートが途と端たんに嫌いやな顔をした。この鳥笛でやってくるのは、巨きよ大だいな怪かい鳥ちようのルークだ。ジャリスが幼い頃ころ助けたルークは、今でも鳥笛を使って呼ぶと、どこにでもやってきてくれる。ただしあまりに巨大な為、下りる時には潰つぶされないよう水の中に飛び込まなければならない。泳げないコダートは、ルークに乗るのを嫌がっていた。

「いくらバルク号が動かせないからって、他ほかに方法はあるだろう？」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰したような表情のコダートに、ジャリスは小さく首を振った。

「悠ゆう長ちようにしていられないわ。キャルリ達も急ぐ理由があるし、それにわたしは一人で大丈夫よ」

　笑えみを浮かべるが、コダートは不満そうに腕うでを組んだ。

「一人でって……危ないだろう？」

「わたしは船長よ。一人でだって話を聞きに行くぐらい平気よ」

　思わずそう口をついて出たのは、以前キャルリに言われた〝一人じゃ何もできないの？〟という言葉が、ジャリスの心の片かた隅すみでひっかかっていたからだ。

「お前……キャルリに言われた事、気にしてるのか？」

　だがジャリスのそんな思いは、勘かんのいいコダートにはお見通しのようだ。ジャリスは思わず彼から視線をそらした。意地を張っている訳ではないが、キャルリに言われた事が、ジャリスの心でくすぶっているのは事実だった。

「あんなの気にすることないだろう。お前はお前なんだし」

　ふいに聞こえたのは優やさしい声だ。顔を上げると、コダートが少しだけ視線をそらした。頰ほおをうっすらと赤くした彼は、わずかに息をつくと、再びジャリスを柔やわらかな眼まな差ざしで見つめた。

「お前とキャルリは違ちがうんだ。彼女は確かに船長として優ゆう秀しゆうかもしれない。でも人を纏まとめる力はお前にだってある。みんなで協力するのは悪い事じゃない。みんなを……お、俺を頼たよっても全然構わないんだぞ。それが船長として失格だなんて、俺は思わないんだから」

　コダートの言葉は何より嬉うれしかった。彼はいつも一番大事な時に、優しい言葉をくれる。

　それでもジャリスは、目を細めたまま首を横に振った。

「ありがとう。……でもここは、わたしの好きにさせて。すぐに戻もどってくるから」

　微笑ほほえんだジャリスは、鳥笛を口にして思いっきり吹ふいた。しばらくして風が巻き起こり、甲板に巨大な怪鳥ルークが舞まい降おりる。その重みで船がぐらりと大きく揺ゆれた。

「じゃあ、行ってくるね」

　ルークの足に縄なわを結びつけ、それに足をかけたジャリスはそう言い残すと、夜空へと飛び立った。段々と上空に向かいながら、心配そうにこちらを見あげるコダートの視線を、ジャリスは身体からだ全体で感じていた。
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「行ったみたいだね」

　ジャリスを見送ったコダートは、その声に振り向いた。見るとキャルリが船室に続く扉とびらに凭もたれて静かに立っている。コダートは思わず彼女を責めるような表情をした。

「ジャリスにまた何か言ったんだろう？」

「別に、大したことは言ってないよ。……でもあんた達はあんまり心配しすぎなんじゃないのかい？　あの子は一人だって平気だよ。本人も言ってただろう」

　肩を竦すくめたキャルリに、コダートは冷たい視線を向けた。

「余計な事をジャリスに吹き込むな。ただでさえ無む鉄てつ砲ぽうなんだ」

　凄すごみのきいたコダートの声だったが、キャルリは余よ裕ゆうの笑みを崩くずさない。

「自分の事は何言われても表情一つ変えないくせに、あの子の事になると怒るんだ」

　からかうように言ったキャルリだったが、コダートの鋭するどい視線に射貫ぬかれて、浮かべた笑みをふいに真剣な物に変えた。

「その殺気やめてくれない？　あんたとはやり合いたくないんだ」

　キャルリの低い声に、コダートが眉まゆをつり上げた。

「なぜ？」

「あんた、目が赤くなってるよ。……人間じゃないんだろ」

　キャルリに指さされて、コダートははっとする。そして思わず自分の目に手をやった。コダートの母親は魔物ジンだったという。不思議な金の指輪を身につけて以来、コダートは少しずつ魔物としての力に目覚め始めていた。先日その力が暴走してからは、指輪をジャリスに預けている。しかしそれでも感情が高ぶると、こうして目が赤くなってしまうのだ。

「人間相手なら負けない自信はあるけど、あんた達魔物ジン相手はごめんだね。こっちが消しよう滅めつさせられるからさ。それにあんた、剣けんの腕も相当だろう？　動きをみれば判わかるよ。あんたみたいなのと戦うのは願い下げだ」

　表情を緩ゆるめたキャルリは、ジャリスが飛び立った夜空を見あげた。

「あの子はいい船長になる。あんた達みたいなアクの強い男どもを纏めてるんだ。でもあんたも言ったように無鉄砲な所があるね。それに若いせいか先走りしやすい。今まではそれでも何とかなったかもしれないけど、これから旅を続けていく気なら、自分を見つめ直す事も必要さ」

　きびすを返したキャルリに、コダートは目を見開く。そして彼女の背中に問いかけた。

「まさか、それでジャリスにあんな事を？」

　戸と惑まどうようなコダートの声に、キャルリは振ふり返って笑った。

「さあね、ご想像にお任せするよ」

　片目を瞑つぶったキャルリは、そのまま船室に入っていってしまったのだった。
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　ドフィーランの隣となりにブシャカの町はある。同じ海沿いではあるが運河はなく、港もこぢんまりとしていた。石造りの塀へいに囲まれた同盟支部は、このブシャカの港にあった。

　見張りの男はジャリスが身分を名乗り、特別任務について報告に来たと告げると、支部長のハディスに取り次いでくれた。通された広い部屋は支部長室で、壁かべ際ぎわには天てん井じようまで届く本ほん棚だなと、大きな机がある。その机に向かい書類に目を通していたのは、細身の身体を黒い服で包んだ支部長のハディスだ。同盟の中でも厳格で知られる彼は、部屋に足を踏ふみ入れたジャリスを一いち瞥べつしてゆっくりと口を開いた。

「状じよう況きようは？」

「幽ゆう霊れい船せんの探たん索さくは進めております。それに関連したことで、支部長に教えて頂きたいことが」

　机越ごしに向かい合ったジャリスに、ハディスは眉根を寄せた。

「なんだ？」

「ネイレス国の国王のことなんですが……」

　ジャリスは国王暗殺を謀はかった男の事を、ハディスに単刀直入に聞いた。彼は静かに目を伏ふせ聞いていたが、やがてゆっくりと首を振る。

「それが幽霊船と何の関係がある。暗殺事件は機密事じ項こうだ。たとえ見習いでも教えられない」

　はっきりと言われ、ジャリスは思わず、両手を机について身を乗り出す。

「それを知らないと幽霊船の探索に支障がでるんです。お願いです、ハディス様」

　だが彼は目を閉じたまま首を振るだけだ。それでもジャリスは食い下がった。

「ハディス様だってムスタシャール王のお怒いかりを解きたいでしょう？　このままでは、ネイレス国は同盟の賛同国から脱だつ退たいしてしまいます」

　ジャリスが必死で訴うつたえると、ハディスはすっと目を開けた。一見冷たそうに見える一ひと重えの黒い目で、ジャリスを見み据すえる。

「判っている。私も何度も王宮に足を運んだが、話を聞いてもらうどころか、会うことすら叶かなわなかった。……陛下のあのご様子では、ネイレス国と同盟の溝みぞはますます深まるばかりだ」

　ハディスは眉間にしわを寄せ、深々と息をついた。

「陛下のお怒りを解くには、五年前の事件を詳しよう細さいに調べるべきだと思います」

「それもよく判っている。あの事件の事は、支部でも手を尽つくして調べたのだ。しかし……」

　何かを言いかけたハディスは、しばらく考え込むように目を伏せた。

「暗殺事件があってから、陛下は人が変わってしまわれたと王宮の人々も嘆なげいています。わたしがお会いした時も陛下はお辛つらそうにしておられました。裏切られるのはもうごめんだと……」

　ジャリスの言葉を聞いたハディスが、驚おどろいたように顔を上げた。

「陛下とお会いできたのか？」

「はい。ですが、同盟の見習いだということは伏せました。ハディス様、わたしに陛下の説得役を任せてはもらえませんか？　暗殺事件の真相を調べて陛下のお心を少しでも軽くしてさしあげたいんです。それがひいては、この支部の為ためにもなると思います」

　きっぱりと言い切ったジャリスを、ハディスがみつめた。そしてしばらく考え込んでいたが、やがて小さく頷うなずいた。

「……いいだろう。お前に真実を話そう。五年前の国王暗殺事件。暗殺者はマラカ、同盟の海かい賊ぞく見習いだった男だ」

　姿勢を正したジャリスは、ゆっくりと頷いた。そのマラカという男を知ることが、国王の怒りを解く手がかりになるはずだ。そうジャリスは信じていた。

「だがその話は仕組まれた物だ。マラカは暗殺者などではない」

　黒い瞳ひとみを光らせたハディスに、ジャリスは驚いて息を吞のむ。

「ど、どういう事なんですか？」

「それが判らぬのだ。本人も最初は暗殺について否定していた。私も彼がそんな大それた事ができる男ではないと知っていた。だからこそ、処しよ刑けいされそうになっていたマラカの身み柄がらを同盟で引き取り、彼の無実の証しよう拠こを探そうとしたのだ。だが彼は急に意見を翻ひるがえした。自分が暗殺を企くわだてたのに間ま違ちがいないと。それきりどれだけ聞いても何も言わなくなってしまった」

「どうしてそんな……？」

　言葉を詰つまらせたジャリスに、ハディスは厳おごそかに口を開いた。

「新しい風が吹いた方が、闇やみに覆おおわれた真実が見えるかもしれん……。ジャリス、どうしても調べたいというのなら、直接本人に聞いてみるといい。マラカは今、この支部の地下牢ろうにいる」

　低いハディスの声は、石造りの部屋に重々しく響ひびいたのだった。




　支部の地下は暗く、ごつごつとした石壁かべにはいくつもの鉄てつ格ごう子しが並んでいる。狭せまい地下牢は、外の暑さが噓うそのようにひんやりとしていて、肌はだ寒ざむささえ感じる。じめじめとしていて、どこからか水すい滴てきの落ちる音が、ピシャーンと聞こえてきた。誰もいない牢ろう獄ごくは、静まりかえっていて薄うす気き味み悪わるかったが、それでもジャリスは気を強く持って奥へと足を進めた。

「あなたが……マラカ？」

　地下牢の一番端はし、一ひと際きわ暗いその部屋を手に持ったランプの明かりで照らすと、後ろを向いて座っている男の姿が見えた。所々破れた灰色の服に身を包み、大おお柄がらな身体からだを丸めた男がゆっくりとこちらを向く。

（あ、なんか優やさしそうな目……）

　それがジャリスの第一印象だった。無ぶ精しようひげだらけだが、彼の垂れ気味の目は、穏おだやかで優しい光を持っていた。目は口ほどに物をいうという。通説でしかないが、ジャリスは彼の瞳を見て、ほんの少しだけ安あん堵どした。おそらくムスタシャール王より少しだけ若いだろう。細身に見えるが、服から覗のぞく腕うでは隆りゆう々りゆうとしていて逞たくましかった。

「あんた、誰だ？」

　ジャリスの金きん髪ぱつを眩まぶしそうに見つめた彼は、目を瞬またたかせて呟つぶやいた。ジャリスは気持ちを奮い立たせて口を開く。

「わたしはジャリス。海賊同盟の見習いよ。あなたに話を聞きたくて来たの」

　身体をよじって、座ったままこちらを向いたマラカが、驚いたように目を丸くした。

「異国の民たみで、女性の海賊見習いなんて初めてだ。しばらく外にでない内に同盟も変わったな」

　あぐらをかいたマラカが微笑ほほえむ。最初の印象通り、優しい表情を浮うかべたマラカに、ジャリスも口元を緩めた。異国の民ではないのだが、今はそれを訂てい正せいする気も時間もなかった。

「俺に聞きたい事ってなんだ？　でもしばらく誰とも話してないから、うまく話せるかな……」

　咳せき払ばらいをしているマラカに、ジャリスは本題を切り出した。

「ネイレス国のムスタシャール王の事を教えて欲しいの」

　だがジャリスの言葉を聞いた途と端たん、マラカは表情を一変した。顔を強こわばらせ視線をそらす。

「その話はしたくない。あれは俺が悪いんだ。俺はいくらでも罰ばつを受ける。早く処刑してくれとハディス様に伝えてくれっ」

　硬かたい声と表情のマラカは、そのまま背を向ける。ジャリスは思わず鉄格子を握にぎりしめた。

「お願い、真実が知りたいの。あなたは暗殺者じゃなかったんでしょう？　このままじゃ陛下は誤解したままよ」

「……違ちがう、俺がやったんだ。もうそれでいいじゃないか！　俺が処刑されればすべて丸く収まるんだ」

　強い口調とは裏腹に、マラカの背中が震ふるえていた。その口くち振ぶりと態度は、どうみても彼が本当の事を言っているようには見えなかった。

「今の陛下はすっかり人ひと嫌ぎらいになってしまわれたわ。身体も心も鎧よろいでがんじがらめになってる。このままじゃ、ずっと人を信じられない国王スルタンになってしまうわ。それでもいいの？」

　それを聞いたマラカは、ふっと顔をあげた。そして少しだけジャリスの方を向く。

「人を信じられないって……ムスタシャール王が？　あの方は誰にでもお優しくてとても立派な方だ。俺はあの方を尊敬してるんだ」

　戸惑うようにマラカの瞳が揺ゆれている。ジャリスは小さく首を振った。

「今は違ちがうわ。誰も側に近寄らせない。あなたの事件があってから」

　ジャリスが言うと、マラカは慌あわてたように立ち上がった。そして足をもつれさせながらも、ジャリスの側まで駆かけ寄る。

「そんなっ。俺はただ、俺さえ罪を認めれば、あの方にはもう危険が及およばないと思って……」

　そこまで言ったマラカは、慌てたように伸のび放題の髭ひげの生えた口元に手を当てた。だがジャリスはその言葉を聞き逃のがさなかった。

「それはどういう意味。あなたが罪を認めれば、陛下の身に危険が及ばないってどういう事？」

　ジャリスの問いかけに、マラカが顔を背そむける。そんな彼に、ジャリスは優しく語りかけた。

「わたしは陛下のご心痛を取り除きたいの。知ってる？　陛下は何枚もの鎖くさり帷子かたびらを身につけ、何人もの兵士達に身を守らせながら生活してる。食事も満足に食べないからすっかりやせ細ってるわ。あの事件があってから王宮の外には一歩も出ていない。このままじゃ、本当に病気になってしまうわ。わたしこの状じよう況きようを何とかしたいと思ってる。だからお願い、話して。本当の事を」

　ジャリスが必死に言うと、マラカはぎゅっと目を瞑つぶり俯うつむいた。そしてしばらく考え込んだ後、小さく頷いたのだった。




「俺は、ムスタシャール様とは乳ち兄きよう弟だいなんだ。親は身分は低いけど、一応貴族で。でもあの方は身分なんて気にせず、俺をまるで本当の兄弟みたいに扱あつかってくれた」

　鉄格子の向こうで、こちらにむかってあぐらをかいたマラカが、とつとつと話し始めた。ジャリスも冷たい床ゆかに座り込み話を聞いている。

「あの方は昔から国同士がもめてることに心を痛めておられた。だから俺は海賊になろうと思ったんだ。国の役人になるよりも、その方がずっとあの方の役にたてると思ったから」

　俯いたマラカは、自じ嘲ちようするように口元を歪ゆがめた。

「でも全然駄だ目めだったよ。十年近く旅して、一つの試練も果たせなかった。一枚の旗も貰もらえなかったんだ。ムスタシャール様は、ネイレス国の旗を無条件で渡わたそうとしてくれたけど、俺はそれを断った。だって試練を果たしてないんだから」

　海賊になりたいという人間は多い。しかし一枚でも旗を手に入れられるのは数十人に一人だという。すべての旗を集めた者はここ数年では一人もいなかった。

「俺は焦あせってた。見習いは、十年間で一枚の旗も手に入れられなければ、同盟から除じよ籍せきになる。船まで用意して見送ってくださったムスタシャール様の為にも、それだけは避さけたかった。そんな時、サウルナ国に滞たい在ざいしていた俺を大だい神しん殿でんの神官が訪たずねてきて、ある依い頼らいをしたんだ」

「大神殿って……アリフラスト神を祭ってある？」

　アリフラスト神はアラバーナ大陸で最も信しん仰こうされている神だ。各国にも神殿はあるが、その中心はサウルナ国の大神殿だ。それがあるためサウルナ国は神国と呼ばれ、アラバーナ大陸でも一目置かれる存在となっている。

「そうだ。神官は、万病に効く薬草をとって来て欲しいと言った。凄すごく珍めずらしい薬草で、ネイレス国の湿しつ地ち帯たいにしか生息していないらしいんだ。だからネイレス国出身の俺に頼たのむと。もし採ってきてくれれば、国王に試練として認めるよう進言してくれるって言うんだ。だから俺は薬草を採りに行って……色々とあったけど、無事手に入れてサウルナ国へ持っていったんだ。出で迎むかえてくれた神官が、シャリフ王は身体の調子が悪いから、試練として認めるにはちょっと時間がかかるって言った。そしてその時、神官からムスタシャール様が病気だって話を聞いたんだ。俺は驚おどろいて飛んで帰ったよ。そうしたら本当の事で……。床とこに臥ふせったムスタシャール様はすごく苦しそうだった。だから俺は余分に採ってきた薬草を煎せんじて……」

　言葉に詰まったマラカに、ジャリスはその続きが想像できた。

「……ムスタシャール王に飲ませたのね」

　ぐっと唇くちびるを嚙かみしめたマラカは、小さく頷うなずく。目にうっすらと涙なみだを浮かべるが、堪こらえるように顔を歪めた。そしてゆっくりと話を続ける。

「どんな病気にでも効くって神官が断言したんだ。大神殿は薬草の研究が盛んで、その研究材料として使うんだと。それに俺の船の乗組員が肺病を患わずらっていて、試ためしに神官が煎じてくれた薬を飲んだら、すっかり治ったんだ。だから間違いないと思った。……ムスタシャール様は俺を信しん頼らいしてくれていたから、薬を持ってきたというと凄く喜んでくれた。なのに、それを一口飲んだ途端、あの方は急に苦しみだした。すぐに医者が薬を吐はき出させたから大事には至らなかったけど、あの方の苦しむ顔が今でも忘れられない。信じられないと俺を疑った目を」

　マラカは俯くと、頭を抱かかえて大きく震えた。

「……その薬草は、一体何だったの？」

　その姿が痛々しくて見ていられない。しかしジャリスは真実を知るためにもそれを聞いた。

「すごく珍しい毒草だったそうだ。ネイレス国の学者も見た事がないと言ったらしい。でも俺も詳くわしい事は知らない。すぐに捕つかまって牢ろうに入れられたから。それからムスタシャール様には会わせて貰えない。あの方は俺の顔も見たくないと仰おつしやったそうだ。俺は毒だなんて知らなかったと訴うつたえたけど、王宮の人間は誰も信じてくれなかった」

「じゃあ、なんで途と中ちゆうから罪を認めるような事を言ったの？　ハディス様はあなたのことを信じてくれてたんでしょう？」

　ジャリスが聞くと、マラカは急に表情を硬くした。

「そ、それは……言えない。言っちゃ駄目なんだ」

　マラカが再び顔を背ける。ぎゅっと唇を嚙みしめた彼に、ジャリスは食い下がった。

「ここで黙だまってしまったら、陛下はずっとあのままよ。王宮のみんなが陛下に元に戻もどって欲しいって思ってる。それができるのはあなただけなのよ」

　ジャリスは花をくれた王宮の侍じ女じよの事を思いだした。宴に来ていた人々も、ずぶ濡ぬれになってもムスタシャールが笑ってくれたことの方がずっと嬉うれしそうだった。

　マラカは額に両手を当てて俯いた。二人が黙り込むと、静けさが辺りを支配する。それでもジャリスは、焦らずマラカの言葉を待った。そしてしばらくの沈ちん黙もくの後、マラカは顔を上げ、ジャリスの真しん剣けんな青い瞳ひとみを見つめると、意を決したように重い口を開いた。

「手紙が……手紙が届いたんだ」

　辛つらそうに眉まゆ根ねを寄せ、戸と惑まどうような視線を向けたマラカは、一言呟いた。

「手紙って……どんな？」

　ジャリスは、出来る限り声を荒あららげないように注意した。静かに優やさしくマラカに問いかける。

「同盟支部の牢に入れられてすぐだった。……隣となりの牢に入れられた男が、鉄てつ格ごう子しの隙すき間まから俺に手紙を渡したんだ。ある人物に頼まれたって言ってた。手紙には〝口は災わざわいの元。罪を認めなければ、男に降りかかった災難がお前の大事な人にも襲おそいかかる〟と書かれていた。その時は何のことだかさっぱり判わからなかったんだけど、次の日手紙を持ってきた男が死んだんだ。毒を飲んだらしくて……。自殺で処理されたけど、俺は違うと思う。きっと誰かが殺したんだ」

　マラカはその時の事を思いだしたのか、ぶるっと身体からだを震わせた。

「俺が罪を認めないと、同じ事がムスタシャール様に起こるんだと見せつける為ために」

　呟つぶやいて身を竦すくませたマラカに、ジャリスは目を見開いた。

「一体、何でそんな事を、だって……」

　言いかけて、ジャリスは慌てて口を噤つぐんだ。何を言いたいのか判ったらしいマラカが、ふっと口元を歪めた。

「そんな面めん倒どうな事をするくらいなら、俺を殺せばすむ話、あんたそう言いたいんだろう。だけどハディス様が、俺を処しよ刑けいしようとしている王宮側からの暗殺を恐おそれて、警備を厳重にしてくれてるんだ。牢の鍵かぎはハディス様しか持ってないし、食べる物も十分気をつけろと言われてる。多分そのせいで、なかなか俺に手を出せなかったんだと思う」

　地下牢の入り口にいた見張りの男達を、ジャリスは思いだす。マラカ一人の牢ろう獄ごくに、数人の見張りがつけられていた。背筋を伸ばして立つ彼らは、どんな敵をも寄せ付けないのだろう。

「手紙の事は、ハディス様には？」

　ジャリスが聞くと、マラカはゆっくりと首を横に振ふった。

「言ってない。……でもその男が死んですぐ、俺が罪を認めたから、ハディス様もおかしいと思われたようだ。それ以来、地下牢に他の罪人が入ってくる事はなくなった。だけど……俺はもういいと思ったんだ。俺は支部に移されたけど、一緒に旅してた乗組員達は、ネイレス国の軍に捕まったままだった。軍からも、俺が罪を認めれば、彼らは釈放するって言われてたし……。それに何より、あの方に危険が及およぶのは嫌いやだった。もう誰も傷つけたくなかったんだ」

　殉じゆん教きよう者の如ごとき表情で目を伏せたマラカは、低い声を牢に響ひびかせた。

「でもおかしいわ。なぜそんな手間のかかる事までしてあなたに罪を認めさせる必要があるの？　こういってはなんだけど、あなたの話を王宮の人たちはまともに取り合わなかったし、陛下と直接話をする事もできなかったんでしょう？」

　マラカが自分の無実を証明する事はできなかっただろう。知らなかったとはいえ、毒を飲ませた事は事実なのだ。

　疑問を投げかけたジャリスに、マラカは小さく頷いた。

「ああ、信じてくれたのはハディス様だけだ。もし本当に殺すつもりなら、もっとうまくやってただろうってね。それに俺にはそんな度胸はないって断言されたよ」

　肩かたを落としたマラカは、そのまま項うな垂だれる。

「……俺は浅はかで馬ば鹿かな男だ。こんなんだから見習いの旗一つ満足に手に入れられないんだ」

　頭を抱えたマラカに、ジャリスは彼の話を整理しようと考え込んだ。

（噓うそを言っているようにはみえない。でも……）

　ジャリスとしてはマラカを信じたい気持ちで一いつ杯ぱいだ。支部長のハディスとてマラカを匿かくまっているのは、彼が無実だと信じているからだろう。しかしジャリスは、証しよう拠こが欲しかった。そう、ムスタシャールが納なつ得とくできる、マラカが無実である確かな証拠だ。

　このままではムスタシャールの誤解は解けないだろう。何より、もしマラカが無実なら何とかしたかった。真実を突つき止とめなければ、彼はきっとここで朽くち果はてるまで、自分の愚おろかさを悔くい続けるに違ちがいない。

（何だろう、何か気になる。さっきのマラカが言ってた手紙の話……）

「ねえ、マラカ、〝口は災いの元〟ってどういう意味かしら？」

　ふとジャリスはそう聞いた。さっきからずっと引っかかっていたのはその部分だ。

「え？　それは余計なことは言うなって事だろ」

「そうだけど、何でわざわざ強調するのかしら。それにその薬だって、どんな病気も治せる万ばん能のう薬やくだったはずでしょ。それがどうして毒薬に？」

　もう一つ判らないのはそこだった。マラカは困こん惑わく気味に目を伏せる。

「それが俺にも判らないんだ。神官に渡した薬草と同じ物だったし。もちろんすり替かえられた可能性もない。俺が余分に持ってるなんて神官以外には言わなかったし……。でもおかしいのはそれだけじゃないんだ。ハディス様が調べてくれたけど、大神殿ではそんな依い頼らいはしてないと言われたそうだ」

　マラカの言葉に、ジャリスは驚いて目を見張る。

「どうしてそんな事言われたの？　だって神官からの依頼だったんでしょ」

「ああ、でも大神殿には、俺が会った神官はいなかったそうだ。支部でもその男の行方ゆくえを捜さがしてくれたけど、結局見つからなくて。でもその男は、神官の証あかしである錫しやく杖じようを持ってた。だから俺は間ま違ちがいないと信じてたんだ。だけどハディス様は、おそらく神官の身分を騙かたった者が、俺を騙だまして薬草を採とりに行かせたのだろうと仰っていた。乗組員の肺病が治ったのは、きっと煎じる時に違う薬とすり替えたんだろうと。ただ……」

　言いかけて口を噤んだマラカに、ジャリスは詰つめ寄よった。

「ただ？　ただ何なの？」

「あ……いや、これは多分、俺の聞き間違いだと思うんだけど……その神官が付き添そいの男と妙みような事を話してたような気がしたんだ」

　自信なさげに目を伏ふせたマラカに、ジャリスは鉄格子越ごしに顔を寄せた。

「なんでもいいわ。話してちょうだい」

「聞きかじっただけだから、はっきりはしてないんだ。だから誰にも言えなかった……」

　マラカは呟くと、ある話をジャリスに聞かせてくれた。それを聞き終わったジャリスは、思わず愕がく然ぜんとした。そして青い瞳を見開いてマラカを見つめる。

「もしそれが本当なら……大変な事だわ。マラカ、その時の事を詳しく思いだして！」

　頷うなずいたマラカは、記き憶おくを辿たどるように目を瞑つぶる。地下牢の天てん井じように設けられた小窓から、一筋の西日が差し込み始め、マラカの戸惑うような表情を照らしていた。
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　王宮の大広間にある窓からは、太陽が海に沈しずむ雄ゆう大だいな光景が見み渡わたせる。しかし鎖帷子を着込んだムスタシャールは、それには目もくれず跪ひざまずいている男に問いかけた。

「サウルナ国の使者よ。遠路はるばるご苦労であった。シャリフ王のご病状はどうだ？」

　本来なら初対面の者とは会わないのだが、正式な書状を持ってやってきた使者を無視するわけにもいかず、距きよ離りをとった上で面談した。うだるような暑さで汗あせが吹ふき出るが、ムスタシャールは鎖帷子を脱ぬぐ事が出来ない。脱ぐと不安になって、いてもたってもいられなくなる。鎖帷子がどんどん厚くなっているのにも気付いていたが、どうする事もできなかった。

　使者との間にいる男達もまた、ムスタシャールにとってはなくてはならない存在だ。彼らはあのおぞましい事件があって以来、部屋の外にも出る事ができなくなったムスタシャールに、自分達の方から警護をすると名乗りをあげた。それでも信用できないと言ったムスタシャールに、彼らは人ひと質じちとして家族を差しだした。もし自分達が裏切るような事があれば、家族にも同様の処しよ罰ばつをと訴うつたえたのだ。ムスタシャールはそれを聞いて、やっと彼らを信用する気になった。

　そんな彼らの向こうで跪いている使者は、ハジと名乗る男だ。彼はこの国の貿易の状じよう況きようを視察する為やってきたという。如じよ才さいなく微笑ほほえむ彼に、なぜだかムスタシャールは悪お寒かんを覚えた。

「快復に向かっておられます。ですがお年を召めしておられるので……」

　サウルナ国の国王スルタンシャリフは、ムスタシャールの最も尊敬する国王だ。その英断で、この大陸を戦争という長い暗黒の時代から解き放った。だがムスタシャールより三十歳も年上の彼は、近年病びよう床しようにあるという。

「何か協力できる事があれば、いくらでも言ってくれ」

　ムスタシャールが言うと、ハジは感謝の言葉を述べて深く頷いた。

　しばらく話をした後、ハジは退席するための挨あい拶さつをして、ゆっくりと立ち上がった。きびすを返そうとして、何かを思いだしたように振り向く。

「そうでした。陛下、シャリフ王が、シンリクット船長の孫が海かい賊ぞく見習いになったと聞いて、お会いしたいと仰おつしやっておられました。どうやらこのドフィーランに滞たい在ざいされているようなので、もし何か情報があればお教えいただけるとありがたいのですが」

　その言葉にムスタシャールは顔面を引きつらせた。頭に血が上り、身体からだ中じゆうが震ふるえた。

「こ、ここに同盟の人間などおらぬっ」

　思わず放った怒ど声せいに、ハジが驚おどろいたように軽く目を見開いた。

　同盟と聞くと、あの男の事を思いだしてしまう。誰よりも信しん頼らいしていた。少し間の抜ぬけた所はあったが、穏おだやかに笑う乳ち兄きよう弟だいのマラカは、王位を狙ねらって反目していた本当の兄弟達よりも、ずっと近い存在だった。

　ムスタシャールは、そっと膝ひざに手をやった。鎖帷子に隠かくれている膝には、大きな傷きず痕あとがある。子供の頃ころ、ムスタシャールは側近達の目を盗ぬすみ、マラカだけを伴ともなって狩かりにでかけたのだ。だが落馬したあげく崖がけから転がり落ちてしまった。幸い膝の怪け我がだけですんだが、歩けなかった自分を崖がけ下したまで助けに来たのはマラカだった。そしてムスタシャールに手を貸してどうにか崖の上まで登り切り、逃にげた馬の代わりに背負って、半日歩いて人のいる所まで連れ帰ってくれたのだ。ようやく王宮の人間が迎むかえに来た時には、マラカは暑さのせいで脱だつ水すい症状をおこし、足は血豆だらけになっていた。それでも彼はこう言った。

〝俺馬鹿ですよね。先に人を呼びに行けば良かったのに。辛つらい思いをさせてごめんなさい〟

　頭を下げたすまなそうなマラカの表情が、今でも目に焼き付いている。膝を怪我しただけのムスタシャールよりも、脱水症状を起こしたマラカの方がずっと重体だった。

　それ以来ムスタシャールにとって、彼は特別な存在になった。

　自分の病気を知ってマラカが王宮に戻もどってきた時は本当に嬉うれしかった。また助けに来てくれたのだと。だから彼の差しだした薬を疑うことなく飲んだ。なのに、彼は自分を裏切ったのだ。

「それはおかしいですね。彼女を見たと情報があったのですが」

　ハジは困惑したような表情で、小さく呟つぶやいた。

「彼女？」

　ムスタシャールは、それを聞き逃のがさなかった。心の隅すみで、嫌いやな予感という黒いもやが広がる。

「ええ、世間でも評判のプス船長。実は女性なんですよ。しかもアラバーナ大陸ではあり得ない金色の髪かみに、青い瞳ひとみ。どうやら母親が異国の女性らしいのです。なかなか美しいそうですよ」

　ムスタシャールの脳のう裏りに、先日の旅芸人の姿が浮うかんだ。芸は拙つたないが一いつ生しよう懸けん命めいな所や、芸人らしくない人に媚こびない様子が気に入っていた。彼女が話した幽ゆう霊れい船せんの事は、ムスタシャールもずっと心に引っかかっていた。

「ま、まさか……っ」

　あの桃もも色いろの衣装に身を包んだ旅芸人は、確かに金きん髪ぱつに青い瞳だった。彼女の笑え顔がおを思いだしたムスタシャールは、唇くちびるを戦慄わななかせる。

「どうかなさいましたか？」

　青ざめて驚きよう愕がくに目を見開いたムスタシャールに、ハジが不思議そうに首を傾かしげた。

「な、何でもないっ、もう下がれ！」

　ムスタシャールは、ハジを追い払はらうように怒ど鳴なりつけた。ハジは一礼すると、慌あわててきびすを返す。だが憤ふん怒ぬの形相になったムスタシャールは、後ろを向いたハジが冷れい笑しようを浮かべたことに気付かなかったのだった。
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　バルク号の甲かん板ぱんに立ったコダートの浅黒い肌はだを、沈む夕日が照らしていた。眩まぶしさに目を細めたコダートは、昨日ブシャカから帰ってきたジャリスの話を、頭の中で整理していた。

（うーん、判わからないことが多いな……。それにもしマラカの話を信じるとすると、事はネイレス国だけの問題じゃなくなるぞ）

　そこへただいまー、と声を上げて帰ってきたのは、ナッシルとリクだ。甲板にあがった二人は、コダートに片手をあげて会心の笑みを浮かべた。

「首しゆ尾びは上々だ。目的の物は手に入ったぜ」

　ナッシルが満足げに片目を瞑り、手にした袋ふくろをコダートに見せた。

「調べるのにどのくらいかかる？」

「そうだなぁ。まあ明日まで待っててくれよ。俺様の腕うでの見せ所だからな」

　荷物を片手に、ナッシルは早さつ速そく船室に入っていった。それを見送っていたコダートの隣となりで、リクの腹がぐうと大きく鳴る。

「腹へったー。あーあ、イーファの作る料理ちゃんと食ってみたいなぁ。うまいんだろうな」

　今にもよだれを垂らしそうな勢いのリクに、コダートが苦笑する。

「食事の支度したくはしてあるよ。イーファには敵かなわないけど、俺のメシだってうまいだろ？」

　船室を指さしたコダートに、リクが両手を上げて目を輝かがやかせた。

「うんっ、俺コダートの料理も好き。楽しみーっ」

　歓かん声せいをあげたリクは、ふと何か思いだしたようにコダートに近づいた。そしてそっと囁ささやく。

「ねえねえねえ、ずっと聞こうと思ってたんだけど、コダートってジャリスと結けつ婚こんするの？」

　いきなりの質問に真っ赤になったコダートは、慌てて両手を顔の前で振ふった。

「な、ないないない。あるわけないだろっ。天地がひっくり返ってもそんなことは……」

「ありえないでしょうね」

　コダートの言葉を引き継ついだのは、いつのまにか現れたシャルマだった。びくりとしたコダートは、思わず顔を引きつらせる。

「そ、そんなにはっきり言い切ることないだろっ。もしかしたらもしかして……というか万に一つというか百万に一つというか……」

　しどろもどろのコダートに、シャルマはふっと冷たい笑みを浮かべた。

「まあ、その気があるのなら頑がん張ばってください。応おう援えんしてますよ。ジャリスは手て強ごわいですから」

　余よ裕ゆうの表情を浮かべたシャルマに、コダートはむっとする。まるで子供でもあやすようなその言い方が引っかかった。

（手強いのはお前の守りが堅かたいからだろ！）

　だがコダートは、心の声を口にはしなかった。さすがにシャルマ相手にそんな度胸はない。

「も、もし、俺とジャリスが、けけ結婚したらシャルマはどうするんだ？」

　その代わり、コダートはシャルマに向かって聞いてみた。たまにはシャルマの焦あせる顔が見てみたい。だがそんな思おも惑わくとは裏腹に、シャルマは顔色一つ変えなかった。

「どうもしませんよ。彼女についていくだけです。……それより、もし本気でジャリスの花はな婿むこになるというのなら……」

　シャルマの、笑顔ではあるが周りを凍こごえさせるという得とく意い技わざが、コダートを攻こう撃げきした。
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「まず私の花婿修しゆ業ぎようを受けてもらいましょう。そうそう先さき程ほどあなたの料理を味見しましたが、かなり塩分が多いです。もっと控ひかえないといけませんね」

　その言葉は穏やかだ。なのにコダートは一いつ瞬しゆんで背筋が寒くなる。シャルマの言う花婿修業が、どんな物なのか想像もつかないが、これだけは判っている。

（もしもの話だが、けけ結婚なんて事になったら、これが毎日続くんだろう……俺、死ぬかも）

　ぐったりと項うな垂だれたコダートは、微笑み続けるシャルマから思わず顔を背そむけていた。




　船室へと向かうシャルマ達を見送った後、コダートは甲板の応急処置の点検に取りかかった。帆ほ柱ばしらに向かいかけたコダートは、ふと正面の運河から小こ舟ぶねが近付いてくるのに気付く。しばらくすると、小舟を下りたカリーフが、血相を変えてバルク号の甲板へ飛び込んできた。

「大変だっ。陛下からまたお召しがあった。金髪の旅芸人を呼んでくれと言われたんだ！」

　息せき切ったカリーフが、開口一番そう言った。コダートは眉まゆをぴくんと跳はね上げる。

「そりゃ凄すごい。でも俺は会いに行くのは反対だな」

　ため息混じりのコダートに、カリーフが驚おどろいたように顔をあげる。

「どうしてだ？」

　その問いに答えるのはかなり難しい。コダートは思わず額に手を当てる。本当に頭の痛いことばかりだ。この船に乗ってから、苦労が絶たえない。しかし、商人をしていた頃とはまた違ちがう充じゆう実じつ感かんがあるのも、事実だった。

「……ジャリスが、また無む謀ぼうな事をしようとしてるんでね」

　どこまでカリーフに話していいのか判らず、コダートはそれだけ口にした。すると船室の扉とびらが静かに開く。現れたのは、白い船服を着たジャリスだ。話を聞いていたのか、彼女は青い瞳をコダートに向けた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、コダート。わたしは陛下の誤解を解きたいだけだもの」

　コダートは昨夜の事を思い出す。ジャリスは昨日ある客人を連れてきたのだ。だがコダートは、その客人が両もろ刃はの剣つるぎである事を知っている。

「だからってお前、やり方を考えろよ」

　だがジャリスは表情を変えなかった。彼女はもう決心しているのだ。そして彼女が昨日みんなに説明した通り、他ほかに方法がないことも判っていた。もしジャリスが得た情報が本当なら、このアラバーナ大陸をも揺ゆるがす事態となるだろう。

「考えた末よ。このままじゃ陛下も辛つらいはず。カリーフ、王宮に行くのは明日まで待って。まだ調べる事があるの。それと明日はあなたはついて来ないで。何も知らなかった事にするのよ」

　毅き然ぜんと言うジャリスに、カリーフは目を丸くした。

「どういうことだ？」

　カリーフは事情が吞のみ込めないようだ。ジャリスは身体からだをずらして、扉の奥にいる人物に道を譲ゆずった。灰色の服に身を包み、ゆっくりと扉をくぐった男を見て、カリーフは目を見開く。

「あ、あんたは……っ」

　驚愕の声にジャリスが頷うなずく。明日の事を想像したコダートは、再びため息をついたのだった。







[image: ]　第五章　[image: ]










　ジャリスは旅芸人の衣装ではなく、白い船服を身にまとい王宮にやってきた。見とがめられるかと思っていたが、すんなりとムスタシャールの前に通される。大広間の壇だん上じようで男達に囲まれたムスタシャールは、ジャリスの姿を見て怒いかりの声をあげた。

「やはり……同盟の見習いかっ。あの男の言っていた事は本当だったのだな！」

　広間が揺れるのではないかと思うほど、怒ど声せいが響ひびき渡わたった。跪ひざまずいたジャリスとコダート、そして止めたにもかかわらずついてきたカリーフを睨にらみつけ、ムスタシャールが青筋を立てている。あの男、という言葉にジャリスはひっかかりを覚えたが、今はそれを問う暇ひまはなかった。

　顔を上げたジャリスは、ムスタシャールの憎ぞう悪おの瞳ひとみにも怯ひるむ事なく、静かに挨あい拶さつした。

「先日は失礼致いたしました。海かい賊ぞく同盟見習い、ジャリス・シンリクットでございます」

「た、たとえターラの孫だろうが、身分を偽いつわったのは許せぬっ。牢ろう獄ごく行きだ！」

　肩かたを怒らせたムスタシャールは、輿こしを進めさせその場を後にしようとした。数人の男がジャリスの前に立ち、背後にいたコダートが身構える。しかしジャリスは慌あわてることなく、ムスタシャールの背中に呼びかけた。

「お待ちください、陛下」

　だが輿が止まる気配はなかった。ジャリスはゆっくりと立ち上がる。男達が一いつ斉せいに剣けんを向けるが、敵意がない事を示すためにジャリスは両手をあげた。そしてそっと後ろを振り向くと、剣に手をかけているコダートを目で制した。ムスタシャールの怒りは覚かく悟ごの上だ。だがここで挫くじけてしまっては、色んな人たちの想おもいは彼に伝わらない。誰かが口火を切る必要があるのだ。たとえそれがどんな結果を生もうとも。

「陛下、本当にマラカが暗殺を企くわだてたとお思いで？」

　静かなジャリスの声に、ムスタシャールは少しだけ振り向いた。憤ふん怒ぬの形相は依い然ぜん変わらない。逃にげ出したくなるほどの緊きん張ちよう感かんが辺りに漂ただよう。そんな中、ムスタシャールは憎にく々にくしげに口を開いた。

「あいつが余に毒を飲ませたのは動かしがたい真実だ。その後も何も弁解はしなかった。それは暗殺を企てた事を認めたということだ」

　ジャリスはそれを聞いて、自分の考えに確信を持つ。

（やっぱりそうなのね。陛下は知らないんだわ）

　ジャリスは、そのままムスタシャールに問いかけた。

「では、彼の言い分を聞く気はあるのですね？」

　ジャリスが言うと、ムスタシャールはふいに輿を止めさせた。男達に命じ輿を反転させる。

「聞きたくとも……あいつは来なかったではないか。それに余には会いたくないと……」

　俯うつむいて呟つぶやく声には、気落ちしているような悲しい響きがある。ジャリスはそれを聞き逃のがさなかった。

「それは誤解です。陛下」

　声を上げたのは、跪いたままのカリーフだ。ムスタシャールを見上げると、顔を歪ゆがめたままゆっくりと話し始めた。

「……マラカは陛下と話をしたいと言いました。しかし私を含ふくめた大臣達がそれを許さなかったのです。陛下は……お優やさしすぎる。それに彼には特別甘いことも私達は知っていました。彼の言うことを、あなたはきっと信じてしまうことも。私達はあなたほどマラカを信用できなかった。暗殺を企てた彼を、陛下に直接会わせる事など許せなかったのです」

　それを聞いたムスタシャールの目が、驚きよう愕がくに見開かれる。

「なんだとっ、お前達はマラカが罪を認めたと言ったではないか！　余には会わないとマラカが言っていると……！」

「私は……私達はあなたを守りたい一心でした。近付けさせないことが、あなたを守る手段だと。ですがあなたがここまで心を痛めるとは思っていなかった……」

　辛そうに目を伏ふせたカリーフは、深々と頭こうべを垂れた。

「申し訳ございませんっ」

　言葉をなくしたのか、呆ぼう然ぜんとしたままムスタシャールは動きを止めている。その顔からは、既すでに怒りの色が失われつつあった。

　ジャリスは再び跪くと、毅然とした表情で彼を見上げた。

「陛下、一つお願いがございます。会っていただきたい人がいます。彼の話を聞いてください。それだけで結構です。あなたの安全は保証します」

　ジャリスが言う相手が誰の事なのか、ムスタシャールには判わかったらしい。しばらく苦く渋じゆうの表情で考え込んでいたが、やがて小さく頷いた。




「ム、ムスタシャール様……」

　王宮の一室に、カリーフの力を借りてジャリス達が連れてきたマラカがいた。だが彼は、広い部屋の中央におかれた四角く狭せまい檻おりの中にいる。無ぶ精しようひげが伸び放題のマラカは、ムスタシャールを見ると、今にも泣き出しそうに顔を歪めて呟いた。

　部屋の中を凝ぎよう視ししているムスタシャールに、ジャリスは持っていた小さな鍵かぎを差しだす。

「陛下、これはその檻の鍵です。合い鍵はございません。陛下が開けない限り、彼はそこから出られません。お怒りが解けないなら、彼をこのまま支部に連れて帰ります。ですが、彼の話を聞いてください。彼が五年前に言えなかった真実を」

　誤解の因もとは、マラカの話をムスタシャールが直接聞けなかった事にあると、ジャリスは思っていた。それを確信したのは、昨日カリーフから、マラカを遠ざけたのは自分を含めた側近の大臣達だという話を聞いたからだ。だが彼らも悪気があったのではない。色んな人たちのムスタシャールを大事に思う心が、少しだけすれ違っただけなのだ。

「ムスタシャール様。お元気そうでよかった……」

　マラカが鎖くさりつきの手て錠じようをつけた袖そででこぼれた涙なみだを拭ふいた。じゃらじゃらと冷たい音が辺りに響く。そんな彼を見て、ムスタシャールが男達に輿を降ろすように命じる。ゆっくりと床ゆかに降り立ったムスタシャールは、身体を覆おおう鎖帷子が重いせいか少しだけよろめいた。だがすぐに背筋を伸のばすと、重々しい足取りのまま扉の中に一歩踏ふみ入れる。そして背後にいる警備の男達に顔を向けた。

「お前達、全員下がれ」

　ムスタシャールが静かな声で命じる。男達が目を見開き、戸と惑まどうように口を開いた。

「で、ですが……」

　男達の声を聞くのは初めてだとジャリスは思った。彼らは困こん惑わくした表情で口々に王を止めようとしている。だがムスタシャールは、そんな彼らにいつもの怒声を張り上げた。

「下がれといっているっ」

　王の命に男達は渋しぶ々しぶと頷いた。そして彼らとジャリスは、ムスタシャールを一人残し扉を閉めた。ちょうどその時、ジャリスはムスタシャールの目が、少しだけ細められた事に気付いた。

（どうか……どうか、マラカの思いが陛下に伝わりますように……）

　その祈いのりが届くことは、静かに扉の外で待つ全員の願いだろうとジャリスは思った。




「しかしよく連れてこられたな」

　カリーフに聞かれ、ジャリスは苦く笑しようして頷いた。耳をすましても、ムスタシャールとマラカがいる分厚い扉の向こうからは何も聞こえない。

「ええ、ハディス様の説得にちょっと手間取ったけど。でもハディス様もマラカが無実だって判ってらっしゃったし。それにこのままだと本当にネイレス国が同盟から脱だつ退たいしてしまうって危機感を持ってたみたいだわ。一いちか八ばちかマラカが陛下の誤解を解く方にかけてみようって」

　ジャリスはハディスの渋じゆう面めんを思いだす。だがどんなに周りが説得しても、マラカ自身が無実を訴うつたえなければ、ムスタシャールは納なつ得とくしないだろう。

（陛下はきっと待っていたんだわ……。マラカが訳を話しにくるのを。信じて待っていたのに来なかったから、どんどん心も体も鎧よろいで覆われてしまった……）

　ジャリスはそれを思うと悲しくなる。少しずつずれてしまった思いは、時間が経たてば経つほど大きく隔へだたっていく。

「すまない、ジャリス。俺達のせいだ。俺達がマラカを信用しなかったばかりに……」

　精せい悍かんな顔を歪めてカリーフが項うな垂だれた。肩を落とした彼の背に、ジャリスはそっと手を置く。

「それは仕方なかったと思うわ。マラカと陛下の絆きずなは、きっと他人には判らないものだもの。あなた達だって陛下の為ためを思ってのことだったんでしょう？」

　そんな時、彼女達の背後にある扉が静かに開いた。出てきたのは、黒い瞳を鋭するどく光らせたムスタシャールだった。

「陛下……」

　ジャリスが呟くと、ムスタシャールは渋面のまま口を開いた。

「ジャリス、マラカがサウルナ国の神官だという男から聞いた話は、本当か？」

　それを聞いたジャリスは、ムスタシャールがマラカの話を聞いてくれたのだと判った。だがそこでほっとする事はできない。ここからが本来、ムスタシャールに聞いて欲しい内容だったからだ。ジャリスは用意していた書類を差しだした。

「……判りません。何の証しよう拠こもありませんし。ですが、わたし達はマラカが採ってくるよう命じられた薬草を調べてみました。バルク号の船医、ナッシルはご存じでしょう？」

　ムスタシャールは大きく頷いた。彼の雰ふん囲い気きが、先さき程ほどとはまったく違ちがうことに、ジャリスは気付いていた。暗殺の影かげに怯おびえていたムスタシャールはもういない。今ここにいるのは、みんなから尊敬され愛される、ネイレス国の名君ムスタシャール王だ。

「ああ、腕うでのいい医者だ。余も昔、彼の薬で助けてもらった事がある。……かなりまずいのが玉に瑕きずだがな」

　思いだしたのか、ムスタシャールの顔が更さらに渋しぶさを増した。

「ナッシルは古今東西の薬や薬草に精通しています。マラカに教えて貰もらった場所に行き、彼が薬草を採ってきて調べました。これはその報告書です。ご覧ください」

　受け取った数枚の書類に目を落としたムスタシャールは、それを読んでいくうちに、段々と唇くちびるを震ふるわせていく。最後の一枚まで読み終わると、顔を上げ信じられない、と一言呟いた。ジャリスも、沈ちん痛つうな面おももちで小さく頷いた。

「間ま違ちがいであってほしいとわたしは思います……。ですが、調べてみる必要はあります」

　ムスタシャールは書類を持った手を小さく震わせた。そして控ひかえていたカリーフに目をやる。

「……カリーフ、サウルナ国の情報を集めろ」

　突とつ然ぜんの言葉に、カリーフがきょとんとした表情を浮うかべた。状じよう況きようが判らないのか、戸惑うようにムスタシャールを見あげる。

「陛下……なぜサウルナ国を？」

　カリーフが聞くと、ムスタシャールはわずかに皺しわのよった鋭い目を向ける。そこには人を信じられぬと憤いきどおっていた時とは違ちがう、強い意志の光が宿っていた。

「マラカが採ってきた薬草。あれはそのまま煎せんじて飲めば死に至る。そこまでは我が王宮でも調べがついていた。だがこの報告書によると、もう一つ特とく徴ちようがあるそうだ。薬草を少しずつ薄うすめて飲ませれば、段々と身体からだを弱らせる事ができるらしい。身体に痕こん跡せきは一切残らず、時間をかけて病死のように見せかけられる。はっきりとはしないが、マラカはその依い頼らいを受けたとき、妙みような事を聞いたそうだ」

　支部の地下牢ろうでジャリスが聞いたのは、まさしくそれだった。マラカは自信なさげにこう言ったのだ。

〝偶ぐう然ぜん聞いてしまっただけだから、はっきりとは聞き取れなかったけど、薬草はシャリフ王へ……とか何とか言ってたと思う。だから俺はあの薬草をシャリフ王に献けん上じようするのかと思ったんだ。シャリフ王は身体の調子がよくないって知ってたから。でも……あとであれは猛もう毒どくだって聞いて、俺の聞き間違いだったのかって思って……〟

　マラカは、まさかそんなことはあるはずないと思ったという。それにムスタシャールを殺そうとしてしまった自分を責め続けていた彼にとっては、聞きかじっただけの情報を口にする勇気はなかったのだ。

　そして彼の口を更に噤つぐませたのは、あの〝口は災わざわいの元〟という手紙だった。

「五年前と言えば、シャリフ王が病びよう床しようにつかれた頃ころだ。もしかすると……その男は騙かたったのではなく、本当に神官だったのかも知れぬ」

　呟つぶやいたムスタシャールに、ジャリスは目を見開いた。

「どういう事ですか？」

「……実は近年、大だい神しん殿でんには妙な噂うわさがある。世間には知られていないが、国王に反発する輩やからが大神殿を牛ぎゆう耳じっているとな。もしシャリフ王が崩ほう御ぎよされれば次期国王は彼の甥おいだ。その甥は……神官の一人なのだ」

　ジャリスはそれを聞いて息を吞のんだ。そんな話は初耳だったからだ。

「ま、まさか……」

　声を詰つまらせたジャリスに、ムスタシャールはゆっくりと頷いた。

「その神官は野心家だ。暗殺騒さわぎが起こる少し前、ネイレス国の神殿を視察しに来た彼と会った事がある。……彼は余に、シャリフ王がネイレス国と手を結び隣りん国ごくの領土を手に入れることを望んでいると話した」

　ムスタシャールの声が、重々しく辺りに響ひびいた。固かた唾ずをのんで聞いているジャリス達に向かい、話を続ける。

「しかし余はそれをはねつけた。シャリフ王の考えとはとても思えぬ事だったからだ。余はこの平和がずっと続いてくれることを願っていると彼に伝えて、その話は聞かなかったことにした。シャリフ王が目を光らせている限り、彼の思い通りにはならないだろうからな。だが……もしマラカに薬草の事を頼たのんだ神官が、彼の息のかかった者ならば……うまい具合に余も死ねばいいと思ったのかも知れぬ。余に余計な事を言われても困るだろうし、何より余が国王である限り、ネイレス国では戦いの幕が開くことはない」

　ムスタシャールは、光を宿した黒い瞳ひとみをジャリスに向ける。ジャリスは心を静めようと小さく息を吐はいた。そして意を決して口を開く。

「陛下、実はわたしは、一つの仮説を立ててみました。いくつか穴がありましたが、今陛下が仰った事実をあわせると、一つ筋の通った話が成り立ちます。恐おそろしい内容の仮説が。……もしマラカの話を信じるなら、神官が彼にシャリフ王に飲ませる薬草を採ってこさせ、尚なおかつムスタシャール王にその薬草を飲ませるようにし向けた。大神殿ではそんな依頼はしていないといえば、マラカの無実を証明する物はありません。マラカは国王の暗殺者として処しよ刑けいされ、薬草を採りに行かせた奴やつらの手は汚よごれない。でも彼らにとって誤算が生じました。マラカは処刑されず、同盟の保護を受けてしまった。警備も厳重で手は出せない。それで相手はマラカに手紙を送りつけた。よけいな事は言わず、罪を認めろと」

　手紙の文面に込められた言葉は、確実にマラカを呪じゆ縛ばくした。彼は罪を認め口を閉とざしたのだ。

　ジャリスが、無理を承知でマラカをムスタシャールに会わせたのはこの為だった。

「陛下、もし何者かがシャリフ王を暗殺しようとしているのが事実なら、アラバーナ大陸にも大きな災いがふりかかるかもしれません」

「ああ、シャリフ王は海かい賊ぞく同盟の創立にも関かかわり、あの方が呼びかけたからこそ、長く続いた戦いが幕を下ろしたのだ。もしシャリフ王が暗殺されるような事があれば、未いまだ領土を狙ねらって反目している国々がどう動きだすのか、考えただけでも恐ろしい」

（……繫つながってしまった。間違いであって欲しかったのに）

　ジャリスはぎゅっと唇を嚙かみしめた。仮説を立ててはみたが、あまりに恐ろしい内容に、自分の思い違いであって欲しいと願っていた。仮説に穴があることに、ほっとすらしていた。なのにムスタシャールの言葉は、ジャリスの仮説の穴を埋うめてしまった。

「マラカだけの証言では何も確かな事は言えぬ。その薬草がシャリフ王のご病気と関係がないと余も思いたい。神官もただの偽にせ者ものであって欲しいとな。大神殿が国王の暗殺に関わっているなど、あってはならぬ事だ。しかし楽観視するには、あまりにも符ふ号ごうが合いすぎる。……シャリフ王は確かにご高こう齢れいだが、ここ数年その病状が悪化していると聞いた」

　ムスタシャールは呟くと、隣となりに跪ひざまずいて控えているカリーフに目をやった。

「……カリーフ、同盟の支部長ハディスを呼べ。事はネイレス国だけでは処理できないかもしれぬ。……海賊同盟の協力が必要だ。今までの同盟への非礼は、すべて詫わびよう」

　響き渡わたったムスタシャールの声と表情は、一国を預かる国王のそれだった。王の言葉に大きく頷いたカリーフは、すぐにその場を辞した。

　ムスタシャールが、ふと部屋の中に目をやったのに気付いて、ジャリスもそちらを見る。

　中央に置かれた檻おりの扉とびらは開いていた。マラカは手て錠じようもはずされ、檻の外で立ちつくしている。うっすらと涙なみだが浮かんでいるが、それを堪こらえるように唇を嚙みしめていた。

「それと……マラカ、早くこちらに出てきて着き替がえろ。臭くさくてかなわぬ。それから髭ひげを整えろ、見苦しいぞ」

　声をかけたムスタシャールに、マラカは何度も何度も頷いた。

　そんなマラカを優やさしい目で見つめたムスタシャールは、ほんの少し笑えみを浮かべる。そして穏おだやかな表情は、ジャリスにも向けられた。

「ジャリス……。そなたのおかげで随ずい分ぶんと心が軽くなった」

「では陛下、身体も軽くなられてはいかがでしょう」

　ジャリスが指したのは分厚い鎖帷子だ。着ぶくれしたムスタシャールは苦く笑しようする。

「そうだな……実は、暑くてたまらなかったんだ」

　こっそりと言うムスタシャールに、ジャリスも微笑ほほえんだ。

「ジャリス、何か礼をしたい。そなたのおかげで身軽になれそうだからな」

　その言葉に、ジャリスは本来の目的を思いだした。

「では陛下、一つお願いがございます」

　改めて跪いたジャリスに、ムスタシャールは大きく頷いたのだった。
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「本当に生命の杯さかずきで、幽霊船がなくなるのか？」

　夜の中庭に出たムスタシャールは、戸と惑まどいがちにジャリスに聞いた。輿こしから降りて歩くのは久しぶりだという。彼は先さき程ほどジャリス達の前で、歩くには重すぎると呟いて鎖帷子を脱ぬいだのだ。数えてみると、何と鎖帷子は五枚。年々増えたとムスタシャールは苦笑した。食しよくも細くなってしまったというムスタシャールは、背は高いががりがりに瘦やせていた。だがその表情は憑つき物が落ちたように、穏やかになっていた。

　初めて見る優しい表情は、ジャリスの心も和なごませた。

「ええ、幽霊船はネイレス国にとっても困る存在のはずです。協力して頂ければ助かります」

　ムスタシャールはまだ半信半疑だが、ジャリスの話を信用してくれたようだ。幽霊船がいる限り運河への被ひ害がいは続く。人間に戻もどす方法があるのならそれが一番良いと、ムスタシャールは二つ返事で協力してくれる事になった。

　中庭にいるのはジャリスとコダート、そしてムスタシャールだけだ。ジャリスは混乱を避さけるため人ひと払ばらいを願い出た。断られるかと思ったが、ムスタシャールは快く応じてくれた。さすがに幽霊船が王宮に現れては、大おお騒さわぎになると彼にも判わかっているらしい。

　ジャリスはムスタシャールに王宮の運河を指し示した。高い塀へいに囲まれた王宮の庭に、見あげる程大きな水門がある。閉じられた厚い石の扉は、どんな敵の侵しん入にゆうも許さないだろう。

　ムスタシャールは、ジャリスの合図に頷うなずくと片手を挙げた。すると水門がぎしぎしと音を立てて上がっていく。塀の上にいる屈くつ強きような男達が、水門の開閉装置を回し始めたのだ。王宮の運河には数年ぶりに綺き麗れいな水が流れ込み、今まで滞とどこおっていた濁にごった水を、王宮の端はしにあるもう一つの水門へと押おし流した。

　その光景を見つめたジャリスは、それがまるでムスタシャールの心の動きのようだと思う。

　誤解という汚お水すいは、開かれたムスタシャールの心とともに、清い水へと変化したのだ。

　物思いに耽ふけっていたジャリスは、コダートにつつかれてはっとする。

「で、では陛下、お願いします」

　その言葉を受けたムスタシャールは、夜空に向かって両手を広げ、声を張り上げた。

「ドゥハーン号よ、ネイレス国国王、ムスタシャール・ディハナ・ネイレスが、我が王宮に入ることを許可する！」

　響いた声に反応するように、流れ始めた運河にきらりと大きな光が宿った。一いつ瞬しゆん目を瞑つぶったジャリスが再び目を開くと、運河に幽霊船ドゥハーン号が姿を現した。月明かりに照らされて透すけているドゥハーン号の姿に、ムスタシャールが目を見開く。

「こ、これが幽霊船か……」

　呟いたムスタシャールを、甲かん板ぱんから一人の女性が見下ろした。強気な笑みを浮うかべたキャルリは、おぼろげな姿のまま、ジャリス達を見て目を細める。

「さすがだね、ジャリス。本当にやってのけるとは思わなかったよ」

　笑みを浮かべたキャルリに、ムスタシャールは息を吞んで目を瞬またたかせた。

「う、美しい女性だな」

　幽霊を見たムスタシャールの第一声はそれだった。キャルリは苦笑すると、声を上げた。

「悪いけど、こっちまで来てくれない？　あたし達、船から外には出られないんだ」

　その声とともに、いつのまにか甲板へと続く階段が現れる。ジャリスは、戸惑った様子のムスタシャールを甲板へと誘ゆう導どうした。

「凄すごいな……」

　甲板にあがって、まるで子供のようにきょろきょろしているムスタシャールに、キャルリが近付いた。彼女の後ろには、ラカダとイーファがいる。彼らは真しん剣けんな面おももちで、ムスタシャールとキャルリを交こう互ごに見ていた。

「ネイレス国国王……ムスタシャール。結構いい男だね。ずっと会いたかったんだ」

　先程鎖帷子と一緒に兜も脱いだムスタシャールは、瘦せてはいたが彫ほりが深く、成熟した大人おとなの色気を漂ただよわせていた。

「それは嬉うれしい言葉だな。女性からの誉ほめ言葉は何より嬉しい」

　ムスタシャールは案外女性好きのようだ。目を細めた彼は、女性に対する礼れい儀ぎをわきまえているらしく、ゆっくりと胸に手をやりおじぎした。

（な、なんか、全っ然、わたしに対する時と違ちがうんですけどっ）

　ジャリスは甘い視線をキャルリに送るムスタシャールに、思わず心の中で突つっ込んだ。それに気付かず、ムスタシャールは手にした小さな銀色の杯をキャルリに差しだす。

「この〝生命の杯〟を使えば、君達は人間に戻れるのか？」

　キャルリはそれを見て、ふと表情を硬かたくした。そしてゆっくりと首を横に振ふり、驚おどろくべき言葉を発する。

「いいや、無理だね。そんなことじゃ人間には戻れない」

　キャルリにきっぱりと言われ、ジャリスは思わず自分の耳を疑った。

「ちょっ、ちょっとキャルリッ、どういうこと？　だって人間に戻るために旅してるって」

「そうだぞ、あんたが人間に戻るために俺達は……」

　コダートも驚いたように声を上げる。そんな二人に向かって、キャルリはすまなそうに目を伏ふせた。

「それは噓うそじゃないよ。人間に戻りたいって思ってる。でも戻れる方法なんてどこにもないんだ。何十年も旅してて、そんな方法なんてないんだって思い知ったよ」

「どうしてそんな噓を……」

　愕がく然ぜんとして呟つぶやいたジャリスに、キャルリはふっと笑った。

「そう言わないと、あんた協力してくれないだろうと思ってさ。ターラの孫ならあちこち顔がきくかもしれないって思ったんだよ。騙だましてごめん。でもあたしはどうしても、ネイレス国の国王に会いたかったんだ」

　キャルリは、困こん惑わくしているムスタシャールを見つめた。その目がゆっくりと細められる。

「あんた先々代の国王にそっくりだ。頑がん固こそうな目なんて特に」

　微笑んだキャルリに、ムスタシャールが目を瞬かせて呟いた。

「祖父を知っているのか？」

「ああ、あんたのじいさんは、あたしの命の恩人さ」

　キャルリは、ゆっくりと腰こしに手をやり、帯に差した短たん剣けんを取り出した。ジャリスがびくっとすると、キャルリは苦笑する。

「なんにもしやしないよ。これを返したいんだ。これは先々代のネイレス国の国王に借りてた物だ。本当は本人に返したかったけど、もう無理だからね。あんたに返すよ。あたしは昔これのおかげで命を救われた」

「どういう事なの……？」

　ジャリスが問いかけると、キャルリは静かな笑みを浮かべる。

「前に話したろう。ターラの手伝いをしてたって。元々緋石の指輪は、この国の物だったんだ」

　キャルリが右手の黒い手て袋ぶくろをジャリスにみせた。その下に、緋石をくり貫ぬいた指輪がはめられているのは、ジャリスも知っていた。息を吞のんだジャリスに、キャルリは話を続けた。

「あたしはターラから頼たのまれて、指輪を盗ぬすみに王宮に忍しのび込んだ。でも見つかってね。処しよ刑けいされそうになった所を、先々代の国王が助けてくれたのさ」

　キャルリは、ムスタシャールに鞘さやに収まったままの短剣を、そっと差しだした。

「ありがとうって……もうあの人には言えないから、あんたに言わせてよ。これであたしは安心して死ねる」

　おぼろげな姿でキャルリが微笑む。だがムスタシャールは、その短剣を受け取らなかった。彼女を見つめたまま、ゆっくりと口を開く。

「……随分昔、余が幼かった頃ころ、祖父から聞いた事がある。女海かい賊ぞくの話だ。王宮に盗みに入った女海賊は、アラバーナで起きている戦争をやめさせるために忍び込んだと言ったらしい。大臣達は信じなかったが、祖父はその女海賊が噓を言っているとは、どうしても思えなかったそうだ。祖父もまた、長く続く争いに疲つかれていたと言っていた。もし戦いをやめることができるのなら、その女海賊の言うことを信じてもいいと。余に秘密だ、と言って女海賊を逃にがしたことを教えてくれたよ。……君の事か？」

　問われたキャルリは、肩かたを竦すくめて苦く笑しようする。

「そんないい話じゃない。無む謀ぼうにも下調べもせずに、王宮に入りこんだ怖こわい物もの知しらずの女船長。もっと慎しん重ちようになるべきだったと後こう悔かいしてるよ。未熟な船長の割を食うのは乗組員達だからね」

　自じ嘲ちようしたキャルリに、ジャリスは目を見開いた。そしてキャルリが自分に言った言葉を思い出す。一いつ生しよう懸けん命めいなだけじゃ船長は務まらない、と。

「さあ、これを。あの人はあたし達をわざと逃がすために、この短剣を渡わたして人ひと質じちになってくれたんだ。安全な所まで逃げるのに一いつ緒しよに来てくれた。困ったら売ればいいとも言ってくれたよ。でもあたしは絶対に手放さなかった。必ず返すと誓ちかったから。だけどそのすぐ後、嵐あらしで船が沈しずんでね。でもあたしは死にきれなかった。だから……こんな姿になっても生きてきた」

　キャルリの身体からだは昨日見たときよりも透けて見えた。微笑ほほえみは月明かりに照らされて儚はかなく見える。なぜだかそのまま消えてしまいそうな予感がして、ジャリスは胸むな騒さわぎを覚えた。

「……それは祖父が君に贈おくった物だ。余は受け取れぬ」

　首を振ったムスタシャールに、キャルリが目を見開いた。

「何をいって……」

　キャルリの言葉を遮さえぎるように、ムスタシャールは話し始めた。

「祖父はその女海賊にもう一度会いたいと言っていた。無事に生きていてくれればいいと。余の勘かん違ちがいでなければ、祖父は君に好意を持っていたのだと思う。祖父も余と同じだ。臆おく病びようで愛情の示し方も判わからない。その祖父が渡した短剣は君への唯ゆい一いつの贈り物だ。君が持っていてくれるのが一番いい。そして君が死ぬよりも、人間に戻もどる方が祖父も喜ぶだろう。……ネイレス国の総力をあげて、君達を人間に戻す方法を調べよう。それまでは死ぬことは許さぬぞ」

　力強いムスタシャールの言葉に、ジャリスは思わずほっとして笑えみを浮かべた。だがキャルリは戸と惑まどうように彼を見あげる。

「でも……」

「余がそう決めた。……海賊見習い、ジャリス・シンリクット」

　急に名を呼ばれて、ジャリスは姿勢を正した。

「ネイレス国王の名において、正式な試練を与あたえる。キャルリ達を人間に戻す方法を調べよ。ネイレス国のすべての機関の協力を仰あおぐことを許可する。これを果たせば、ネイレス国の紋もん章しよう入りの旗を与える」

　ここ数年、見習いに試練を与えるどころか、会うことすらしなかったムスタシャールの言葉に、ジャリスは驚きつつもコダートと二人で慌あわてて跪ひざまずく。

「かしこまりました。陛下」

　試練に異存はない。たとえどんなに困難でも、試練を与えられないよりはずっといい。それにキャルリ達を人間に戻したいのはジャリスも同じだった。難しい試練だが、やりがいはある。

「男って馬ば鹿かだね……。こんなあたしの為ために、そこまですることないのに」

　俯うつむいたキャルリが自嘲するように呟くと、ムスタシャールは笑みを浮うかべた。

「ああ、男とは馬鹿なものだよ。祖父も馬鹿な男だ。こんな美しい女性を手放すなど」

　密ひそやかに笑いあう二人を見て、ジャリスも嬉しくなって顔を綻ほころばせた。

「じゃ、じゃあ、俺達、本当に元に戻れるのかなぁ」

　戸惑うように声を上げたラカダに、イーファが続いた。

「料理また作れるかな……。人間に戻れたら、みんなを腹はら一いつ杯ぱいにできる現実の料理……」

　呟くような声はやがて歓かん声せいに変わった。二人は抱だき合あって飛び上がり喜んでいる。それに目を向けたキャルリが苦笑していた。ジャリスはそんな彼女たちを見て大きく頷うなずく。

「わたし頑がん張ばるわ。何としてでもあなた達が人間に戻れる方法を探す。今度は正式な試練だから、ネイレス国だけじゃなく、同盟の協力も仰げるもの。何かきっとてがかりがあるはずよ」

　ジャリスが勢いよく言うと、キャルリは穏おだやかに笑った。

「……せっかくの申し出だ。ありがたくその好意を頂くとするよ」

　そんなキャルリを見て、ジャリスが再び頷いた。

　そこへふと一いち陣じんの風が、ドゥハーン号の甲かん板ぱんに吹ふき付けた。

「きゃっ、な、何？」

　油断すると吹き飛ばされそうな程ほど強い風に、ジャリスは思わず甲板の手すりに摑つかまる。何事かと風上をみやると、甲板の真ん中で大きな風が渦うずを巻いていた。

「困ったね。ムスタシャール王に君達を捕まえて貰もらおうと思ったのに」

　渦の中心から声が聞こえた。その穏やかな声には、聞き覚えがある。背後にいたコダートの瞳ひとみが、一いつ瞬しゆんで赤く染まった。

「お前かっ、ハジ！」

　ジャリスを庇かばうように前に進み出たコダートが、声を上げる。すると風の渦が急に弱まった。身を包んだクマーシュを、風に揺ゆらめかせながら現れたのは、人間の姿をしたハジだった。

「お前……一体、何を企たくらんでいた！」

　コダートが語気荒あらく叫さけんだ。その声に反応するかのように、ハジの瞳が赤くなる。

「別に。大したことはしてないよ。あまり期待もしてなかったしね。ただ……もう時間がないから悠ゆう長ちようにはしていられないんだ」

　ハジはゆっくりと右手を差しだした。その手にきらりと光っているのは、ジャリスもよく知っている銀の指輪だった。それはマハル王国で、ハジに奪うばわれた四つの指輪の内の一つだ。銀の指輪は急激に光を帯びたかと思うと、ジャリスの首から下げた金の指輪が、反応するように輝かがやいた。同時にキャルリがしていた黒い手袋が一瞬でちりぢりに裂さけ、その手にはめられた緋石の指輪が赤いきらめきを放つ。

「おあつらえ向きに三つの指輪が集まっている。ジャリス、君の地図は必要だったけど、もういい。君に生きていられる方がよほど危険だ。必要なのはコダートだけだからね」

　ハジは銀の指輪をはめた右手を振ふり上げた。その手には、みるみる間に風の渦が生じる。

「死んで貰うよっ。マーシム旋風！」

　はなたれた風の刃やいばは、いままで受けたどんな攻こう撃げきよりも凄すさまじい威い力りよくだった。辺りに生えた木が、衝しよう撃げきで折れそうな程しなる。それは明らかに、ジャリスだけを標的としていた。そしてその側にいた、ムスタシャールをも。

「ジャリスッ、危ない！」

「きゃぁぁぁ！」

　思わず叫んで蹲うずくまったジャリスだったが、想像した痛みはやってこなかった。うっすらと目を開けたジャリスは、こちらを向いて誰かが立っているのに気付く。

「コダート！」

　両手を広げている彼は、ジャリスの目の前に立ち、全身を使ってハジの攻撃を防いでいた。瞳の色を赤く染めたコダートは、ジャリスを見て苦しげに目を伏ふせる。そのまま屈みこんで、ジャリスの身体をぎゅっと抱きしめた。温かな彼の身体にしがみついたジャリスは、手にぬるっとした感かん触しよくを覚える。それが大量の血だと、ジャリスはすぐに気付いた。息がかかるほど側にあるコダートの顔が、苦痛に歪ゆがんでいる。

「コダート、怪け我がしてるわっ。早くどいて、このままじゃ……！」

　叫びながら、必死に彼の身体を引き離はなそうとするが、コダートはジャリスをきつく抱いたまま身じろぎもしなかった。そして息も絶え絶えに、彼女の耳元で囁ささやく。

「ジャリス……指輪のせいでハジの魔ま力りよくが増大してる。いいか、俺に構わず逃げるんだ」

　コダートはジャリスの身体をゆっくりと引き離した。傷が深いにもかかわらず、ジャリスを安心させるように少しだけ微笑む。だがすぐに表情を引き締しめて振り返りハジを睨にらみつけた。

「コダートッ。なぜ庇うっ」

　ハジの戦慄わななくような声が響ひびいた。背を向けたコダートを見て、ジャリスは喉のどの奥で悲鳴を上げる。彼の背中の服は大きく破れ、生々しい傷が幾いく筋も出来ていた。流れる血は、白い船服を汚よごし、床ゆかへと滴したたっている。

「ジャリスに手は出させない！　彼女は……ジャリスは俺が守ってみせるっ」

　叫んだコダートが腰こしの剣けんに手をやった。ジャリスはこんな状じよう況きようの中で、コダートの背中がいつもよりずっと大きく見える事に気付く。先程力強い腕うでに抱きしめられ、かっと熱くなったジャリスの身体は、まだ火ほ照てったままだった。

　ハジはぐっと唇くちびるを嚙かむと、再び右手を振り上げた。

「コダートッ、気をつけて！」

　一いつ触しよく即そく発はつのその事態に、ジャリスは思わず叫んだ。それが合図だったかのように、ジャリスが腰にぶら下げた水差しから、ぽわんと煙けむりが舞まい上がる。

「な、なに？　アブウ？」

　突とつ然ぜん現れた人ひと形がたのアブウに、ジャリスは驚おどろいて声を上げる。

　アブウはびくびくとした表情のまま辺りを見回すと、コダートと相対しているハジを見付け、精せい一いつ杯ぱい睨にらみつけた。

「ご、ご主人様には、指一本触ふれさせませんよっ」

　怖こわ々ごわした口調だが、それでもジャリスを守るようにアブウは両手を広げた。

「たかが精霊ジヤーンごときに何ができる。お前の水の魔ま法ほうなど、私に傷一つつけられまい」

　あざ笑うハジを見て、アブウはぶるぶると震ふるえている。だが銀色の瞳は、ハジから逸そらされる事はなかった。

「ア、アブウは確かにあなたよりずっと弱いけど、でもあなたに勝てる人を知ってます！」

　ハジがすっと目を眇すがめた。アブウは常にない素す早ばやい動きで振り向くと、ジャリスの胸むな元もとで光る金の指輪に手をかける。そしてぎゅっと握にぎりしめると、何事か呪じゆ文もんを唱えた。

「う、うまくいきますよーにっ」

　アブウの叫びが合図であったかのように、運河に流れる水がばっと空高く吹きあがり、ドゥハーン号の甲板に、まるで大雨のように降りそそいだ。アブウは空を仰いで声を振り絞しぼった。

「助けてくださいーっ、船長！」

　暗くら闇やみに吸いこまれたアブウの声とともに、吹きあがった水が一瞬で静まりかえる。そして甲板の中央に突然一人の男が現れた。つばの広い黒い帽ぼう子し、茶色の船服をだらしなく着こなし、ふらふらとしながら立っている男を見て、ハジがかっと目を剝むいた。

「お前は……っ」

　憎にくしみのこもったハジの声にも動じず、男は顔をあげた。相変わらずのにやけた表情でハジを見つめると、帽子に手をやって大おお仰ぎようにおじぎする。

「よう、久しぶりー、元気だったか？　ハジ」

　この場にふさわしくない、吞のん気きな挨あい拶さつをしたターラに、ハジは一瞬でその姿をシャイ悪ターン魔のそれに変えたのだった。




　赤い瞳と鋭するどい牙きばをむき出しにしたハジは、黒い翼つばさをはばたかせ、宙に舞いあがった。そしてターラを見み据すえると、見たこともないほどの怒いかりを込めた瞳で彼を睨みつけた。ジャリスはいつも余よ裕ゆうの態度を崩くずさないハジの変わりぶりに目を見張る。

「貴様っ、よくも私の前に顔を出せたな！」

　怒りに震えながら叫んだハジに、ターラは肩かたを竦すくめる。

「そんなに怒るなよ、会うのは二十年前のマハル王国以来だろ。俺はお前に会いたかったんだぜ。だからアブウに、お前が現れたら呼ぶように頼たのんだんだ。アブウは人を移動させる魔法なんて絶対無理だってわめいたけど、指輪の力を借りればあるいはって知ち恵えをつけてな。まあ、うまくいって良かったぜ。さあハジ、旧交を温めようか」

　ターラは少しも臆おくした様子はない。からかうような口調に、ハジが闇やみに轟とどろく怒ど声せいを上げる。

「殺してやるぞ！　ターラッ」

　憤ふん怒ぬの形相で、全身に怒りという炎ほのおをまとったハジは、右手を振り上げてターラを狙ねらう。だがターラは両手をあげて、それを制した。

「怖こわいなー、まぁしょうがねぇか。でもよ、物は相談だがとりあえず場所を移さないか？　このままじゃみんなを巻きこんじまう。お前もコダートにこれ以上何かあると困るんだろ？」

　血を流して膝ひざをついているコダートに、ハジは一瞬目をやった。その視線をにらみ返したコダートは、ジャリスの前で両手を広げる。それを見たハジは、ターラに目を移し渋しぶ々しぶと頷うなずいた。

「……いいだろう。まずはお前と決着をつけねばならない！　お前は我々の最大の敵だっ」

　ハジが叫ぶと、瞬しゆん時じに風が巻き起こった。そしてその風はハジとターラの姿を包み込む。

「ジャリス、後は頼んだぞ」

　ターラがジャリスに向かって片目を瞑つぶる。風が収まった時には、二人の姿は影かげも形もなくなってしまったのだった。




「コダート、大だい丈じよう夫ぶっ？」

　二人の姿が消えた後、すぐに倒たおれ込んでしまったコダートに、ジャリスは慌あわてて呼びかけた。

　うつぶせに倒れていたコダートの瞳ひとみは、閉じられていた。既すでに意識はないらしく、ジャリスが呼びかけてもびくりともしない。しかし手は温かさを失っておらず、鼓こ動どうは力強く脈打っている。ジャリスはそれを確かめて、助けを呼ぼうと立ち上がろうとした。

　そこへムスタシャールの、悲痛な叫さけびが聞こえた。

「キャルリッ」

　見ると甲かん板ぱんの中央に立ったムスタシャールは、傷一つなく無事だった。しかし彼の目前ではキャルリとラカダ、イーファが倒れている。その身体からだはもうほとんど消えかかっていた。

「キャルリ、余を庇かばって……」

　横たわったキャルリは、その声にうっすらと笑う。

「人間に戻もどしてくれるって言われて、嬉うれしかったよ……。でもあたし達はもう何十年も前に死ななきゃならない運命だったんだ。あんたの役に立てたなら、それでいい……。みんなも、つきあわせてごめんね。ラカダ、本物の酒を飲ませたかったよ……。イーファ、本物の料理を作らせてやりたかった。本当にすまない……」

　キャルリの言葉に、消えかかっているラカダとイーファが微笑ほほえんだ。消しよう滅めつしかかっているというのに、彼らの表情は満足そうだ。

「いいですよ、船長。俺達もあんたと一いつ緒しよで楽しかった。長い間いい夢を見ましたよ……」

　両手を投げ出した仰あお向むけのラカダが言うと、隣となりで俯うつむけになっているイーファが頷いた。

「キャルリッ」

　ジャリスは、慌ててキャルリに駆け寄った。彼女に触れようとするが、その手は身体をすり抜ぬけて、床の冷たい感かん触しよくをジャリスに伝えた。大きく目を見開いたジャリスに、キャルリはふっと口元を緩ゆるめた。

「……ジャリス、きっとあんたはいい船長になれる。みんなと一緒にがんばんな」

　それがキャルリの最後の言葉だった。すり抜けたままのジャリスの手が、トクッと小さな心臓の音を感じる。しかしその鼓動は、二度とジャリスの手に伝わっては来なかった。それとともに、おぼろげだったキャルリの身体は完全に消えてしまった。

「キャルリーッ」

　ジャリスが叫ぶと同時に流した涙なみだは、幽ゆう霊れい船せんの床にこぼれて滲にじんだ。
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「ぐうっ」

　人気のない山の中で、土に倒れ込んで呻うめいたハジを、ターラは冷たい目で見据えた。ハジは身体中から血を流している。だが赤い瞳は憎しみに溢あふれ、ターラを睨みつけていた。

「もうやめとけよ、ハジ」

　ターラも傷を負っている。裂さけた船服から流れる血は、土に落ちてどす黒いしみとなっていた。それでも致ち命めい傷しようはなかった。深手を負っているのは、ハジの方だ。

「くっ、マハル王国で受けた傷さえなければ、お前には……！」

　ターラを見あげるハジの赤い瞳に、彼はゆっくりと口元をつり上げた。

「いいわけは見苦しいぜ、ハジ。負けは負けだろ？　銀の指輪、返して貰もらうぜ」

　ターラがハジの手から、銀の指輪を奪うばい取る。銀色に光る指輪をハジと取り合うのは、二十年ぶりだ。月明かりにきらりと光った銀の指輪に、ターラは息をついた。

「さ、これでもう用事は済んだ。じゃあな」

　そう言い残して去ろうとするターラに、ハジははいつくばったまま声をあげた。

「ま、待てっ、なぜとどめを刺ささない」

　その声に振ふり向いたターラは薄うすく笑う。

「おかしな事言うな、それじゃまるで死にたいみたいだぜ」

　ターラの言葉に、ハジはぐっと唇くちびるを嚙かんだ。動くこともままならない彼に、ターラはゆっくりと向き直る。そして心外そうに肩を竦めた。

「俺は別にお前を殺したい訳じゃないぜ。お前が憎いわけでも恨うらみがあるわけでもないし。指輪が手に入ればそれでいいのさ。ただし……」

　ターラは、再びハジの側まで歩み寄る。月明かりに浮うかんだターラの顔には、何の表情も浮かんでいなかった。ただただ氷の如ごとく冷たい眼まな差ざしが、ハジを見下ろしていた。

「邪じや魔まするなら容よう赦しやしない。よく覚えておけ」

　全身から発せられる殺気に、ハジは一いつ瞬しゆん怯おびえたように震えた。だがそんな自分を叱しつ咤たするように舌打ちして、強気にせせら笑う。

「……死んだ女との約束がそんなに大事か？」

　その言葉に、ターラの心の奥底で凍こごえる程ほどの冷たい風が吹ふいた。

「……お前に彼女の事を口にする権利はない」

　抑よく揚ようのない声は、密ひそやかに紡つむがれた。ターラの心に残ざん酷こくな感情が蘇よみがえる。口元だけの笑えみは、昔のターラを知っている者が見たならば怖おじ気け立つだろう。事実、ハジはターラのその顔を見て小さく身体を震ふるわせた。ターラは無表情のまま、靴くつの先でハジの傷口を深くえぐる。

「ぐっ……うぅっ！」

　ハジの呻きを楽しむ自分がいる。ターラはそんな自分を止める事はできない。

　そこへふと、ターラの頭の中に聞き覚えのある少女の歌声が流れた。無む邪じや気きに歌い笑う少女の面おも影かげが、ターラを我に返らせる。ここで以前の自分に戻る訳にはいかないのだと。すべては遠い日の〝約束〟の為ため。自分を海かい賊ぞくと呼んだ少女は、今もターラの心に生きていた。彼女の事を思い出すだけで、ターラの心に吹き荒あれる寒風は、穏おだやかな南風へと変わる。

　ターラはハジから足を退けると、彼の横にしゃがみこんだ。目線をあわせると、ハジが強気に睨にらみ返す。

「ハジ、お前こそ、このままでいいのか？」

　その視線を受けながら、ターラは静かに問いかけた。ハジが言葉に詰つまって顔を背そむける。

「コダートをこのままあいつに渡わたせば、どうなるか判わかっているんだろう？」

　ハジが一いつ瞬しゆん、苦しそうに赤い瞳を伏ふせる。それをターラは見み逃のがさなかった。

「よく考えろ。自分がどうしたいのかを。何が一番大切なのかを。お前が十年以上コダートの面めん倒どうをみたのは何の為だ？　指輪が目的だったら、そんな手間はいらないはずだ」

　ターラは、ゆっくりと立ち上がり、再びハジに背を向けた。

「お前に考える時間をやるよ。その結果が俺の目的と合わないようなら、今度は容赦しない。確実に殺す。じゃあな」

　ひらひらと手を振ったターラは、そのままその場を後にする。蹲うずくまったハジが何を考えているのかターラには判らない。彼がどんな答えを出すにしろ、ターラは自分の目的に向かって進んでいくだけなのだから。
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　もうすぐ朝日の昇のぼる時間だった。気を失ったコダートは、医師達に手当てを受けるため、先程宮きゆう殿でんへと運ばれた。ジャリスは、力を使い果たして眠ねむってしまったアブウを水差しに戻し、そのまま地面に座り込む。そして中庭に立ちつくしているムスタシャールとともに、キャルリが消えてしまった幽霊船を見上げた。堪こらえられない涙が頰ほおを伝う。

　運河に浮かんだ幽霊船は、先程よりもずっと儚はかなく見える。消滅するのは時間の問題だとジャリスは思った。

「生き返らせてあげたかった……。何か方法はあったはずなのに」

　ジャリスの呟つぶやきが闇やみに吸いこまれる。それに返事するように声が聞こえた。

「まだ泣くのは早いぜ、ジャリス」

　ジャリスは驚おどろいて顔をあげる。声のする方を見ると、木の下に立っていたのはターラだった。茶色の船服は所々破れ、傷を負ってはいるが、相変わらず吞のん気きな顔をしていた。

「ターラッ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　ジャリスは涙を拭ふいて立ち上がる。慌あわてて駆かけ寄ると、ターラは肩かたを竦すくめた。

「ああ、何とかな。ほら」

　軽い調子でターラが差しだしたのは、ハジが持っていたはずの銀の指輪だった。

「と、取りかえしたの？　どうやって……」

　ハジはシャイ悪ターン魔だ。その強さはジャリスも骨身にしみている。彼から指輪を取り戻すことができるなど信じられなかった。

「俺様を甘くみるなよ。アラバーナ大陸の英えい雄ゆうシンリクット船長は、不死身でどんな化け物にだって負けないんだよ」

　いてて、と傷に顔を歪ゆがめつつも、ターラは笑みを浮かべる。そんな彼に、ムスタシャールが声をかけた。

「ターラ、久しぶりだな」

「おお、元気だったか？　ムスタシャール王。第一回の最速船決定戦以来だから……えっと、十年ぶりくらい？」

「二十一年ぶりだ。相変わらずだな。それより……まだ早いとはどういう事だ？」

　ムスタシャールに聞かれ、ターラは苦く笑しようしつつジャリスを見つめた。

「ジャリス、この銀の指輪とお前が持っている金の指輪。二つを指にはめてみろ」

　銀の指輪を差しだされたジャリスは、きょとんとしてターラを見上げた。

「どうして？」

「いいから。そしてこの幽霊船を燃やすんだ」

　意味が判らずに、ジャリスは眉まゆ根ねを寄せた。消えつつある幽霊船と指輪を交こう互ごに見つめる。

「なんでそんな事を？　コダートならともかくわたしが指輪をはめたって何にも……」

　半魔物ジンのコダートならば、指輪をはめれば何らかの力を使えるかもしれない。しかし人間であるジャリスがはめても何も起こらないはずだ。

「言うとおりにしろよ。太陽が昇ると恐おそらく幽霊船は消しよう滅めつする。その前に試ためしたいことがあるんだ。もしかしたら……奇き跡せきを起こせるかもしれない」

　珍めずらしく真しん剣けんなターラの言葉に、ジャリスは戸と惑まどいつつも頷うなずいたのだった。




　幽霊船に火をかけると、半はん透とう明めいの船は黒い煙けむりをあげて燃え上がった。ちりちりと頰に熱を感じながら、ジャリスは右手の薬指と中指にはめた二つの指輪を見つめる。今の所何も変化はない。ターラの意図が判らず、ジャリスは彼に向き直った。

「ターラ……奇跡を起こせるかもしれないって、どういう事なの？」

　薄く笑ったターラは、ジャリスを見つめると、ふと表情を引き締しめた。

「その指輪は、魔物ジン達の手に渡れば魔ま力りよくを増ぞう幅ふくさせてしまう。だが使い方次し第だいでは、奇跡を起こせるかもしれないんだ。たとえば……この大陸の亀き裂れつを元に戻もどす、とかな」

　ジャリスは一瞬意味が判らずに、首を傾かしげた。

（そ、それって……えっと、どういう事？　大陸の亀裂を元にって……）

　ジャリスは心の中でターラの言葉を反はん芻すうする。そしてある結論に至った。

「じゃ、じゃあ、アラバーナが、一つの地続きの大陸に戻れるの？」

　百年以上前の大おお地じ震しんで亀裂の入った大陸。それに端たんを発はつした国境線を巡めぐる争いは、それから何十年と続いた。今は停戦しているが、未いまだ水面下では領土を狙ねらって反目している国もあるという。だがもしアラバーナ大陸が元に戻ればどうなるか。ジャリスはそれに思い当たった。

　もし実現すれば、各国は争う正当な理由の一つを失うだろう。もちろんそれだけでアラバーナ大陸が平和になるかどうかは判らない。だが一番大きな争いの火種を、取り除のぞけるかもしれないのだ。

「ああ、ただし四つの指輪を集めれば、だ。一つでもかけてたら無理だな。力が弱すぎる。だがもしそれが叶かなえば、領土争いなんてお題目を唱えて戦争しようとする奴やつらを抑よく制せいできるかもしれない。……もちろんかなり無む謀ぼうな話だってのは俺も判ってる。元に戻ったって、それで一件落着して平和になるなんて思うほど、俺もお気楽じゃないさ。でもその可能性にかけてみるのも悪くないだろ」

　口元に笑みを浮うかべたターラは、隣となりにいたムスタシャールに黒い瞳ひとみを向けた。

「それともう一つ、このドフィーランは土地が沈しずんでいってるんだろう？　この現象はここだけじゃないんだ。他の国々でも海岸沿いで同じように沈みかけている街がある。もし指輪を使って大陸を元に戻せれば……それを救えるかもしれない」

　ジャリスとムスタシャールは、息を吞のんでターラを見つめる。

「まあ、かもしれないっていう俺の考えだけどな。でもやってみる価値はあるだろう？」

　肩を竦めたターラに、ムスタシャールが大きく頷いた。

「ああ、もしこの街が救われる可能性があるのなら、余は何でもしよう。ここはみんなの故郷だ。この街で生まれ、この街で日々の糧かてを得て生活している。みんなが平和に何事もなく暮らすことが余の望みだ」

　ムスタシャールの言葉に、ジャリスは手にした二つの指輪を見つめた。

（キャルリは言ってたわ。ターラは昔の約束を守ろうとしているって。この大陸を平和に導くために動いてるって。じゃあやっぱりこの指輪はその為に……）

　もし四つの指輪にそれだけの力があるのなら、ターラがこれらを探す理由にも納なつ得とくがいく。

　だがターラは、ふっと声を落とした。

「でもこれは魔物ジンの力では無理なんだ。コダートでもこれは成し遂とげられないだろう。人間の協力が必要だ。選ばれし人間の力が」

　ターラが自分から目を離はなさずにそう言った事に、ジャリスは気付いていた。頭の中を何かがかすめる。ハジは言っていた。ジャリスの背中の地図は必要だが、ジャリス自身には生きていてもらっては困るのだと。そしてジャリスは、彼らの目的の大きな障害なのだと。

「その選ばれし人間って……」

　まさか……と思いつつ、当とう惑わくして聞いたジャリスに、ターラは大きく頷いた。

「お前だ。ジャリス」

　ジャリスの予想は外れていなかった。それでもジャリスは声を出すことすら忘れた。信じられないようにターラを見つめるが、彼は得意の冗じよう談だんを言っているようにはみえなかった。

「え、えっと、どういう事なのか判わからないわ。どうしてわたしが……？」

　混乱したまま目を瞬またたかせたジャリスが問うと、ターラはふっと笑った。

「まずお前の目で確かめてみろ。まだお前も知らない、お前だけが持つ力を」

　ターラは燃えさかる幽霊船を指し示した。そしてジャリスを見つめて大きく頷く。

「祈いのれ、ジャリス。どんな言葉でもいい。お前の心からの声で。今のお前の一番の望みを」

　訳が判らず、ジャリスは戸惑う。辺りには、ゴウゴウと音を立て燃えさかるドゥハーン号から漂ただよう煙が充じゆう満まんしていた。

（な、何をどう祈ればいいの？　わたしの今一番の望みって……）

　ジャリスは一瞬考え込んだが、先さき程ほどキャルリ達が消滅してしまった船の甲かん板ぱんに目をやった。そこにも火は燃え広がっている。

「キャ、キャルリ……。キャルリを生き返らせて！　お願いっ、わたし、キャルリともう一度話をしたい。神様……！」

　二つの指輪をはめた両手を組んでジャリスは祈る。天まで届けと声を張り上げたが、指輪に変化は見られず、何も起こりはしなかった。それでも闇が支配する王宮の中庭で、ジャリスの声は高々と響ひびいた。

「お願いっ、もしわたしに何か力があるのなら、キャルリを助けてっ。彼女はまだ死んではいけないっ」

　何度も何度も祈った。だが何も起こらない。幽霊船は炎ほのおとともに崩くずれ落ちていく。

「やっぱり駄だ目めか……」

　祈り続けてどれだけたっただろう。ターラのそんな呟きがジャリスに届いた。それでもジャリスは諦あきらめなかった。組んだ両手を痛い程握にぎりしめる。そうして何度目か判らない祈りを捧ささげようとした時だ。細い光が暗い中庭を照らし出す。遠くに見える海から、きらめく太陽が顔を出し始めたのだ。それとともに、燃えていたはずの幽霊船がうっすらと消え始める。

「まって、消えないで！」

　ジャリスの叫さけびが辺りに木こ霊だました。だがみるみるうちに幽霊船は薄うすくなり、目を凝こらしても見えなくなってしまう。顔を歪めたジャリスは、嗚お咽えつを堪こらえることができずに、口元を手で覆おおった。そしてジャリスの青い瞳から、涙なみだが一筋あふれでた時だった。

　指にはめた二つの指輪が、ふいにやけどしそうな程に熱を持った。思わず悲鳴を上げようとしたジャリスだったが、すぐ目の前で起こった変化に気付き、声を出す事すら忘れて息を吞む。

「な、なに、あれ……？」

　ジャリスは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。幽霊船があった運河の底から、数え切れない程いくつもの丸い光が、ゆっくりと空に向かって舞まい上がったのだ。手の平程の光からは、優やさしく囁ささやくような声が聞こえている。

〝船長……キャルリ船長〟

〝俺達自由になれましたよ。先に行ってますね〟

〝船長はまだ来ちゃ駄目ですよ〟

　光にはよくよく見ると、穏おだやかな人々の顔が映っている。満足したように天に向かう光達は、空中で一度集まると、まるで太陽のように辺りを照らしだした。

　暗くら闇やみに慣れた目には、その光が痛いほどで、ジャリスは思わずうめき声を上げて目を瞑つぶる。しばらくして再び目を開くと、先程までは誰もいなかったその場所に、人ひと影かげがあることに気付いた。それが誰であるか判ったジャリスは、思わず息を吞む。

「これは……一体？」

　言葉を失ったジャリス達の前で、戸惑いながら呟いたのは、黒い船服を着たキャルリだった。隣にはラカダとイーファがいる。彼らは顔を見あわせて呆然としていた。そんな三人の姿には、先程とは違ちがう所があった。身体からだが透すけていないのだ。

「キャルリッ」

　叫んだジャリスは慌あわてて駆かけ寄り、確かめるように彼女の身体に触ふれる。赤みを帯びた顔に、血の通った温あたたかい手。胸むな元もとに手を移すと、ジャリスの手に力強く脈打つ鼓こ動どうが伝わった。

「生きてるっ、キャルリ、生きてるわよ！」

　ジャリスは喜びのあまり、呆然としているキャルリに抱だきついた。

〝ラカダ、イーファ、船長を頼たのんだぞ〟

〝船長、さよなら……生きてください。俺達の分まで〟

　そんなジャリス達の頭上で、大きな光が声を揃そろえた。それを合図に再び数十の光の玉に分かれると、天へと昇っていく。

「あれは……嵐あらしで死んだ、ドゥハーン号の乗組員だ」

　ラカダが上空を見あげて呟くと、イーファが頷うなずいた。

「ああ、みんな、満足そうな顔してる」

　同じく天を見つめたキャルリが、かすかに目を細めた。

「あいつら……」

　キャルリは顔を歪ゆがめたが、涙はこぼさなかった。ぐっと唇くちびるを嚙かんだまま彼らを見送っている。

「ど、どういう事なの？」

　ジャリスは思わず呟いた。光が完全に消え去った時には、既すでに太陽は海から半分顔を見せ、辺りは明るくなっていた。鳥のさえずりが聞こえ始め、中庭に咲さいている花達も太陽に向かい顔をあげている。

　先程までそこにあったはずの幽霊船も、まるで噓うそだったかのように跡あと形かたもない。静かなせせらぎを奏かなでる運河を見つめたターラが口を開いた。

「緋石の指輪の魔ま力りよくで、死んだ奴やつらが船から解放されてなかったんだ。キャルリ達も指輪の魔力で死ぬことも生きる事もできなくなってた。お前が……お前の祈りが届いて、みんな指輪の魔力から解放されたんだよ。ジャリス」

　ターラがほっとしたように息を吐はいた。だがジャリスには、何のことだかさっぱり判らない。

（え、えっと……もしかして、わたしも魔物ジンだったとか。でもターラはさっき奇き跡せきを起こせるのは人間の力だって……）

　混乱しているジャリスの隣で、ターラはキャルリを見てにやりと笑った。

「久しぶりだな、キャルリ。人間に戻もどれた気分はどうだ？」

　キャルリはふうと息をついた。そして両手を顔の前に持っていき、観察するように見つめる。

「よく判らないよ。あんまり実感がないね。でも身体がちょっと重いかな。それに温かいよ。ちゃんと体温がある」

　微笑ほほえんだ彼女は、ジャリスが今まで見た中で、一番穏やかな表情を浮かべていた。

　その隣となりにいるラカダとイーファが、お互いの身体を叩たたき合っている。痛いだのこそばゆいだの言っていたが、やがて両手をあげて歓かん声せいを上げた。

「生きてるーっ、すげぇ、酒が飲めるぞ！　女の子とも遊べるっ」

「料理が作れる……。俺、リクに作ってやるって約束してたんだ。よし、待ってろよ。リクッ」

　二人の喜びように、ジャリスの胸も熱くなる。詳くわしいことはまだ判らないが、これだけは確かなことだった。

　キャルリ達は再び、ジャリス達の住む生者の世界へと戻って来られたのだ。
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　王宮にある一室では、手当てを受けたコダートが眠ねむり続けている。ジャリスは丸一日一いつ睡すいもせず、彼の側に付き添そっていた。身体中に巻かれた白い包帯が痛々しい。傷のせいで高熱が出ている彼の汗あせばんだ手を、ジャリスはずっと握り続けていた。

　どれぐらいそうしていたか判わからない。窓の外は既に暗闇で覆われていた。額の氷ひよう囊のうを替えようと、ジャリスが手を伸のばそうとした時、ふっとコダートが目を覚ました。

「コダートッ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　ジャリスが彼の枕まくら元もとに顔を寄せると、コダートが焦しよう点てんの合わない目でジャリスを見つめた。その瞳ひとみがうっすらと赤くなっている。

「ジャリス。ここは？……ううっ」

　視線を動かして、辺りを見回そうとしたコダートが顔を顰しかめる。そんなコダートを見て、ジャリスは張りつめていた糸が切れたように、全身から力が抜ぬけた。

（よかった……。本当によかった）

　ジャリスの心はその気持ちで一いつ杯ぱいだ。王宮の医師に本来なら死んでいるはずの傷だと言われ、ジャリスは一晩中、三つの指輪を手に彼の無事を祈いのり続けていた。心は少しも落ち着かず、不安で叫び出しそうだった。それでもどうにか平常心を保っていられたのは、ターラにコダートの魔物ジンとしての力があれば、必ず快復するはずだと言われた事と、握り続けていた彼の手が温かさを失わなかったからだ。
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「まだ動いちゃ駄目よ。怪け我ががひどいんだから」

　涙ぐんだジャリスは、やっとそれだけ口にした。しばらくぼんやりとしていたコダートは、やがて赤い瞳をジャリスに向ける。自分を庇かばってくれた時のコダートの優しい瞳を思いだして、ジャリスの心臓はなぜかどくんと跳はね上がった。

（な、なんだろう、何か苦しい……息がしにくいかも。胸が一杯っていうか……）

　そう考えていたジャリスをコダートが見つめ、そっと目を細めた。

「よかった、お前に怪我がなくて。お前が無事なら、それだけで……」

　コダートが確かめるようにジャリスの手を握にぎりしめた。大きくて熱い手は、ジャリスの手の平を撫なでるように動く。つないだ手から彼の熱がジャリスの全身に伝わった。

「お前は絶対に俺が……守ってやるからな……」

　ぼうっとした声だが、頰ほおを緩ゆるめた彼の表情が、見たこともないほど穏やかで優しい。慈いつくしむように見つめられ、ジャリスの心臓が更さらにどくどくと音を立てた。

（ど、どうしようっ。息が出来ない！）

　ジャリスの顔が真っ赤になっている事に、コダートは気付かないようだ。再び目を閉じると、そのままかすかな寝ね息いきをたて始めた。力の抜けた彼の手が離れ、ゆっくりと寝台に落ちる。

「はあっはあっ……」

　ジャリスは、慌てて息を吸いこみ吐き出した。まるで全力疾しつ走そうしたみたいに鼓動が速かった。

「な、何なのこれ……っ」

　ジャリスは自分に何が起こったのか判らず、思わず呟いた。眠りに落ちたコダートを見たジャリスは、再び心臓が激しく脈打つのを感じる。先さき程ほどまで何ともなかった、手を握るという行こう為いさえ、今はできなくなっていることに気付いていた。




　次にコダートが目を覚ましたのは、翌日の昼過ぎだった。ずっと側にいたジャリスは、どうにか平常心を取り戻し、コダートの顔をのぞき見る。

「コダート、わたしが判る？」

　その声にコダートは二、三回瞬またたくと、ジャリスを意志の強い黒い瞳でみつめた。

「……ああ、お前無事だったんだな。……なかなかしぶといな」

（な、何それっ、昨日と全然違ちがうじゃないっ）

　いつもの憎にくまれ口に、ジャリスはむっとして口を尖とがらせた。どうやら夜に目覚めた時の事を、コダートは覚えていないようだ。だがジャリスは心の叫さけびを口にはしなかった。ずっとあのままなら心臓が破は裂れつする。そんな、自分でも馬ば鹿かだと思う危機感をジャリスは持っていた。

　コダートは、包帯だらけの自分の身体からだを確かめるように触さわり、ゆっくりと息を吸いこむと、ジャリスに問いかけた。

「ハジとターラは？」

「ターラは無事よ。ハジから銀の指輪を取り戻してくれたわ」

　ジャリスが告げると、コダートが目を見張った。

「本当か……？　そんな馬鹿な」

　驚きよう愕がくしているコダートの気持ちはよく判る。ターラがどうやってハジと戦ったのかは謎なぞだった。ターラは詳しい事を教えてくれないからだ。しかし銀の指輪をそうあっさりと、ハジが渡わたすとは思えない。二人が死し闘とうを演じたのは想像に難かたくなかった。

　戸と惑まどうように視線を泳がせたコダートは、壁かべ際ぎわにいる人物に目を留めた。

「キャルリ、昼間なのにどうして……？」

　そこにいたのは、腕うで組ぐみして立っているキャルリだった。先程部屋を訪おとずれた彼女は、ジャリスと一いつ緒しよにコダートの様子を見ていてくれたのだ。

「どうやら人間に戻れたらしいよ。ジャリスのおかげでね」

　コダートは眉まゆ根ねを寄せ、どういうことかと問うようにジャリスを見る。ジャリスは、キャルリ達が生き返ったときの事を彼に話して聞かせた。

「……じゃあ指輪の力はお前にも使えるって事か？」

　ジャリスが鎖くさりを通して首からぶら下げた三つの指輪を見つめて、コダートが聞いた。

「ええ、でも詳しい事はまだ判らないの。今ターラはムスタシャール王と話をしていて……」

　そこへ扉とびらを叩く音が聞こえる。ジャリスが振ふり向くと、扉を開けて顔を出したのはターラだ。

「おっ、気がついたか。よかったなぁ、お前半分魔物で。本当だったら二度と目が覚めなくなるところだったぞ」

　軽い口調のターラも本当は傷を負っているはずだが、それをおくびにも出さない。跳ねるような足取りで部屋に入ってくる。

「ターラ、どういう事なんだ？　なぜキャルリ達は生き返ったんだ？」

　寝しん台だいに横たわったまま、コダートが聞いた。

「うーん、指輪の力、としか言いようがないな。元々キャルリ達は緋石の指輪の魔力で幽ゆう霊れいとして漂ただよってたんだ。本当に死んだ訳じゃなかった。そうだな、判りやすく言うと、彼女たちの時は止まってたんだ。キャルリたちが生きるはずだった時間がな」

　腕組みしたターラは、キャルリに視線を移した。

「これは俺の憶おく測そくだが、嵐あらしで死んだ乗組員達は、船長の事が心配で死にきれなかったんじゃないか？　その強い想いに指輪が反応した。そしてキャルリ達三人だけが指輪の力でどうにか死なずに、だけど生きる事もできずに、幽霊になって彷徨さまよってた。……俺は昔からあの船全体に、妙みような気配を感じてたんだ。キャルリ達以外にも人間の意識がある事に気付いてた。それを解放できれば、もしかしたら何か違ちがう事が起きるかもってね。まあ俺の仮説だけど」

　それを聞いたキャルリは、瞳を揺ゆらめかせた。何事か考えるように目を伏ふせた彼女を見て、ターラは話を続ける。

「だからあの時幽ゆう霊れい船せんを燃やして、ジャリスの力で死者を安住の地へ導ければ、キャルリ達にも何か変化があるかもと思った。幽霊船があるうちは、キャルリ達もきっとあの船にとらわれたままだろうと思ってな。一いちか八ばちか賭かけてみたんだ」

「じゃ、じゃあ、はっきりした理由があってやったわけじゃ……」

　ジャリスが目を丸くして聞くと、ターラは口を尖らせて頷うなずいた。

「当たり前だろ。そりゃ、もしかしたら何も起きなかったかもしれない。だけど、やらないよりはやってみた方がいいんだよ。現にキャルリ達は生き返った。結果よければすべてよし！」

（な、なんて行きあたりばったりな……）

　胸を張ったターラに、ジャリスは思わず心の中で突つっ込んだ。

「まあ本当に奇き跡せきだったとしかいいようがないな。指輪は四つ揃そろわなきゃお前には使えないはずだった。お前の祈りは、足りない指輪の分を補えたみたいだ」

　そう締しめくくって、さっさと扉に向かおうとしたターラを、ジャリスは慌あわてて止めた。

「ちょっと待って。それが一番判らないのよ。どうしてわたしが指輪の力を使えるの？」

　駆かけ寄ったジャリスを、ちらりと見たターラが肩かたを竦すくめた。

「……選ばれたからさ。人間の中にも指輪を使える者がいる。前にも言ったが、その力があれば、アラバーナ大陸にも奇跡を起こせるかもしれない」

　ターラに言われ、ジャリスは困こん惑わくしたように目を瞬かせた。

「それがわたしなの？　一体誰に選ばれたっていうの？」

　ターラはその言葉にふっと笑った。そして天てん井じようを指さす。

「さあ？　神様じゃないのか」

　ふざけたような口調に、ジャリスは眉根を寄せた。

「からかわないで、ターラ。今日こそ何もかも話してもらうわよ」

　詰きつ問もん口調のジャリスに、上半身を起こしたコダートも頷く。

「そうだ、もう逃にがさないぞ。あなたがはっきりした事を教えてくれないから、俺達がどれだけ迷めい惑わくしていると……」

「何だよ、お前ら、怖こわい顔して。婚こん約やくの事忘れてたの、まだ怒おこってるのか？」

　コダートの言葉を遮さえぎって、にやりと笑ったターラが突とつ然ぜんそんな事を言いだした。ジャリス達の顔は一気に赤くなる。

「今それ、関係ないでしょ！」

「そそそそうだぞっ。大体そうやってごまかそうとしても……」

　二人の慌て振ぶりにターラは腹を抱かかえて笑う。そして二階にあるはずのこの部屋の窓まど枠わくに、ひらりと飛び移った。

「とりあえず身体を治せよ、コダート。またすぐ来るからさー」

　言い残したターラは、身軽に窓から飛び出した。ジャリスは慌てて窓まど際ぎわに駆け寄ると、中庭を見下ろす。だがもうそこに彼の姿はない。

「もうっ、どうしていつもいつもこうなるの！」

　外に向かって叫んだジャリスに、キャルリがため息をついた。

「ターラは言いたくないことは絶対に言わないよ。あいつの口を割らせるなんて、あたしでも無理だね。あいつが自分から喋しやべるまで待つしかないよ」

　結局うまくあしらわれてしまったジャリスは、窓の外を見つめ悔くやしさのあまり再び叫んだ。

「ターラのばかーっ」

　中庭に響ひびいた声が、ターラに聞こえたかどうかは謎だった。
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　アクラブ号の船長室では、カッサラがこんこんと眠ねむり続けていた。ハジはふいっと姿を消したまま帰ってこない。リンドは寝ね椅い子すに横たわったカッサラを見て、目を伏せた。

　ハジがでかけて数日経って、カッサラは急に倒たおれてしまった。それから三日になるが、一向に目を覚ます気配がない。ハジが帰ってこない所を見ると、おそらくコダート達の捕ほ獲かくに失敗したのだろう。そうリンドは思った。

「副船長、あのシャイターンはどうしたんですか？」

　問いかけたのはブシュラルだ。ハジが帰ってこないことと、カッサラが倒れたことは何か関係があるのかとリンドに質問しにきた。

「ハジはもしかしたら、ジャリス達が倒したのかもしれない。あっちにはターラもいるし」

「ターラ？」

　ブシュラルが首を傾かしげて聞き返した。

「イジュタラ・シンリクット船長さ。知ってるだろ？」

　その名が人間にとってどんな影えい響きよう力を持つかリンドも知っている。リンドの計算通り、ブシュラルの顔がぱあっと明るくなった。

「アラバーナ大陸の英えい雄ゆう、海かい賊ぞく同盟のシンリクット船長！　そうか、ジャリスはシンリクット船長の孫ですもんねっ」

　リンドは微笑ほほえんだまま頷いた。きっとターラの正体を知れば、こんな反応はしないだろう。世間の流言もたまには役に立つ。

「ハジに聞いたが、ジャリスはどうやら王宮にいるらしい。俺はジャリスの所にいってカッサラを元に戻もどせないか相談してくるよ」

「え？　じゃあ、俺も……」

　ブシュラルが慌てて身を乗り出したが、リンドはそれを押しとどめた。

「いいよ、俺一人の方が早い。俺達お尋たずね者だろう？　王宮にぞろぞろ連れだっては行けないよ。俺ならいくらでも忍しのびこめる。誰にも気付かれないように、そっとな」

　黒い瞳ひとみを赤く染めたリンドに、ブシュラルは心配そうに首を振った。

「でもあなたひとりじゃ……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。任せとけって。ここで待ってろ。カッサラは……船長は必ず元に戻してみせる」

　瞳に決意の色を浮うかべたリンドに、ブシュラルは仕方なさそうに頷く。そのまま船長室を後にしようとしたブシュラルを、リンドは思わず呼び止めた。

「おい、ブシュラル」

「なんですか？　副船長」

　ブシュラルが、首を傾げて返事をする。彼を見つめたリンドは、すぐに笑って首を振った。

「いや……何でもない。俺が戻るまで、みんなを頼たのむぞ」

「はいっ、任せてください！」

　元気良く返事したブシュラルは、今度こそ本当に部屋を後にした。それを見送ったリンドは、閉じられた扉に向かい一言呟つぶやいた。

「すまねぇな……。でもこれが一番いい方法なんだ」

　寝しん台だいに浅く腰こし掛かけたリンドは、眠っているカッサラの大きな手を、そっと握にぎったのだった。
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「ジャリス、船の修理の見積もりが出来ました」

　太陽が燦さん々さんと降りそそぐバルク号の甲かん板ぱんで、ジャリスに声をかけたのはシャルマだった。バルク号は現在王宮の運河に停とめられていた。開け放たれた王宮の水門からここにバルク号を運んできたのは七日ほど前だ。ムスタシャールは、王宮御ご用よう達たしの船大工に修理をするよう取りはからってくれた。費用はいらないと言われたが、ハディスに幽霊船探たん索さくの報告をしたジャリスは、貰もらった依い頼らい料を修理費用に充あてるからとそれを断った。さすがに王宮御用達の船大工は仕事も丁てい寧ねいで速く、たった数日でみるみるうちに修理が進んでいた。

「お金、足りそう？」

　心配そうに聞くと、シャルマは微笑んで頷いた。

「ええ、船大工は陛下の好意で、かなり格安で修理してくれていますし、同盟からの依頼料で何とか賄まかなえると思います。……以前よりもずっと丈じよう夫ぶな船に生まれ変わりますよ」

　シャルマは思っていたより安くすんだ修理費のせいか、すっかり機き嫌げんがいい。ジャリスは、ほっと胸をなで下ろした。

「もうすぐ旅に出られそうね。その前にターラを捕つかまえなくっちゃ」

　腰こしに手を当てたジャリスに、彼女から事情を聞いていたシャルマが頷うなずいた。

「ええ、ムスタシャール王も手を尽つくして捜そう索さくしてくれているんですが、見つからないようです。まだこの国にいるといいんですが……」

　ターラにはまだまだ聞きたいことが山ほどあった。ジャリスは鎖くさりを通して自分の首にぶら下げている、三つの指輪を取り出す。

（この指輪をなぜわたしが使えるのか聞けなかった。まったく逃げ足あしだけは速いんだからっ）

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつのターラを思いだし、ジャリスはため息をつく。アブウの水鏡を使って呼びかけているが、なかなか通じない。ターラを呼びだした魔ま法ほうをもう一度使えないかとも思ったが、どんなにアブウが指輪を握りしめて呪じゆ文もんを唱えても、何も起こらなかった。

〝火事場の馬ば鹿か力ぢからだったんですねぇ〟それがアブウの感想だ。

　ジャリスがため息をついていると、バルク号の甲板にキャルリが現れた。太陽の光を浴びたキャルリは、顔色もよく浮かべた笑え顔がおも晴れ晴れとしている。続いてあがってきたラカダもイーファも、にこやかに笑ってジャリスを見つめた。

「ジャリス、あたし達、そろそろ行くよ」

　よく見ると、キャルリ達はそれぞれ小さな荷物を持っていた。それが旅たび支度じたくだと気付いたジャリスは、慌てて彼女に駆け寄る。

「キャルリ、これからどうするの？」

　太陽の光に眩まぶしそうに目を細めたキャルリは、遠くに見える海を見つめた。

「旅を続けるさ」

「でもムスタシャール王は、この国にいて欲しいって言ってるんでしょう？」

　どうやらムスタシャールは、相当キャルリの事を気に入ったらしい。後宮に入らないかとまで言った彼に、キャルリは何番目かの妻はごめんだねときっぱり断っていた。

「あたしは海賊さ。海はあたしの故郷だ。陸で暮らすのは無理だよ」

　キャルリはいつもの強気な表情を浮かべ、ジャリスにそっと囁ささやいた。

「ムスタシャール王に伝えといて。悪いけど、王宮の船を借りるって。今度は返せるかどうか判わからないけどってね」

　キャルリの笑みは、まるで大輪の花のようだ。幽ゆう霊れいだった頃ころには見せたことのない表情に、ジャリスも嬉うれしくなる。だがキャルリは、ふっと真しん剣けんな眼まな差ざしをジャリスに向けた。

「随ずい分ぶん悩なやんでたみたいだけど、解決したかい？」

　キャルリの言葉が何を示しているのか、ジャリスにはすぐに判った。

「……いいえ、まだよく判らないの。あなたの言う通り、わたしは一人じゃ何もできないのかもしれない。結局はみんなに助けられているんだもの」

　最初にキャルリに会った時、彼女にされた指し摘てきは尤もつともな事ばかりで、ジャリスは反論すらできなかった。ジャリスはちらりと船せん尾びにいるシャルマとリクとアブウ、そして船首のコダートとナッシルに視線を向けた。彼らは心強い仲間だ。そんな彼らに助けられ、ジャリスは自分の夢を追い続けている。

　ジャリスは大きく息を吸いこむと、ゆっくりとキャルリを見あげた。キャルリの黒い瞳とぶつかったが、もう視線をそらす事はしなかった。

「……でもわたしは旅を続けていくわ。悩なやみながらでも続けていく。迷めい惑わくばかりかけてるし、全然頼たよりないし……こんな船長じゃ駄だ目めなのかもしれないけど」

　キャルリに、船長とはなにかと聞かれて言葉に詰つまったジャリスは、あれから幾いく度ども幾度も考えた。乗組員の命を守り航行の指示を出す、その船の長おさ。だがジャリスが目指している船長は、それだけではないはずだ。しかしどれだけ考えても結局明確な答えは見つからなかった。

　再び俯うつむいたジャリスに、キャルリはふっと笑みを浮かべた。

「いいんじゃないの。それで」

　あっさりとキャルリに言われ、ジャリスはきょとんとして顔をあげた。

「悩まない人間なんていないよ。あんたはまだ若い。悩んで苦しんで大きくなっていけばいい。あたしが乗組員だったら、悩まない船長なんてごめんだね。そんな感情のない奴やつに命を預けたりしない」

　キャルリは、ぽんとジャリスの頭に手を置くと、そのまま二、三度軽く叩たたいた。

「人を纏まとめようと思うなら、まずは自分の弱さを認めることさ。あんたは今、自分の未熟さを認めた。それが判れば成長していける。答えはきっと、あんたが今から経験していく中でおのずと見つかるさ。……あんたの成長をあたしは楽しみにしてる。しっかりがんばんな」

　最後に背中を叩かれると、ジャリスの心がふっと軽くなった。優やさしいキャルリの眼差しは、ジャリスに勇気を与あたえてくれた。

「ありがとう、キャルリ……」

　ジャリスはこみ上げてくる涙なみだをぐっと堪こらえた。これは別れではないのだ。彼女たちにとっては始まり。そしてジャリスにとっても新たな旅立ちだ。

　そんなジャリスの耳元に、キャルリはふと顔を近づけた。

「一つ、話しておきたいことがあるんだ……」

　目を伏ふせたキャルリは、そのままジャリスにある事を囁きかけた。それを聞いたジャリスは、青い瞳を見開き、驚きよう愕がくに顔を強こわばらせた。

「……本当なの？　それ」

　そう聞くとキャルリは静かに頷いた。

「確証はないけどね。でもあんたには話しておくよ。それでどうするかは、あんたが考えな」

　再び微び笑しようしたキャルリは、ゆっくりとジャリスの背後に目をやった。

「じゃあね。また会おう。……イーファ、ラカダ、行くよっ」

　見るといつの間にか二人が、リクとナッシルと話をしていた。

「イーファ、あんたの料理マジうまかったよ。また作ってくれな！」

　リクが言うと、イーファが右みぎ腕うでを叩いて豪ごう快かいに笑う。

「ああ、やっぱり本物の食材は全然違ちがうよ。また旅して色んな国の料理を覚えて食わせてやる」

　そんな二人の横で、ナッシルとラカダが肩かたを組んでいた。

「ラカダ、俺の兄貴でマラファムっていう奴がいるんだけど、あいつ酒飲まないから貰った名酒をそのまま置いてあるんだ。今度くすねてくるから、一いつ緒しよに飲もうぜ」

　そんなナッシルにラカダが笑う。風で髪かみが揺ゆらめいたが、彼の右側は人間のものだった。

「そりゃいい。俺も旅の途と中ちゆうでいい酒を探しとくよ。今度会った時は、みんなで飲もうぜ」

　彼らの会話に、キャルリは苦く笑しようしている。しばらくそのまま見ていたが、やがて声をあげた。

「もういいだろ、何度も言わせるなっ」

　キャルリに一いつ喝かつされ、二人は渋しぶ々しぶ彼女と一緒にバルク号を後にした。

　運河に停とめられた小こ船ぶねに、キャルリ達が乗り込んだ。甲板からそれを見送ったジャリスは、彼らに向かって両手を振ふり回した。

「元気でねー、キャルリ、また会いましょう！」

　ジャリスの声は運河に響ひびき渡わたり、キャルリ達はそれに応こたえるように手を振り返したのだった。
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「コダート、怪け我が大だい丈じよう夫ぶ？」

　声をかけられたコダートは、甲かん板ぱんで自分の身体からだより大きな木材を軽々と担かついだままゆっくりと振り返る。そこにはジャリスが俯き加か減げんで立っていた。先さき程ほどみんなでキャルリ達を見送り、今は船大工達の修理を手伝っている所だった。

「ああ、大した事はない」

　コダートはすました顔で、普ふ段だんと変わらない声を出した。本当はジャリスを庇かばって受けた傷がまだ完治していない。しかしコダートはそれをおくびにも出さず、いつもと変わらない仕事をこなしていた。

　ジャリスは少しだけ視線を上げると、彼女らしからぬ暗い表情で口を開いた。

「ごめんなさい……。わたしのせいで」

　ジャリスが怪け我がの事を心配しているのは判っていた。休むように言われたが、それでもコダートはみんなと一緒に仕事をする事を選んだ。

「別にお前のせいじゃないさ。気にするな」

　コダートは担いでいた木材を床ゆかに置いた。まだ目を伏せたままのジャリスを見て、ふっと微笑む。ジャリスには心配をかけたくなかった。だからついいつもの憎にくまれ口が出た。

「何だよ、そんなに心配か？　いつからそんなに俺に優しくなったんだ？」

　からかうように言ったコダートに、ジャリスは顔をあげた。その表情にかすかな朱しゆが帯びている。ジャリスはそのままもごもごと口を開いた。

「ええ、心配よ。一応こ、婚こん約やく者だからっ」

　勢いづけてそう言うジャリスに、コダートは自分の顔が一いつ瞬しゆんで赤くなるのが判った。

（な、何を言ってるんだっ、こいつ……、今までその話は無視してきたくせに）

　ジャリスが婚約話を避さけていたのには、コダートも気付いていた。コダート自身、かなりうろたえてしまうので、その話題には触ふれないようにしてきた。なのにジャリスから突とつ然ぜんこんな事を言い出すとは、思っていなかったのだ。

「な、何をばばば馬ば鹿かな事を……っ。お前となんてけけ結けつ婚こんするわけないだろ！　誰がこんなじゃじゃ馬と……」

　動転してつい口から出た言葉だが、ジャリスはむっとしたように口を尖とがらせた。

「何よ、そんなに嫌いやがることないでしょっ。そりゃ迷惑だって判ってるけど、一応決まってる事なんだから！」

　眉まゆをつり上げたジャリスを見て、コダートは自分の失言に気付いた。

「えっ、あ、いや、嫌がってるわけじゃ……」

　慌あわてて言い訳しようとしたが、どうやら遅おそかったらしい。ジャリスはぷいっと横を向く。

「だから迷惑だって判わかってるってばっ」

　コダートのしどろもどろの口調は、ジャリスには自分との婚約を嫌がっているように映ったようだ。察しのいいコダートはそれに素す早ばやく気付いたが、どうしたらいいのかが判らずに、ぐるぐると色んな考えを巡めぐらせる。いつもなら、交渉事になればいくらでも口が滑なめらかになるのに、ジャリスと話しているとどうも調子が狂くるうのだ。そんなコダートを、口をへのじに曲げたまま見あげたジャリスは、うっすらと青い瞳ひとみを潤うるませた。

「け、怪我して寝ねてる間、ずっと心配だったんだから……。目が覚めたら一番にお礼を言おうと思ってたのに。あなたが目覚めた時、泣くほど嬉うれしかったんだから……」

　小声で呟つぶやいたジャリスの言葉を、コダートは聞き逃のがさなかった。

「えっ、本当に？」

　目を瞬またたかせて聞き返したが、ジャリスはそのままきびすを返した。

「知りませんっ。じゃあね！」

　足早に立ち去るジャリスの背中に、コダートは手を伸のばした。だがその手は彼女を摑つかまえることなくむなしく空を切る。肩を怒いからせたジャリスを呆ぼう然ぜんと見送ったコダートは、思わず自分を叱しつ咤たした。

（しっかりしろよっ。俺！　今、いい感じだったんじゃ……？）

　与えられた機会は絶対に逃すな、それがコダートが商人だった頃ころに覚えた鉄則だ。仕事の上ではその機会を逃した事はない。しかしなぜ相手がジャリスだと、うまくいかないのだろう。

「お前ら可愛かわいいね」

　落ち込んでいたコダートの耳元で囁ささやいたのは、いつの間にか現れたナッシルだった。コダートは思わずびくっと身体を震ふるわせる。

「も、もしかして、聞いて……」

　あたふたとしたコダートに、ナッシルは腕うで組ぐみして返事のかわりにため息をついた。

「お前さぁ、ジャリスが自分を責めるといけないから、怪我がひどくても普ふ通つうの顔してるんだろ？　本当だったら動くのも辛つらいはずだぞ。ジャリスは鈍にぶいんだから、はっきり言わないと駄だ目めなんだって。それにジャリスが自分から婚約の事を言いだしたのだって、相当勇気がいったんだと思うぞ」

　それはコダートにも判っていた。あれはきっとジャリスなりの、何らかの意思表示だったはずだ。なのに反対に怒らせてしまった自分が情けない。がっくりと項うな垂だれたコダートの肩を、ナッシルが慰なぐさめるように軽く叩たたいた。

「俺はお前らを応おう援えんしてるんだぜ。……やっぱり若い者同士でくっついた方がいいもんな。でもよ、お前ももうちょっとしっかりしてくれよ。折せつ角かく俺が、幽ゆう霊れい船せんで二人きりになれるよう細工してやったのにさー」

　コダートは、幽霊船で突然ナッシルがくじ引きしようと言いだした事を、ふと思い出した。妙みように浮うかれ気味だったナッシルの様子が、気になっていたのだ。

「ああ！　もしかして仕組んでたのか？　あのくじ引き。一体、どうやって……」

　コダートが目を見開くと、ナッシルがにやりと笑う。

「それはね、ひ・み・つ」

　三十代後半の男が、可愛らしく人差し指を振る姿に、コダートは思わず顔を引きつらせた。

「まあ頑がん張ばってくれよ。できるかぎりの協力はするからさ。……それにあんまりぐずぐずしてると、思わぬ伏ふく兵へいが現れるかもしれないぜ」

　意味深に呟いたナッシルは、ひらひらと手を振りながらその場を後にする。

　再びジャリスが去っていった方に顔を向けたコダートは、深いため息をついたのだった。
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（もうもうもうっ、コダートったら……！）

　コダートと話していた甲板から船長室に戻もどったジャリスは、椅い子すに座って口を尖らせた。

　最近どうもコダートの事が気になっていた。彼の前に出ると何だか息苦しくなってしまうのだ。なぜだろうと考えて、きっと助けてくれた礼をちゃんと言ってないからだろうと結論づけた。だから申し訳なくてつい意識してしまうのだと。それに婚約の事もどうするか話し合いたかった。ターラはコダートの父親から結婚に必要な支度金を貰もらったあげく、使い込んでしまったらしい。それを返さない限り婚約は破は棄きできないのだ。それを彼がどう思ってるのかが妙に気になっていた。

（なによなによっ、せっかく勇気を出して婚約の事を聞いたのに……。あんなに嫌がらなくてもいいでしょっ。大体じゃじゃ馬で悪かったわね！　そりゃわたしはおしとやかでも大人おとなしくもないけど、そんなに言わなくたっていいじゃないっ）

　なぜこんなに腹が立つのか自分でも判らない。うーっと呻うめいて頭をかきむしったジャリスは、扉とびらが叩かれる音にはっとして、慌てて居住まいを正した。努めて平静な声で返事すると、扉を開けて入ってきたのはシャルマだった。

「ジャリス、船の修理の事ですが……」

　シャルマは船長室に入りジャリスを見つめると、ふと言葉を止めた。

「……どうかしたんですか？」

　首を傾かしげたシャルマに、ジャリスは思わず慌てた。どこか変だろうかと自分の服を見つめていると、シャルマがゆっくりと近付いた。

「髪かみ、ぐしゃぐしゃですよ」

　シャルマは微笑ほほえむと、そっとジャリスの金きん髪ぱつに手をやり直してくれる。

「あ、シャルマ。自分でやるわ」

　ジャリスは慌てて両手を頭にやった。先程かきむしったせいで、シャルマの言うとおりぼさぼさになってしまっている。てぐしで直そうとしたジャリスは、ふとシャルマの視線が自分の右手を見つめていることに気付いた。

「……シャルマ、平気よ。ほとんど傷は消えてるし、元々大した怪我じゃなかったんだから」

　ジャリスは自分の右手を、左手で覆おおうようにしながら明るく言った。シャルマが故郷のタバラン国にいた頃、彼に投げられた石を遮さえぎろうとしたジャリスは、右手を怪我してしまった。小さな傷だったが痕あとは残った。ジャリスは一向に気にしていないのに、シャルマは時折その右手を見ては辛そうに目を伏ふせるのだ。

「いいえ、傷がある限り治ったとは言えません。私なんて庇う必要はなかったんですよ」

　苦く笑しようしたシャルマに、ジャリスは思わず立ち上がった。

「わたし、〝なんて〟って言葉は嫌きらい。あなたはわたしや乗組員にとって大切な人なんだから。いくら本人だからって、わたし達の大切な人を卑ひ下げするのは許さないわ。これからその言葉は禁止よ。これは船長命令だからね」

　片目を瞑つぶったジャリスに、シャルマは一瞬目を見開いたが、すぐに優やさしい笑えみを浮かべた。

「……船長命令ですか。では、従わないといけませんね」

　穏おだやかな口調のシャルマは、そっとジャリスの右手を握にぎる。男にしてはほっそりとした指が、確かめるように傷きず痕あとを撫なでた。するとジャリスの心臓も、同時にびくんと跳はねる。勝手に速くなる鼓こ動どうにジャリスが戸と惑まどっていると、ふいに部屋の外からガタッと大きな音が聞こえた。

　何事かとジャリスが扉をみやると同時に、右手に温かくて柔やわらかな〝何か〟が触れた。指とはまた違ちがう感かん触しよくに驚おどろいて目を戻すと、シャルマはジャリスの右手のすぐ近くに顔を寄せていた。

「早く治るように、おまじないをしたんです」

　穏やかな笑みのシャルマは、顔を上げて手を放すと、そのまま扉に足を向ける。

「……何の音だったのか見てきます。きっとまたリクが何か壊こわしたんでしょう」

　シャルマの背中を見つめたジャリスは、右手から温かな感触が全身に広がっていくのに気付く。そしてさっきの柔らかな〝何か〟の正体が判った気がして、一瞬で顔を赤くしたのだった。

　　　　[image: ]

「フィクル、お前ちょっと瘦やせた？」

　テリス号の甲かん板ぱんを、橙だいだい色いろの夕焼けが照らしていた。乗組員達に帆ほを畳たたむよう指示していたフィクルは、ターラの言葉に振ふり返る。そして手すりに腰こし掛かけた彼をじとっと見つめた。

「ええ、色々と悩なやみが尽つきないもので」

　フィクルがこけた頰ほおを触さわっていると、ターラは肩かたを竦すくめた。

「何だよ、だったら俺に相談……」

「悩みの九割九分はあなたですっ。ふらりといなくなっては借金作って帰ってくるし、未いまだに詳くわしい事情を教えてくれないし。怪け我がして帰ってくるしっ」

　言い出せばきりがない。ターラはとにかく自分勝手に動くことが多くて、フィクル達はそれに振り回されていた。どこどこまで航海しろ、との命令はあるが、そこに辿たどり着くとすぐに姿を消してしまうのだ。その間フィクル達はじっと待っていなければならない。

　フィクルの恨うらみがましい言葉に、ターラはへらっと笑う。

「何だ、そんな事か。しょうがねぇだろ。腕うで輪わを修理してくれる奴やつに会うのに、金が必要でさ」

「お金の事はいいんです。ただ一人で勝手に行動するのは困ります。なぜ私を連れて行ってくれないんですか？　その怪我だってどうしたんです？　危険な事があるのなら私も一いつ緒しよに行きます。剣けんには多少自信がありますし、戦うことを恐おそれはしません」

　平気な顔をしているが、ターラの負った傷は相当の深手だった。不老不死だから大だい丈じよう夫ぶだと言うターラの言葉通り、信じられないほどの速さで回復しているが、彼は決して怪我の理由を口にしない。それ以来、フィクルは二度と彼が一人で行動しないよう目を光らせていた。

　両手を腰こしに当てて詰きつ問もんするフィクルに、ターラはふっと笑った。彼は一度目を瞑ると、小さく息をつく。そして海に沈しずむ夕日に視線を向けた。

「……ここまでかな」

　どこか遠くを見つめて呟つぶやいたターラに、フィクルは眉まゆ根ねを寄せた。

「何の事です？」

　聞き返すと、ターラはゆっくりとフィクルを見つめた。そして自じ嘲ちようしたように口元を歪ゆがめる。

「……フィクル、もうカトゥーナ国に帰れ」

　そして次に彼が放った言葉に、フィクルは目を見開いた。

「ちょ、ちょっと待ってくださいっ。なぜ突とつ然ぜん……」

「うるさく言う奴は面めん倒どうなんだよ。一人の方が気楽だね。お前は国に帰って本業に精をだしな」

　肩を竦めたターラは、すっと立ち上がると、そのままフィクルに背を向けた。

「待ってくださいっ、ターラ！」

「ラスミア女王によろしくなーっ」

　止めるフィクルを振り切って、ターラは甲板に取り付けられた梯子はしごを下りてしまう。フィクルが慌あわてて波は止と場ばに降りた時には、既すでにターラの姿は見えなくなってしまったのだった。
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「バルク号船長、ジャリス・シンリクット。余はそなたを海かい賊ぞくと認め、その証あかしとして、ネイレス国の旗を授さずける」

　王宮の一室で、白い船服を着たジャリスは立ち上がり、ムスタシャールから直々に旗を受け取った。紆う余よ曲きよく折せつあったが、最終的にキャルリ達は人間に戻れた。ムスタシャールは試練としてジャリス達に命じた以上、それを果たしたのだから旗を与あたえると言ってくれたのだ。その為ために急きゆう遽きよ梟ふくろうが刺し繡しゆうされた紋もん章しよう入りの旗を手配してくれた。本来王宮にあるはずの見習いの旗は、以前ムスタシャールが燃やしてしまっていたからだ。

　ムスタシャールは白い下衣と、黒い厚めのクマーシュを身にまとっていた。ここ数日食欲も旺おう盛せいらしく、顔色もずっと良くなっている。壇だん上じようには相変わらず人壁かべ達がいたが、彼らはもうジャリスとムスタシャールの間には割って入らなかった。無表情だった彼らも、ムスタシャールの様子を見て微笑んでいる。そしてその男達の一番端はしにいるのは、髭ひげを剃そって身なりを整えたマラカだった。彼はまるで自分の事のように嬉うれしそうだ。手を叩たたいて喜んでいる。

「余はそなたに感謝している。旗を集めて立派な海賊になってくれ」

　穏やかな眼まな差ざしのムスタシャールに、ジャリスは手にした旗を大事に抱かかえながら頷うなずいた。

「お言葉、ありがたく頂ちよう戴だい致いたします」

　四枚目の旗を手に入れたジャリスは、ほうっと息をついた。だがすぐにそれを背後に控ひかえたシャルマに渡わたすと、ムスタシャールに向き直る。

「陛下、サウルナ国の情報は入りましたか？」

「まだ詳しい事は判わからぬ。だが余の知人で、各国の内情に詳しい方がもうすぐこの国に来訪されると連れん絡らくが入った。その方に相談してみようと思っている。サウルナ国との親交も深いようだしな。それに海賊同盟のハディスとも先日面会した。彼はこの状じよう況きようを重く見たようだ。急きゆう遽きよ同盟本部に指示を仰あおぐと言っていた」

　俯うつむいたジャリスを見て、ムスタシャールが小さく息をつく。

「今は彼らの報告を待つことしかできぬ。だが君達は旅を続けた方がいい。後は同盟の海賊たちに任せるのだ。もう見習いが手に負えるような話ではない」

　ジャリスは拳こぶしをぎゅっと握りしめた。確かに自分はまだ見習いだ。出来ることもたかが知れている。それが悔くやしくてならなかった。

「……判りました、陛下」

　そう答える事しかできない自分に、ジャリスは言いようのない腹立たしさを覚えていた。
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　夜空に輝かがやく星達を眺ながめていたジャリスは、小さなため息をついた。ここは王宮の運河に停とめられたバルク号の甲板だ。修理は順調に進み、後数日も経たてば旅に出られるだろう。シャルマ達は船出の準備のため、食料などの買い出しにでかけていた。いつもなら大はしゃぎでついていくところだが、ジャリスは考えたいことがあるとバルク号に残った。

（このまま旗を集める旅に出ていいのかしら……。それがわたしの進むべき道なの？　もっと他ほかに出来ることがあるんじゃないのかな……）

　旅を続けるのがジャリスの見習いとしての正しい行動だろう。だがサウルナ国の異変を知った今、それを放っておくことはできなかった。しかしムスタシャールの言うとおり、もうジャリス達の手に負えなくなっているのも事実だ。

「ジャリスッ」

　考え込んでいたジャリスは、ふいに声をかけられて、甲板から運河を見下ろした。そしてそこにいる人物の顔を見て、思わず声をあげる。

「リンドッ、どうしてここに……？」

　ジャリスは慌ててはしごを下りて、運河の側に立っている彼に駆かけ寄った。相変わらずだらしない恰かつ好こうのリンドは、ジャリスを見てほっとしたように笑えみを浮うかべた。

「今、一人か？」

　リンドが声を潜ひそめる。ジャリスは頷きつつ彼を木こ陰かげへ誘ゆう導どうした。彼らはサウルナ国から指名手配されている。見つかればただではすまないだろう。だがジャリスは、彼らが無実である事を知っている。リンドの正体がシャイ悪ターン魔であることも。しかしリンドを恐れる気持ちはなかった。リンドがカッサラを救おうとしている事は、ジャリスにもよく判っていたからだ。

「リンド、カッサラは？」

　辺りに誰もいない事を確かく認にんしたジャリスが聞くと、リンドはすっと目を伏ふせた。

「……ここ数日眠ねむり続けている。なぁ、ハジはお前達の所にきたんだろう？」

　頷いたジャリスは、先日の事を彼に話して聞かせた。

「そうか……ターラが。じゃあハジはもう生きてないかもな」

　呟くリンドに、ジャリスは息をのんだ。ターラに聞いても、ハジがどうなったかは教えて貰もらえなかった。

「でもハジがもし倒たおされたのなら、カッサラは元に戻もどるかも……」

　期待に瞳ひとみを輝かせたジャリスに、リンドは沈ちん痛つうな面おももちのまま首を振る。

「いや、それはない。カッサラにかけられた術は別の奴がかけたものなんだ。ジャリス……俺はカッサラを助けたいんだ」

　俯いたリンドに、ジャリスは大きく頷いた。気持ちは彼と同じだ。何とかしてカッサラの洗脳を解き、元の優やさしくて毅き然ぜんとした彼に戻って欲しかった。

「何か方法はあるの？」

　ジャリスが聞くと、リンドはゆっくりと顔を上げて頷いた。

「指輪を持ってるか？」

　リンドに言われ、ジャリスはキャルリ達が生き返った光景を思いだした。

（も、もしかして……この指輪があれば、カッサラも）

　ジャリスは、首からぶら下げた金と銀と緋石、三つの指輪を取り出した。

「これがあれば、カッサラも……？」

「ああ、それで元に戻れるかもしれない。お前がそれをはめて祈いのってくれればな」

　小さく頷いたリンドに、ジャリスは再び期待に目を輝かせ、表情を緩ゆるめた。

「判ったわ。じゃあカッサラの所に行きましょう。彼はどこにいるの？」

　ジャリスはリンドに歩み寄る。だが間近で彼の顔を見たジャリスは、ふと足を止めた。今まで暗くてよく見えなかった彼の表情が、さえない事に気付いたからだ。顔色も悪く、伏せられた瞳が震ふるえていた。

「ドフィーランの南にある、タッサムの港だよ……」

「じゃあそこに……」

　ジャリスが言おうとすると、リンドがすっと目を閉じた。頭上にある月が俯いたリンドを照らし、地面に黒い影かげを作っている。そして彼はゆっくりと口を開いた。

「……ありがとうな、ジャリス。でも、一つ聞きたいことがあるんだ。お前の力は、まだ完全じゃないんだろう？」

　ジャリスはリンドの問いに、大だい丈じよう夫ぶだと答えられない自分が悔しかった。キャルリの時はうまくいったが、それ以外では指輪をはめても何もおこらなかった。ターラは四つの指輪を集めなければ、その力を使うことは無理だと言っていた。

「ええ、確かにそうだわ。でもわたし、この指輪を使って幽霊を生き返らせたの。奇き跡せきだってターラは言ったわ。でもまた奇跡を起こせるかもしれない。やれるだけの事を……」

　言いい募つのろうとするジャリスに、リンドはすっと顔をあげた。その瞳が血のように赤い色に変わっていて、ジャリスは思わずびくりとする。

「……ジャリス、俺はもう何百年も生きてるけど、奇跡なんて一度もお目にかかったことはないよ。きっと……滅めつ多たに起こらないからこそ、奇跡っていうんだ」

　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいたリンドの姿が、一いつ瞬しゆんでシャイ悪ターン魔のそれに変わった。ジャリスは思わず身を竦すくませる。

「ごめんな、ジャリス。……でもこれが一番確実な方法なんだ」

　リンドは目を伏せたまま、尖とがった爪つめのついた手でジャリスが首からぶら下げた指輪を摑つかみ、鎖くさりごと引きちぎった。あっという間の出来事に、ジャリスは呆ぼう然ぜんとする。

　黒い翼つばさをはばたかせ、空へと飛び上がったリンドを見て、ジャリスははっと我に返った。

「リンド！」

　ジャリスの声に振ふり向いたリンドは、辛つらそうに唇くちびるを嚙かみしめた。だがそれを振り切るように両手をあげる。それが合図のように、リンドの身体からだを大きな光が包み込んだ。

「待ってっ、リンド！」

　ジャリスが叫さけんだ時には、リンドの身体は光とともにかき消えてしまっていたのだった。
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　闇やみ夜よに浮かぶ月。その淡あわい光を浴びながら、赤い目のシャイ悪ターン魔は手にした三つの指輪を見つめていた。ここはドフィーランの近くにある島だ。小さな無人島には、さざ波の音だけが響ひびいている。優しい音に耳を傾かたむけた彼は、自分が元々海が好きではなかった事を思いだした。どうにもこの潮臭くささが鼻につくのだ。それが気にならなくなったのはいつからだろう。

　そんな事をリンドが考えていると、足元で蹲うずくまっている男が声を上げた。

「リンド、お前……なぜ私に相談もなく……」

　うめき声を上げつつそう言ったのはハジだ。やっと連絡をとってきたハジに、リンドは冷たい視線を送る。

『私が頼たのんだんだ』

　月から聞こえる声はリンド達にしか届いていない。ハジは睨にらみつけるように月を見あげた。

「どういう事だ？　指輪の探たん索さくは私が……」

『その姿では何を言っても説得力がないな。お前には十分時間を与あたえたはずだ。これ以上はもう待てない。まずは指輪を集めなければ準備が整わないからな。お前がもし失敗したら、指輪を奪うばうようリンドには指示してあった』

　男の声に、ハジはぐっと唇を嚙みしめた。リンドは月を見あげて、抑よく揚ようのない声を発する。

「これはお前に渡わたす。カッサラは元に戻してくれるんだろうな」

　リンドが聞くと、月の向こうで男が笑う気配がした。

『ああ、約束は守ろう。その代わり、お前はサウルナ国に戻ってこい』

　リンドは顔を伏せたが、やがてゆっくりと頷うなずいた。

『それでいい。お前は人間を裏切ったんだ。いくら人間が間ま抜ぬけでも、もう受け入れてはくれないさ』

　男の言葉がリンドの心に突つき刺ささった。もう帰れないことくらいリンドにだって判わかっていた。

　リンドの頭に、乗組員達と眠り続けているカッサラの顔が浮かぶ。

「カッサラとアクラブ号には二度と手を出すなよ。もうあいつらを巻き込むな」

　リンドが赤い瞳で月を睨みつける。この取引を成立させるために、リンドはジャリスから指輪を奪ったのだ。信じられないと見開かれた彼女の青い瞳が、頭をよぎった。

『判っている。お前がちゃんと自分の仕事を果たすのなら、彼らは二度と危険な目に遭あうことはないだろう』

　リンドはぐっと指輪を握にぎりしめた。カッサラはこんな自分でもみんなと平等に接してくれた。乗組員達は自分の正体を知っても仲間だと認めてくれた。彼らの信しん頼らいを、できれば裏切りたくなかった。でもこうすることが一番彼らの為ためになるのだと、リンドは考えに考え抜ぬいて結論を出した。もしハジがコダートを捕とらえ指輪を奪っていたならとも思う。しかし自分がアクラブ号に乗っている限り、彼らは否いや応おうなく巻き込まれてしまうだろう。この呪のろわれた指輪と、それを狙ねらう魔物ジン達の策略に。

　だからリンドは決心した。自分はアクラブ号から出た方がいいのだと。

　たとえそれでもう二度と、彼らに会うことができなくなるのだとしても。
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　アクラブ号は、タッサム港の一角に停てい泊はくしていた。指輪を奪われてしまったジャリスは、コダートとシャルマに事情を話しアクラブ号に乗り込んだ。甲かん板ぱんに飛び込むと、彼女たちをいち早く見付けたのか、ブシュラルが声をあげる。

「ジャリスッ」

　甲板にいた数人の乗組員達が、一いつ斉せいにジャリスを見る。その顔が喜びに溢あふれた。

「リンドは？」

　息切らせたジャリスに、ブシュラルが戸と惑まどうように口を開く。

「……副船長はあなたに会いに行きましたよ。船長を元に戻して貰うよう頼みに行くって……会わなかったんですか？」

　何事かと他ほかの乗組員達も船室から出てきた。彼らもジャリスを見て瞳を輝かがやかせる。

「ジャリスだっ。やった！　これで船長が元に戻るぞっ」

「ああ、あのシャイターンも帰ってこないし。これで船長は助かるっ」

「やったーっ。よかった。さすが副船長だ！　やっぱりジャリスを連れてきてくれたよっ」

　口々に喜びの声をあげた乗組員達に、今度はジャリスが戸惑う番だった。

　だが一人だけ、ジャリス達を見て笑えみを浮うかべない者がいた。

「副船長は……どうしたんですか？」

　ブシュラルが、そばかすの浮いた顔を歪ゆがめた。瞳ひとみには不安の色が見みえ隠かくれしている。

　その様子に、ジャリスはリンドがこの船には帰ってきていないのだと確信した。

「リンドは、リンドはね……」

　だがジャリスは真実を彼らに言うのをためらった。彼らの様子からすると、本当に何も知らないようだ。ここで本当の事を彼らに伝えるのは酷こくだった。

　そんな時、アクラブ号の乗組員達がざわついた。みると、開いている船室の扉とびらから、赤い船服のカッサラが出てきた。コダートとシャルマがジャリスの前に進み出る。洗脳されたカッサラは、ジャリス達を敵だと認にん識しきしている。しかしふらつく足取りのカッサラは、黒い瞳を数回瞬またたかせ、精せい悍かんな顔をゆっくりとジャリスに向けた。

「ジャリス……？　どうしてここに……。アラバーナ大陸最速船決定戦はどうなったんだ？　私はどれだけ眠ねむっていた？」

　らしくなくぼんやりとした口調のカッサラは、頭を軽く振って額に手を当てる。

「船長！　船長。俺達の事、判りますかっ」

「元に戻もどったんですよねっ。船長！」

　乗組員達が一斉にカッサラの元に駆かけ寄った。集まった彼らにカッサラは面めん食くらったようだ。

「どうしたんだ？　一体何が……」

　喜びのあまり泣き出した乗組員達を見て、カッサラは目を丸くしたのだった。




「では、リンドは君達の指輪を奪っていったというのか」

　考え込むように瞳を伏ふせたカッサラに、正面にいたジャリスはゆっくりと頷いた。アクラブ号の船長室にいるのは、ジャリスとカッサラ、そしてコダートとブシュラルだ。

　ジャリスは人格を取り戻したカッサラにすべてを話した。最初は躊ちゆう躇ちよしたが、ブシュラルに船長に隠し事はできないといわれ、今までの事そしてリンドがシャイ悪ターン魔であったこと、彼にアラバーナ大陸の未来を左右する指輪を奪われてしまったことを説明した。

「ええ、本当に何も覚えていないの？」

　ジャリスの問いに、カッサラは眉まゆ根ねを寄せて考え込む。

「最速船決定戦で、開会式があった所までは……。その後海軍司令官に呼ばれて、そして……」

　そこまで口にしたカッサラは、苦しげな表情で頭を振った。

「駄だ目めだ。それからの事は思い出せない。頭にもやがかかっているようで……」

　カッサラが精悍な顔を歪めたのに気付いて、ジャリスは思わず身を乗り出した。

「無理しないで。カッサラ」

　ジャリスの言葉に、カッサラは深く息をつく。しばらくの沈ちん黙もくの後、ゆっくりと口を開いた。

「……リンドはもしかしたら、何か隠し事をしているのかもしれないと思っていた」

　カッサラらしい強い意志の感じられる黒い瞳が、静かにジャリスに向けられた。

「私は、彼が自分からそれを話してくれるまで、待ってみようと思っていた。彼が少しずつ心を開いていってくれているのが判っていたから」

　カッサラは苦しげに唇くちびるを嚙かむと、再び額に手を当て俯うつむいた。

「それがこんな結果を生むとは……」

「違ちがいますよっ、船長！」

　そう叫んだのは、ずっと黙だまって聞いていたブシュラルだ。彼はカッサラに駆け寄ると、目に一いつ杯ぱいの涙なみだを浮かべた。

「副船長は、みんなの為に……あなたの為にその指輪を奪ったんだっ。だってそれを副船長が手に入れた後に、船長の洗脳が急に解けるなんておかしいですっ。偶ぐう然ぜんなんかじゃ絶対にない。副船長最近ずっとおかしかったんだ。ぼんやりしたり思い詰つめた顔したり……俺、俺ちゃんと気付いてたのに……！」

　ブシュラルは両方の拳こぶしで机を叩たたく。バンッと音がして、ブシュラルはそのまま泣き崩くずれた。

「止められなかった……。何かおかしいって、判ってたのに……！」

　震ふるえる声に、カッサラが黒い瞳を伏せる。そしてブシュラルの肩かたに手を置いた。

「お前のせいじゃない。元は私が魔物ジンに操あやつられてしまったせいだ。責めるなら私を責めろ」

　ブシュラルは涙でぐしゃぐしゃの顔を上げ首を振ふった。

「そんなこと……できるわけないじゃないですか。あなたが元に戻ったことは、俺は純じゆん粋すいに嬉うれしいんだ……。俺が副船長だったらきっと同じ事してる。どれだけジャリスに恨うらまれても、この大陸が破は滅めつしようとも、きっと俺は……」

　それ以上ブシュラルは何も言わなかった。悔くやしそうに顔を歪めたまま、ぐっと唇を嚙みしめる。そしてジャリス達に背を向けた。

「すいません……俺、頭を冷やしてきます」

　呟つぶやいたブシュラルは、足早に船長室を後にした。扉が閉じられると辺りには重い沈黙が漂ただよう。

「カッサラ、もう一つ聞きたいことがあるの」

　ジャリスはその沈黙を破るように声を上げた。そしてネイレス国の国王暗殺騒さわぎの真相を話す。それにサウルナ国の大だい神しん殿でんが関かかわっているかもしれないこと。そしてシャリフ王の身に危険が迫せまっているかもしれないことを。

「まさか……っ、シャリフ王に」

　カッサラは衝しよう撃げきを受けたようだ。信じられないようにジャリスを見るが、やがてはっとしたように、顔を背そむける。

「何か……心当たりでもあるの？」

　ジャリスは問うが、カッサラは口を噤つぐんだままだ。

「カッサラ、あなたにお願いがあるの。あなたはサウルナ国の軍人だから、他国の人間に話せないこともあるって判ってる。でもこのままじゃ、サウルナ国がどうなるか判らないわ……。だからお願い、サウルナ国の現状を、ムスタシャール王と、同盟の支部長に説明して欲しいの」

　カッサラはそれに頷うなずく事はしなかった。目を瞑つぶり考え込んでいる。

「シャリフ王はあなたの恩人なんでしょう？　カッサラ」

　軍の汚お職しよくを正そうとしたカッサラは、逆に軍から追放されそうになった。それをシャリフ王に救われたという。ジャリスは以前彼からその話を聞いた事を思いだし、問いかけた。

　カッサラはゆっくりと目を開く。ジャリスを一度見つめた彼は、静かに立ち上がった。

「……判わかった。一いつ緒しよに王宮へ行こう。あの方の為ためならば、私は軍人として失格だと言われようとも構わない。何よりあの方に何かあったとなれば、サウルナ国がどうなるか判らない」

　毅き然ぜんとした彼の黒い瞳と言葉に、ジャリスは大きく頷いたのだった。
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　カッサラが、王宮からアクラブ号へと戻ってきた時は、既すでに夕暮れだった。橙だいだい色いろの優やさしい光がアクラブ号を照らし、海面に長い影かげができていた。

　カッサラは、ムスタシャール王とハディスに質問されたことに正直に答えた。カッサラを操っていたハジは確かに最近着任したばかりの海軍司令官だった。彼はサウルナ国でも国王に匹ひつ敵てきする力を持つ、大神殿からの推すい薦せんで軍に配属になったのだ。身元もはっきりしていたし、長い間大神殿の警護主任として働いていたはずだった。

　またカッサラは、自分の所属する軍の事も話した。最近軍では、兵力の向上をうたい文句に、様々な武器を揃そろえ始めていた。民間から兵を集め、まるで戦争でも始めるかのように訓練しているのだ。サウルナ国で何かが起ころうとしているのは、カッサラも薄うす々うす気付いていた。

　アクラブ号では、百人近い乗組員が全員甲かん板ぱんに出て整列していた。皆みなでカッサラの帰りを待っていたようだ。カッサラは彼らの前に立つと、腹に力を込めて低い声を響ひびかせた。

「みんな、心配をかけた。こんな事になったのは私の責任だ。みんなも知っている通り、我々はサウルナ国から指名手配されている。このままでは国に戻る事はできないだろう」

　乗組員達は辛つらそうに顔を歪めたが、背筋を伸のばして立った姿勢は崩さなかった。彼らの軍人としての誇ほこりがそうさせている。カッサラはそんな彼らの事を思うと、やりきれなかった。

「ネイレス国のムスタシャール王と、同盟の支部長に事情を話した。ムスタシャール王は、我々がこの国に滞たい在ざいすることを許可された」

「船長、ではこの国でかくまって貰もらうのですか？」

　ブシュラルに聞かれ、カッサラは大きく頷いた。しかし彼らの表情が明るくなることはない。ここは故郷ではないのだ。残してきた家族がこの国にいるわけではない。

「あ、あの……副船長はどうしたんですか？」

　そう聞いたのはムスタファだ。リンドがシャイ悪ターン魔であることを知っているのは数人だが、彼がカッサラの洗脳を解こうと努力していたのはみんな知っているようだ。リンドが姿を消したことと、カッサラの洗脳が解けた事は無関係ではないと、乗組員達は判っているようだった。

　そんな彼らの視線が一いつ斉せいにカッサラに集まった。

「……リンドは、私の為に敵の手に落ちた」

　カッサラが黒い瞳ひとみを伏せると、今まで静かだった乗組員達が急にざわついた。

「助けに行きましょうよっ。船長！」

「そうですよっ。副船長、殺されるかもしれませんよっ」

　口々にそう言う乗組員達を、カッサラは手で制した。静かになるのを待って、カッサラは再び口を開く。

「アクラブ号はこの国に滞在する。出国は許可しない」

　凜りんとしたカッサラの声に、乗組員達が目を見開いた。

「でも……！」

「駄目だ。お前達は、ここで待機するんだ」

　カッサラが言うと、何かに気付いたようにブシュラルが声を上げた。

「お前達はって……まさか船長……」

　カッサラは深く頷いた。そして乗組員一人一人を見回すと、ゆっくりと口を開く。

「私は単独でサウルナ国に戻もどる。リンドは私が必ず連れ戻す」

　それがカッサラの出した結論だった。

「そんなっ。俺達も……」

　身を乗り出したブシュラルに、カッサラは首を振った。

「我々は指名手配されている。アクラブ号でサウルナ国に戻るのは無理だ。目立ちすぎる。私一人の方がいい」

　ざわつく乗組員達を、カッサラは再び手で制した。しかし今度はみんな、落ち着くことは出来なかったようだ。

「一人でなんて……そんなの納なつ得とくいきませんっ」

「そうですよっ。船長！　せめて何人か連れていってくださいっ」

　次々に声があがったが、カッサラはそれに頷くことはしなかった。みんなに届くように、低い声に力を込めた。

「駄だ目めだ、私は国に知りあいもいるし、一人ならいくらでも身を隠かくせる。だが人数が増えれば危険も増す。お前達はここで待機だ。これは……船長命令だ」

　乗組員達は、言葉に詰まったように黙り込んだ。船長命令は絶対だ。たとえそれがどんなに意に染まなくても。そう彼らは訓練されている。

　元々は自分が洗脳されてしまった事に端たんを発はつしている。これ以上彼らを危険な目に遭わせる訳にはいかない。なによりカッサラは、乗組員達の命が大切だった。そして副船長であるリンドも、たとえシャイターンであったとしても、アクラブ号の乗組員の一人なのだ。彼を見捨てることだけはできない。この命に代えても。

　カッサラは心の中で決意すると、乗組員達を見回した。一人一人名前どころか性格も家族の名前も知っている。生まれたばかりの子供がサウルナ国にいる男もいるし、もうすぐ結けつ婚こんすると嬉き々きとして語った男や、病気の父親を抱かかえている男もいる。

　そんな彼らの願いは一つのはずだ。

「私はサウルナ国に戻ってリンドを助ける。そしてシャリフ王に今回の事を直じか談だん判ぱんする。国王は我々の事を見捨てたりはしない。みんな必ず故郷に戻れる。私に任せてくれ」

　カッサラは、ぐっとこみ上げてくる物を押しとどめた。次に告げる言葉は、カッサラにとっても辛い物だった。

「その為にしばらくはお前達とも別れることになる。……だが離はなれていたとしても、アクラブ号全員の心は一つだ。そうだろう？」

　優しく語りかけたカッサラに、乗組員達は声をあげずに涙なみだを流した。カッサラはその涙を決して忘れることはできないだろう。そんな彼らに、カッサラは右手を胸にやり礼をする。サウルナ式の敬礼に、乗組員達は一斉に同じ敬礼を返した。

　その荘そう厳ごんな光景は、カッサラの心に深く刻み込まれたのだった。
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　ジャリスは王宮の広い廊ろう下かを一気に駆かけ抜ぬけた。ターラが姿を現したと連れん絡らくを受けたのだ。慌あわてて大広間にやってきたジャリスは、壇だん上じようにいるムスタシャールと、腕うで組ぐみして立っているターラを見付けて声を上げる。

「ターラッ、ごめんなさい、わたし指輪を……」

　言いかけたジャリスだったが、ターラの真しん剣けんな表情に思わず口ごもる。見たこともない冷たい視線が、ジャリスを射貫いていた。

「……指輪はしょうがねぇ。取られたら取り戻すまでだ」

　ターラは事情を知っているようだ。項うな垂だれたジャリスに、ターラはため息をつく。

「お前に預けてた俺も悪い。俺はできればあの指輪を自分では持ちたくなかったんでね」

　いつものふざけた様子はない。ジャリスはターラから言いようのない恐きよう怖ふを感じた。キャルリの言った、冷れい酷こく非道の海かい賊ぞくという言葉が、今ならジャリスにも判る気がした。ジャリスが何か言おうとしても、触ふれると切れるような鋭するどい彼の視線にぶつかると、言葉が出てこないのだ。

「ターラ、顔が怖こわいぞ」

　萎い縮しゆくしたジャリスを見て、取りなすように声をかけたのは、ムスタシャールだった。

「元々こういう顔だよ」

　そっけない態度のターラは、それでも息を吐はくと、周りに漂ただよっていた冷たい空気を払はらうように背せ伸のびをした。そして再びジャリスを見た彼は、いつもの軽い調子を取り戻していた。

「とりあえず、腕うで輪わの修理は後回しだな」

　肩かたを竦すくめた彼に、ジャリスは勇気を出して話しかける。

「こ、これからどうするの？」

「まずはサウルナ国に行くよ。あの国はちょっと色々あって避さけてたんだが、もうそうはいってられねぇ。恐おそらくあいつらもサウルナ国にいるはずだ。指輪を取り戻してくる。シャリフ王の事も放っておけないしな」

　ターラはふと真剣な表情になって、ジャリスを見つめた。

「お前はくるなよ」

　念を押すように言われて、ジャリスは思わず言葉に詰つまった。

「どうして……？」

「お前に何かあったら、指輪を取り戻しても大陸を元には戻せないからだ」

　ジャリスは、心を見み透すかすようなターラの黒い瞳に、なぜだか恐ろしささえ感じた。

「で、でも、コダートだって指輪は使えるわ」

　ジャリスが言うと、ターラは憮ぶ然ぜんとした表情で首を振ふる。

「言っただろ、コダートじゃ……魔物ジンの力じゃ大陸を元に戻せない。それどころか反対に粉々にしちまうよ。元に戻せるのはお前だけだ。だからお前には生きていてもらわなきゃならない」

　ターラは、ふっと視線を和らげた。首をゆっくりと動かすと、広間の窓から見える空を、遠い目で見つめた。

「俺は、〝約束〟したんだ。この約束は絶対だからな」

　ジャリスはキャルリに教えて貰もらったターラの過去を思い出す。彼の言葉一つ一つが意味を持っているのだと、ジャリスは最近気がついた。

「でもフィクルから聞いたけど、あなた彼らと別れて一人で行動してるんでしょう？」

　視線を戻したターラは、思いだしたように苦く笑しようする。

「何だ、知ってたのか。あいつ色々とうるさくってさ。面めん倒どうになったから別れてきた。ここから先は俺一人で大だい丈じよう夫ぶだ。俺が必ず指輪を四つとも集めるから、お前は……」

「どうして？」

　ジャリスは、思わずターラの言葉を遮さえぎった。ターラを見つめると、訝いぶかしそうな視線とぶつかる。それでもジャリスは怯ひるまなかった。

「どうしてそうやっていつも一人でやろうとするの？　もし四つの指輪を集める事がアラバーナ大陸の為ためになるのなら、みんなで協力しましょう。一人でできる事には限りがあるのよ、ターラ。わたしはまだ見習いだし頼たよりない船長だけど、それだけは知ってる」

　だがターラはすっと視線をそらした。ジャリスは彼に歩み寄ると、更さらに言い募つのる。

「キャルリが言ってたわ。あなたはいつも一人だって。でもあなたが同盟を創つくったのは、一人じゃその約束を果たすことが難しいって思ったからじゃないの？」

　ジャリスの言葉にターラは笑った。初めて見る皮肉な笑えみだった。

「俺が同盟を創ったのは、肩かた書がきがあった方が動きやすかったからだ。それ以外に意味はない」

「じゃあどうして盟主の座を父さんに譲ゆずったの？　盟主のままの方が動きやすかったでしょ」

　そう問われて、ターラはいつものふざけた調子で口を開く。

「面倒になっちまったからだよ。同盟は大きくなりすぎた。堅かた苦くるしくなったから、マラファムに押しつけたんだ」

　その言葉に含ふくまれる意味に、ジャリスはもう気付いていた。

「違ちがうんじゃないの？　あなたはみんなを巻き込みたくないんでしょう。だからいつも一人。誰かと旅する事はあっても、危なくなれば突つき放す。フィクルやわたし達みたいに。……キャルリが教えてくれたの。昔まだあなたが海を荒あらす海賊だった頃ころ、あなたの考えを支持した何人かの海賊達がいたって。キャルリもその一人だったんでしょう？　でもあなたに頼たのまれて、各地で指輪の探たん索さくをしていた彼らは、全員謎なぞの死を遂とげた」

　キャルリがそれを教えてくれたのは旅立つ時だ。キャルリは最初、船は嵐あらしで沈しずんだと言っていたが、本当はどうにか乗り切れる程度の時し化けだったらしい。しかしそこへ急に突とつ風ぷうが襲おそい、そのせいで船が転てん覆ぷくしたというのだ。キャルリは小さな頃から海賊船に乗り旅をしていたが、どう考えてもそれは自然現象だとは思えなかったらしい。そして先日ハジに襲われた時、彼の放った攻こう撃げきがその時の突風にそっくりだったと話した。

　キャルリの知る限り、ターラはそれ以来指輪に関する探索は一人で行っているのだという。

（ターラは本当に危険だと判わかっているから、ふざけた事ばかり言ってわたし達を煙けむに巻まこうとするんだわ。そして一人で立ち向かう……）

　ジャリスの考えは間ま違ちがいではないだろう。だがターラはふんっと鼻を鳴らした。そして両手を広げて肩を竦める。

「馬ば鹿か言うなよ。……キャルリ達の船が沈んだのは嵐のせいさ。それに俺は人を巻き込むことにかけては天才だぜ。もし何かあったら身内のお前達を一番に道連れに……」

　そう言いつつ、彼の足が扉とびらの方に向かっていた。ジャリスはそれを見み逃のがさず、彼の前に立ちはだかった。

「じゃあ、わたし達もサウルナ国に行くのに反対しないわね」

　ジャリスの決意のこもった瞳ひとみを見て、ターラは目を眇すがめた。

「昨日わたしは乗組員達と話し合ったの。これからどうするか。そして全員の意見が揃そろったわ。アラバーナ大陸が平和になる為の道があるのなら、その道を進もうって。……だからわたし達はサウルナ国に行くわ。奪うばわれた指輪を取り戻もどす為に」

　ジャリスの心はもう決まっていた。壇上にいたムスタシャールも、静かに頷うなずく。

「余もジャリスに相談を受けた。指輪の話が本当なら、この沈みゆく運命のドフィーランも救われるかもしれぬ。余にできる協力は惜おしまぬと約束した」

　ターラがムスタシャールを睨にらみつけ、小さく舌打ちをする。

「お前達は駄だ目めだ。コダートはシャイ悪ターン魔に狙ねらわれているし、お前に何かあったら……」

　ターラがやっと本音を吐いたことに、ジャリスは心の中でほっとする。まずは彼の本当の心を知らなければどうしようもない。

「だから協力しましょう。そうすれば、今まではできなかった事もできるようになるかもしれない。……わたし考えてたの。自分に何ができるのかって。海賊を目指す事だってわたしの大切な目標だけど、でもそれよりもわたしはみんなに笑っていて欲しい。毎日働いて家に帰ってほっとする人たちの生活を守りたい。もし四つの指輪を集めて、このアラバーナ大陸がまた一つに戻れるなら、それを実現できるのがわたしだけなら、それをやることがわたしの今できる事だと思ったの」

　ジャリスの決意は固かった。そして彼女にはそれを支えてくれる仲間達もいた。

「バルク号の全員がそれに賛成してくれたわ。……だからわたし達はサウルナ国に行く。どんなにあなたが止めたとしても。わたしは……あなたの約束を叶かなえたい。あなたが皇女様とした約束は、このアラバーナ大陸に住む人たちみんなの願いのはず」

　それを聞いたターラが目を見開いた。そしてふと視線をそらすと、キャルリめ……と憎にく々にくしげに小声で呟つぶやく。だがすぐに気を取り直したようにジャリスを見つめ、おもむろに口を開いた。

「……しばらく考えさせてくれ」

　静かに背を向けたターラの腕うでを、ジャリスはむんずと摑つかんだ。

「そういって、また姿を消すつもりでしょ」

　逃にげられたらもう捕つかまえる事はできないだろう。ジャリスは必死でターラの腕を握にぎりしめた。

「どこにも逃にげねぇよ」

　摑まれた腕を振りほどこうとするターラだが、ジャリスは絶対に放さなかった。

「じゃあ〝約束〟して」

　ジャリスが思わず口にした言葉に、ターラが動きを止め目を見開く。それを見たジャリスは、自分の言った言葉が彼にとって効果があるのだと見み抜ぬいた。

「約束は絶対なんでしょ。逃げないって約束して」

　ターラはそれを聞いてへらっと笑う。急ににこやかになった彼は、感心したように声を上げた。

「賢かしこくなったな、ジャリス。いやーっおじいちゃんは鼻が高い」

　軽い調子のターラにも、ジャリスは表情を緩ゆるめなかった。

「そうやってごまかそうとしても駄目。そう何度も騙だまされないわよ。〝約束〟してくれるまでこの手は放さない。なんだったら一いつ緒しよにこのままサウルナ国に行きましょう。ターラ」

　同じようににっこりと笑ったジャリスに、ターラは頰ほおを引きつらせる。

「いつの間にそんなに図太くなったんだ……」

（何だってするわよ。ターラが心を開いてくれるまで！）

　ジャリスの決意が伝わったのか、やがてターラはため息とともに、一つの〝約束〟をしてくれたのだった。
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　ナッシルは、王宮に与あたえられた一室で、アブウの水鏡を使いジャリスの父親であり海かい賊ぞく同盟の盟主でもある義ぎ兄けい、マラファムに連れん絡らくをとっていた。深皿の向こうでは、マラファムが眉み間けんにしわを寄せ、ナッシルの話を聞いている。

『四つの指輪にそんな秘密が……』

　マラファムが珍めずらしく言葉に詰つまっている。ナッシルは肩かたを竦すくめて話を続けた。

「ああ、それとサウルナ国の事だが、カッサラ大たい佐さが証言したそうだ。あの国で異変が起こりつつあるとな。この分じゃ、シャリフ王の身に危険が迫せまってるって話も、あながち間違いじゃないかもしれない。それについては何か情報はあるか？」

　シャリフ王が飲まされた可能性のある毒草の事を知ったとき、ナッシルはいち早くマラファムに連絡を取っていた。彼に事情を説明し、調べてくれと頼んでいたのだ。

『サウルナ国の同盟支部は、今の所何の証しよう拠こも得られないと言っている。シャリフ王のご病状は正式な発表の通り、老ろう衰すいの為だとな。シャリフ王の甥おいだという神官に話を聞こうと大だい神しん殿でんを訪れたそうだが、追い返されたそうだ。証拠がない限り彼には手を出せない』

　うさんくせぇなぁと呟いたナッシルが、眉まゆ根ねを寄せた時だった。誰もいないはずの背後から、ぼやくような声が聞こえた。

「ああ、本当に大神殿はやっかいだよなぁ。サウルナ国の王宮ですら手は出せない、治外法権だからなー」

　ナッシルが慌あわてて振ふり向くと、いつのまにか壁かべにもたれてターラが立っていた。思わず目を見開いたナッシルに、ターラは小さく手を振った。

『父上っ』

　驚おどろいたのはマラファムも同じようだった。十年以上行方ゆくえ不明だった義父に、多額の賞金をかけて捜さがしていたマラファムは、水鏡の向こうで身を乗り出している。ターラは水鏡に近付くと、そんなマラファムに向かって笑いかけた。

「よう、元気だったか？　色々と心配かけたな」

『……心配はしていません。むしろあなたの周りにいる人達が心配です。迷めい惑わくかけているのでしょう？』

　冷静に言い返されたターラが、苦く笑しようして頭をかいている。そんなターラに、マラファムはやっと本来の落ち着きを取り戻したのか居住まいを正した。

『父上、一体何がこのアラバーナ大陸で起こっているんです？　私達にも説明してください。事情が判らないことには手の打ちようがありません。私は……私達はあなたの息子むすこなんです。たとえ血は繫つながっていなくても。あなたがこの大陸の為ために何かをしようとしているのは知ってます。私達にできることを指示してください……。シンリクット船長』

　バルク号の元船長であるターラと、乗組員だったマラファムとナッシル。彼らは親子であると同時に仲間でもある。彼らの間には、何十年離はなれていようとも変わらない絆きずなが存在していた。

「ああ、判ってる。お前には苦労をかける。できればお前達を巻き込まずに何とかしたかったんだが、もうそうは言ってられないみたいだ」

　ターラがため息をつくと、そのまま項うな垂だれた。

「ジャリスに諭さとされるようじゃ、俺もまだまだだよなぁ……」

「親おや父じ、ジャリスがどうしたって？」

　ナッシルが訝いぶかしげに聞くと、ターラは肩を竦めた。

「何でもない。こっちの事さ。……それよりマラファム。これから先は、お前に協力してもらわないとどうしようもないようだ。頼たのめるか？」

　優やさしい眼まな差ざしは、子供だった頃ころの自分達に向けられていた物と、少しも変わっていない。

『もちろんです、父上。その為に私はあなたから盟主の座を引き継ついだのですから』

　マラファムの言葉に、ナッシルも深く頷いたのだった。
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　ターラが王宮を出たときには、既すでに日が暮れていた。月明かりが優しく運河を照らしている。先さき程ほど久しぶりにマラファムと話をしたターラは、今後の対策を頭で練りながら、運河沿いをゆっくりと歩き始めた。

「ターラ、やっと見付けましたよ」

　声をかけられて、ターラは軽く目を見開いて振り向いた。そこにいたのは、腕うで組ぐみして眉をつり上げたフィクルだった。ため息をついた彼に、ターラは肩を竦める。

「よくここが判わかったな」

「昨日あなたの行方を尋たずねにバルク号に行ったんです。その時あなたを見かけたら知らせてくれと頼んでおいたので。そうそう、昨日は有意義な話をジャリスに教えてもらいました」

　憮ぶ然ぜんとしているフィクルに、ターラは小さなため息をついた。

「国に帰れって言っただろう？　ジャリス達やマラファムはもうこの戦いから逃のがれられない。それがあいつらの背負った運命だ。だがお前は違ちがう。お前はまだ引き返せる」

　それはターラの本音だった。だがフィクルは、視線を鋭するどくする。

「馬ば鹿かにしないでください。あなたと旅をすると決めた時から、危険は覚かく悟ごの上です。あなた一人に修しゆ羅らの道を歩かせるつもりはありません。私なら……ジャリス達にできないような汚きたない手段でも平気で使えますよ。そういう人間も必要なんじゃありませんか？」

　密ひそやかに笑うフィクルに、ターラも苦笑した。

「……死ぬかもしれないんだぞ」

　呟いたターラに、フィクルは笑えみを深くした。

「ええ、判ってます。でも私はあなたの為に死んだりしません。どんな手を使っても……あなたの為に生きてみせます。安心してください、ターラ。私はちゃんと人生を全まつとうしますよ。あなたに救われた命は、無む駄だにはしません」

　本来フィクルは、カトゥーナ国の皇子だ。しかし赤ん坊ぼうの頃、呪のろわれた双ふた子ごの伝説のせいで、闇やみに葬ほうむられる運命だった。それを助けたのはターラだ。伝説の犠ぎ牲せいになるなんて、馬鹿げていると一いつ笑しようしたのを覚えている。

「お前は相変わらず強ごう情じようだな……どうせ止めたってついてくる気なんだろ？」

　ぽつりと呟つぶやくと、月明かりに照らされたフィクルが、強い意志のこもった瞳ひとみを向け頷うなずいた。

「ああっ、まったくどいつもこいつもしょうがねぇな！……いいか、フィクル。どうしても俺と一緒に行くって言うなら、一つだけ条件がある。俺の命令には絶対に逆らうな。俺が逃げろと言ったら、必ず乗組員を連れて逃げるんだ。たとえどんな状じよう況きようだろうとも」

　その言葉にフィクルは微笑ほほえんだ。そしてゆっくりと右手を胸に当て、正式な礼をした。

「船長命令は絶対です。あなたの命には従いましょう。ですからどうぞ船に戻もどってください、シンリクット船長。あなたの出航の合図を、乗組員達が待っています」

　一度目を瞑つぶったターラは、大きく息を吐はくと渋しぶ々しぶと頷いたのだった。
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　ジャリスは、王宮の運河に現れたアクラブ号を見て、ほっと息をついた。船と乗組員達はムスタシャールがかくまってくれるという。だが甲かん板ぱんにいる乗組員達の表情は暗かった。

「ジャリス、君達はこれからどうするんだ？」

　アクラブ号から下りてきたカッサラにそう聞かれる。ジャリスは彼を見あげて口を開いた。

「ターラと相談したんだけど、サウルナ国への入国は慎しん重ちようにした方がいいって事になったわ。シャイ悪ターン魔はコダートを狙ねらっているし、わたしも彼らに見つかったら危険だって。今ムスタシャール王が、サウルナ国に内密に入国できるよう計らってくれているの。準備が出来次し第だい出発するわ」

　ジャリスは、アクラブ号の隣となりに停てい泊はくしているバルク号を見あげた。船大工達のおかげでほぼ元通りになっている。真新しい木の香かおりが、ジャリスの許もとまで届いていた。

「ジャリス……私もサウルナ国に戻ろうと思っている」

　言葉少なにそう言ったカッサラに、ジャリスは目を見開く。カッサラはどうやら本気のようだった。アクラブ号と乗組員を目を細めて見つめた彼に、ジャリスは思わず口を開く。

「で、でも、あなたは指名手配されてるのよ」

「判っている。だがシャリフ王の身に危険が迫っている。あの方は私の恩人だ。それにこのままでは乗組員達も故郷に戻れない。それともう一つ……」

　カッサラが言葉を濁にごらせた事に気付いて、ジャリスは続きが判ったような気がした。

「……リンドを助けに行くのね」

　ジャリスが言うと、カッサラは小さく頷いた。

「ああ、君達の話と、私が知っていることをあわせると、どうやらシャイ悪ターン魔達が国に巣くっているのは確かなようだ。恐おそらくリンドもサウルナ国にいるはず。私は必ずリンドを連れ戻してみせる。彼はアクラブ号の副船長で……私の右みぎ腕うでだ」

　カッサラの気持ちは痛いほどジャリスにも判った。もしバルク号の乗組員がいなくなってしまったら、ジャリスは何を置いても捜さがしに行くだろう。ましてやリンドは、カッサラ達の為に姿を消したのだ。

「止めても無駄ね……」

　カッサラが決意の眼差しでジャリスを見つめ再び頷いた。しばらく考え込んだジャリスは、顔を上げおもむろに口を開く。

「カッサラ……。わたし達と一いつ緒しよに来ない？」

　意表をつかれたのか、今度はカッサラが目を見開いた。

「しかし……」

　ジャリスは最後まで彼に言わせなかった。彼が考えている事は判っていたからだ。

「あなたは指名手配されている。わたし達はサウルナ国の現状を知らない。詳くわしい人がいてくれれば心強いわ。今度は失敗できないもの。あなたもわたし達と一緒の方が身を隠かくしやすいでしょう？」

　ジャリスの提案に、カッサラは俯うつむいて考え込んでいる。お互たがいに利益はあるはずだ。何よりジャリスは、カッサラが一人でサウルナ国に行くことには反対だった。

「もしわたし達が考えているとおり、シャイターン達がサウルナ国にいて、何か悪あく影えい響きようを与あたえているとすれば、わたし達の目的は同じはずよ」

　はっとしたように、カッサラが顔を上げた。その目に強い光を感じてジャリスは頷く。

「サウルナ国で何が起こっているのか、そしてシャイターン達が何をしようとしているのか一緒に突つき止とめましょう。指輪と……そしてリンドを連れ戻すのよ」

　指輪を奪うばったときのリンドが、辛つらそうな表情をしていたのをジャリスは覚えている。カッサラを元に戻したいといった言葉に噓うそはないはずだ。

「……判った。君達と一緒に行こう」

　カッサラが下した決断にジャリスは大きく頷いた。そして再びバルク号を見あげる。

　もうすぐ船の修理は完成する。新しい旅立ちは、波乱の予感に満ちていた。

　　　　[image: ]

　ムスタシャールから用があると呼びだされたジャリスは、カリーフに案内され、コダートとシャルマと一緒に王宮の中庭を歩いていた。王宮の水門は開け放たれ、穏おだやかな太陽の光が清い水面を照らしていた。使用人達の楽しそうな声が響ひびいている。ムスタシャールが鎖帷子を着ていた頃には見られない光景だった。目を細めてそれを眺ながめていたカリーフが、ふと歩みを止めジャリスに向き直った。

「ジャリス、本当に世話になったな。あんたのおかげで王宮は再び息を吹ふき返した。長年頭を痛めていた幽ゆう霊れい船せんも片づいたし、何より陛下が元に戻られた」

「いいえ、あなたがマラカを王宮に連れてくることを許可してくれたからよ。礼を言うのはこちらの方だわ」

　頭を下げたジャリスに、カリーフの笑みが深くなる。

「いいや、俺達だけではきっと陛下のご心痛を取り除くことはできなかっただろう。今の陛下は精力的に政まつりごとにも取り組まれ、何より昔のように優やさしく笑われるようになった。久しぶりに王宮を出て街を視察したいとまで仰おつしやっている。……それを聞いたときの俺の喜びが判わかるか？」

　両手を広げて感動の意を表したカリーフに、ジャリスも微笑んだ。

「ジャリス……実は君に受け取ってほしいものがある」

　突とつ然ぜん言葉を改めたカリーフに、ジャリスは思わず面めん食くらう。カリーフはそのまま地面に膝ひざをつき、右手を胸にやり頭を下げた。

「君に〝忠誠の誓ちかい〟を捧ささげたい。君がこの国の為ためにしてくれた事は、決して忘れない。今まで陛下にしか誓った事のない忠誠を君に」

　真しん剣けんな瞳で見あげるカリーフに、ジャリスは目を白黒させた。本来国の要職に就つく者が、国王への絶対の忠誠を表すために、誓いを述べるのはジャリスも知っていた。しかし国王以外の平民に、大臣が頭を下げて誓うなど聞いたことがない。

「と、突然何言いだすのよ、カリーフ。そんな簡単に誓ったりしたら駄だ目めよ」

「いいや、突然でも簡単でもないさ。俺だって随ずい分ぶん悩なやんだんだぜ。だがあんたには、俺の命とこの国を救って貰もらった。あんた言ってただろ。自分にできる事は何かって。俺もそれを考えて、そして答えを出した。それがこの〝忠誠の誓い〟だ。ぐずぐずしてたらあんた達は旅に出ちまう。その前に受け取って欲しかったんだ。……これから先何があろうとも、あんたが呼べば俺は必ず馳はせ参さんじよう。そしてあんたの為に何でもしよう。この命にかけてそれを誓う」

　言い終わると、カリーフはにやりと笑った。

「これでも貿易大臣の名前は伊達だてじゃない。俺は役に立つぜ。それにあんたが四つの指輪とやらを集めてくれれば、この街が救われるかもしれないと陛下に聞いた。それが本当なら俺は何でもするさ。今の所は情報を集めることしかできないが、逐ちく一いちあんたにも報告するよ。陛下の許可はとってある。……ジャリス、この誓いを受け取ってくれ」

　カリーフがうやうやしく左手を差しだした。その手を握にぎり返せば、誓いを受け取った事になる。ジャリスは一いつ瞬しゆん考え込んだが、意を決して、カリーフのごつごつとした大きな手を握った。

「……判ったわ。でも忠誠とか一方的な物じゃなくて、お互いに助け合いましょう。あなたは各国を回って旅をしたんでしょう。わたしはまだまだ知らないことが多い。助けて欲しいの」

　ジャリスは素す直なおにそう言った。知らないことを恥はじだとは思わない。助けを借りることも時には必要だ。

　大きく頷いたカリーフは、ふいに何かを思いついたように、手をつないだまま立ち上がる。そして微笑ほほえんだままジャリスの身体からだを引き寄せ、ぎゅっと抱だきしめた。

「きゃぁぁ！　な、何するの！」

　大きな体に包み込まれ、ジャリスは悲鳴を上げる。背後にいたコダートとシャルマが、目を剝むいて腰こしの剣けんに手をかけた。それに気付いたのか、カリーフはぱっとジャリスの身体を放す。

「落ち着けって、異国風の挨あい拶さつだよ。親愛の情を身体で示しただけだって」

「こ、ここは異国じゃありませんっ」

　豪ごう快かいに笑うカリーフに、ジャリスは思わず叫さけんだ。そんな二人の間に、コダートとシャルマが割って入る。コダートは瞳ひとみをうっすらと赤く染め、シャルマは辺りを凍こおらせる冷たい笑えみを浮うかべた。

「……今度やったら、二度と太陽が拝めなくなるぞ」

「ええ、幸い放ほう浪ろう癖へきがおありのようですし、行方ゆくえ不明になる理由はいくらでも作れるでしょう」

　殺気だった二人に睨にらまれたカリーフは、さすがに顔色をなくし、頰ほおを引きつらせたのだった。




　口数の少なくなったカリーフと一緒に歩いていると、中庭から王宮へ直接入れる白い石造りの扉とびらが見えてきた。その扉を背に、ムスタシャールが立っている。彼はジャリスを見付けると、相好を崩くずした。

「ジャリス、前にも話したが、サウルナ国と親交の深い方がいらっしゃる。丁度用事があって、この国を訪おとずれられた。君達の事を話したら、協力してくださるそうだ。彼と一緒なら、サウルナ国への入国も可能だろう」

　ムスタシャールの前で跪ひざまずいたジャリスは、ゆっくりと頭を下げた。

「助かります。まずは入国できなければ、何もできません」

「ああ、シャリフ王の事を頼たのんだぞ。さあ、紹しよう介かいするから、こちらへ」

　立ち上がったジャリス達は、ムスタシャールの後に続いて王宮の中に入る。すると、背後を歩いていたシャルマとコダートの内ない緒しよ話ばなしが聞こえてきた。

「話がうまく進みすぎではないでしょうか。私達の事情を知ったのなら、関かかわり合いになりたくないというのが普ふ通つうのはずですが……」

　訝いぶかしげなシャルマの声に、コダートが頷うなずく気配がした。

「そうだな……。実は俺、さっきから凄すごく嫌いやな予感がしてるんだ。背中がぞくぞくしてさ。俺の勘かんは絶対にはずれないんだよな」

　ジャリスはそっと振ふり向いて、こそこそと話している二人を叱しつ咤たした。

「二人ともっ。静かに！　ムスタシャール王がこうして折せつ角かく……」

　言いかけたジャリスだったが、ムスタシャールが立ち止まったのに気付いて口を噤つぐんだ。

「さあ、この部屋だ。挨拶するといい」

　慌あわててジャリスは姿勢を正した。どんな人物かは判らないが、好感を持って貰えるよう顔には満面の笑みを浮かべる。そして扉に手をかけ、大きく開け放つ。すると、むせかえるような甘い香かおりがジャリスを直ちよく撃げきした。ジャリスは思わず鼻を押さえる。

「な、何これっ、すごい匂におい……！」

　見ると、広い部屋は足の踏ふみ場ばもないほどびっしりと、赤い花びらが敷しき詰つめられていた。少しだけなら花の香りも楽しめるが、これだけ集まるとある意味暴力だ。ジャリスは強い芳ほう香こうに、頭痛すらした。

「やあ、ジャリス。やっと会えたな。君のそのばら色の頰に似合いの花をみつけた。だが……君の前ではそれさえも色あせてしまう。やはり君の美しさとしとやかさは格別だ」

　頭を押さえて俯うつむいたジャリスは、聞き覚えの凄くある声に、身体を総毛立たせた。声のした正面を見るのがとてもとても怖こわくて、ジャリスは思わず身を竦すくませる。

（ま、まさかまさかまさか……！）

　ジャリスの心はたくさんのまさかで埋うめ尽つくされた。それを確かめるために、ジャリスは意を決して前を向く。部屋の中央に男が一人立っていた。両手一いつ杯ぱいに赤い花束を持った彼は、切れ長の瞳でジャリスを愛いとおしそうに見ている。そして腕うでに抱かかえた花の香りと同じように、甘く艶つややかに微笑んだ。

　彼を見た途と端たん、扉の前で固まったジャリスに、ムスタシャールが困こん惑わくしたように口を開いた。

「知っておるのか？　ジャリス。タバラン国の世よ継つぎ、クアイ皇子を」

　部屋の中にいる人物が誰であるのか気付いたコダートとシャルマが、慌ててジャリスを庇かばうように前に進み出る。

「嫌な予感、的中……」

「ええ、それも最凶きよう、最悪です。コダート、こんな勘は当てないでください。迷めい惑わくです」

　コダートとシャルマが、うんざりしたように呟つぶやいた。それが聞こえたのか、クアイは彼らを親の敵とばかりに睨みつける。

「またお前達かっ。コダート、ジャリスの婚こん約やく者だと言うが、お前などに俺は負けない！　シャルマ、お前にもだ。俺は必ずジャリスを花はな嫁よめにしてみせる！」

　腐くさるほど聞かされているその台詞せりふに、ジャリスはやっと我に返る。クアイと目が合うと、彼は自信満々の表情で、ジャリスに向かって笑いかけた。それを見た途端、彼に押し倒たおされた時の記き憶おくがまざまざと蘇よみがえり、ジャリスは顔を引きつらせる。

　思わず頭を抱えたジャリスは、その場に立ちつくしたまま、大声を上げた。

「い、いやーっ、こんな波乱はいらない！」

　その叫びは、甘い香りに満ちた広い部屋の中に響ひびき渡わたったのだった。







　あとがき







　こんにちは、伊い藤とうたつきです。

『アラバーナの海賊たち　幽霊船は婚約者を惑わす』いかがだったでしょうか？　タイトル通り幽ゆう霊れい船せんが出てきますが、まったく怖こわくないです。目指したのは、〝愉ゆ快かいな幽霊船〟。皆みな様さまに楽しんで頂けたなら幸いです。

　私は映画が好きで、一日一本はビデオを見る生活をしていますが、その中でも好きなのがアクション物とホラー物です。他ほかにも色々と見ますが、その二つが断然多いです。幽霊船を書こうと決めた時に、最初はホラーっぽい感じにしようかとも思いました。でもジャリスたちがかかわってくると、なぜかコメディになってしまいます。うーん、不思議だなぁと思いつつ。でも楽しく書かせて頂いたので、満足しています。




　そういえば、去年取材を兼かねて某ぼう遊園地に行きました。目的は、アラビアンな街並みを再現したアトラクションです。衝しよう動どう買がいしたデジタルカメラで、写真を撮とりまくってきました。

　そこに、象の背中に金の輿こしが乗っている置物があって、思わず〝クアイ皇子だーっ〟と叫さけびそうになりました。丁度三巻を書き終わった頃ころだったので、一人で爆ばく笑しようしてしまいました。

　象の置いてあった場所は撮さつ影えい禁止だったので、写真を撮れなかったのが悔くやまれます。







　イラストの七なな海み様。いつもいつも素す晴ばらしいイラストをありがとうございます！　表紙のターラにやられてしまいました。なんて格好いいんでしょう。早く中身が追いつくように頑がん張ばります！




　担当様。打ち合わせの時、散々迷って結局待ち合わせ場所に着かなかった私をお許し下さい。普ふ段だん電車に乗らない私にとって、都会の駅はジャングルと同じでした。迎むかえに来ていただいて助かりました。




　最後になりましたが、この本を読んでくださった皆様、本当にありがとうございました！

　よかったら、感想のお手紙など頂けると、とても嬉うれしいです！

　それでは次巻でお会いできることを願って。


伊藤たつき　　
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